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サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

―
―�

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
以
前
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
の
分
析
を 

通
し
て
―
―

後
　
　
藤
　
　
倫
　
　
子

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
を
求
め
る
ま
で
の
過
程

　

１　

幼
少
期
に
お
け
る
集
団
破
壊
へ
の
関
心

　

２　

集
団
破
壊
に
関
す
る
法
の
必
要
性
の
認
識

　
　

⑴　

タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
暗
殺
事
件
の
衝
撃

　
　

⑵　

シ
モ
ン
・
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
暗
殺
事
件
の
衝
撃

Ⅲ　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
提
案

　

１　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
に
よ
る
条
約
締
結
の
必
要
性
に
関
す
る
主
張

　
　

⑴　

条
約
締
結
の
必
要
性
に
関
す
る
主
張
の
展
開

　
　

⑵　

条
約
締
結
の
主
張
の
背
景
に
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
考
え
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２　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想

　
　

⑴　

一
つ
の
犯
罪
類
型
と
し
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
形
成

　
　

⑵　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
へ
の
共
同
謀
議
概
念
の
取
り
入
れ

　
　

⑶　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
に
お
け
る
文
化
的
側
面
の
重
要
性

　
　

⑷　
「
国
際
法
上
の
犯
罪
」
概
念
の
帰
結
と
し
て
の
普
遍
主
義
の
適
用
と
国
際
連
合
に
よ
る
監
督

　
　

⑸　

広
範
な
処
罰

　
　

⑹　

国
内
刑
法
の
整
備

　
　

⑺　

犯
罪
人
引
渡
し
の
原
則
禁
止
と
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
け
る
政
治
犯
認
定
の
禁
止

　
　

⑻　

国
際
連
合
に
よ
る
行
動

　
　

⑼　

小
括

　

３　

一
九
四
六
年
国
際
連
合
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
影
響 

　
　

⑴　

三
国
共
同
決
議
草
案
か
ら
一
九
四
六
年
国
際
連
合
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
へ

　
　

⑵　

一
九
四
七
年
著
作
『
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
』
に
見
る
変
化

Ⅳ　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

　

１　

特
別
意
図

　

２　

共
同
謀
議
概
念
と
組
織
の
解
体

　

３　

文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

　

４　

普
遍
主
義
の
適
用
と
国
際
裁
判
所
に
お
け
る
訴
追

　
５　

広
範
な
処
罰

　

６　

国
内
法
の
整
備

　
７　

犯
罪
人
引
渡
し
の
許
容
と
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
け
る
政
治
犯
認
定
の
禁
止
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六
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一

　

８　

国
際
連
合
に
よ
る
行
動

　

９　

小
括

Ⅴ　

お
わ
り
に

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
四
年
一
月
二
六
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
に
関
す
る
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
お
い
て
、
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
（K

ofi A
nnan

）
国
際
連
合
事
務
総
長
（
当
時
）
が
、
そ
の
挨
拶
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
ほ
ど
、
重
要
な
問
題
や
拘
束
性
の
あ
る
義
務
は
あ
り
え
な
い
。

　

�　

実
際
、
こ
れ
は
国
際
連
合
の
本
来
の
目
的
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
我
々
の
機
関
が
設
立
さ
れ
た
当
時
、
戦
争
の
惨
害
が
人
類

に
も
た
ら
し
た
『
言
語
に
絶
す
る
悲
哀
』
に
は
、
恐
ろ
し
い
規
模
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
二
度
と
起
こ
さ
な
い
』
と
い

う
言
葉
を
、
誰
も
が
口
に
し
た
。」（

（
（

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
の
直
後
、
実
際
に
国
際
連
合
（
以
下
、「
国
連
」
と
す
る
）
の
下
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
た
め
の
条
約

の
準
備
作
業
が
行
わ
れ
、
一
九
四
八
年
一
二
月
九
日
に
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
」
と
す
る
）
が
、
国
連
総
会
の
全
会
一
致
の
下
で
採
択
さ
れ
た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、
国
連
が
そ
の
発
足
後
に
採
択
し
た
人
の
保

護
に
関
す
る
条
約
の
中
で
、最
初
に
採
択
さ
れ
た
条
約
で
あ
り
、現
在
で
は
「
精
髄
た
る
人
権
条
約
」
（
（
（

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
国
際
法
制
度
の
中
核
を
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
形
成
の
国
際
的
な
潮
流
を
作
り
出
し
た
の
は
国
連
で
は
な
く
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
い
う
造
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六
〇
二

語
の
生
み
の
親
で
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
（R

aphael L
em

kin

）
と
い
う
一
個
人
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
言
っ
て
す
ぐ
に

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
一
集
団
の
破
壊
は
、
特
に
衝
撃

的
で
あ
る
。
実
際
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
行
わ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
レ
ム
キ
ン
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
よ
う
な
民
族
的
、
種
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
集
団
を
破
壊
す
る
こ
と
（
以
下
、

「
集
団
破
壊
」
と
す
る
）
に
関
す
る
条
約
の
必
要
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
の
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
衝
撃
で
は
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
が

勃
発
す
る
以
前
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
条
約
の
締
結
の
必
要
性
を
主
張
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
が
開
始
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
自
身
の
望
む
条
約
構
想
も
自
ら
の
著
作
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
条
約
内
容
の
中
に
は
、
一
九
四
八

年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
と
重
複
す
る
も
の
が
あ
る
。
加
え
て
、
実
際
に
レ
ム
キ
ン
が
初
期
の
条
約
の
準
備
作
業
に
参
加
し
て
い
た
事
実
も

見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
、
自
分
の
考
え
を
条
約
に
反
映
す
る
機
会
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
レ
ム
キ
ン
に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
少
な
く
は
な
く（

（
（

、
彼
が
集
団
破
壊
に
関
す
る
条
約
形
成
を
求
め
て
い
た
こ
と
は

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
が
求
め
た
条
約
の
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
内
容
に
焦
点
を
当
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
を
最
も
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る

レ
ム
キ
ン
が
当
該
条
約
の
形
成
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
第
一
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

の
準
備
作
業
開
始
以
前
の
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
分
析
の
結
果
、彼
に
と
っ
て
の
当
該
条
約
の
成
立
意
義
も
明
ら
か
に
な
り
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
自
体
の
成
立
意
義
を
考
え
る
際
に
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
第
二
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

の
準
備
作
業
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
た
、
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
内
容
と
の
対
比
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
内
容
が
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
ど
の
程
度
沿
っ
て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
「
条
約
の
準
備
作
業
以
前
」
と
い
う
時
間
的
設
定
を
置
く
の
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
開
始
以
降
の
レ
ム
キ
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ン
の
考
え
は
少
な
か
ら
ず
と
も
当
該
準
備
作
業
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、
彼
独
自
の
純
粋
な
考
え
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、「
条
約
の
準
備
作
業
」
概
念
の
定
義
は
確
立
し
て
い
な
い
た
め（

（
（

、
本
稿
に
お
け
る
「
条
約
の
準
備
作
業
」
の
開
始
時
点
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
国
際
連
合
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）（
以
下
、「
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ｉ
）」
と
す
る
）
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条

約
草
案
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究
が
要
請
さ
れ
た
経
済
社
会
理
事
会
に
お
い
て
、
当
該
問
題
に
関
す
る
議
論
が
開
始
さ
れ
た
一
九
四
七
年
三

月
一
五
日
を
条
約
の
準
備
作
業
の
開
始
時
点
と
み
な
す
こ
と
に
す
る
。

　

こ
こ
で
、
本
稿
で
使
用
す
る
用
語
を
確
認
す
る
。
本
稿
で
着
目
し
た
い
の
は
、“national”

、“ethnical”

お
よ
び“racial”

の
邦
訳
で
あ

る
。
同
じ
語
句
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条
の
柱
書
で “a national, ethnical, racial or religious group”

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
お
互
い
に
意
味
が
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
、
用
い
る
際
に
は
定
義
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
読
み
手
次
第
で
想
定
す
る

意
味
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条
の
柱
書
に
は
、
い
か
な
る
邦
訳
が
充
て
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

の
当
事
国
で
は
な
い
た
め
に
政
府
の
公
定
訳
が
存
在
せ
ず
、
当
該
条
約
の
邦
訳
は
試
訳
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
部
を
除
く
ほ
と

ん
ど
の
国
際
条
約
集
が
「
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
な
集
団
」
を
充
て
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作

業
を
確
認
す
る
と
、“national, ethnical, racial”

の
意
味
に
つ
い
て
条
約
の
準
備
作
業
の
参
加
国
の
間
で
意
見
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
定
義
に
つ
い
て
確
定
的
な
判
断
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
少
な
く
と
も
、“national”

の
意
味
に
「
国
民
的
」
の
み
を
邦
訳

と
し
て
充
て
る
こ
と
は
、ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
鑑
み
る
と
正
確
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、当
該
準
備
作
業
の
参
加
国
の
間
で
は
、

国
際
連
盟
期
の
少
数
者
問
題
に
お
け
る
「
少
数
者
」
の
意
味
の
み
に
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

の
「
少
数
者
」
は
、
特
定
の
国
に
居
住
す
る
少
数
民
族
（national m

inority
）
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
じ
民
族
が
隣
国
な
ど
の
他
国
に
居
住

す
る
民
族
を
指
す（

（
（

。
こ
の
意
味
に
加
え
て
、“nation”

に
、
国
籍
や
市
民
権
の
保
持
を
意
味
す
る
「
国
民
的
」
の
意
味
を
含
む
他
の
意
味
ま
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六
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四

で
含
ま
れ
る
か
が
問
題
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
、
レ
ム
キ
ン
も“nation”

を
自
身
に
関
わ
る
資
料
の
中
で
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

“nation”
に
つ
い
て
彼
は
、「
世
界
共
同
体
の
基
本
要
素
」
で
あ
り
、「nation

と
い
う
考
え
は
、
真
正
な
伝
統
、
真
正
な
文
化
、
お
よ
び
十

分
に
発
展
し
たnational

精
神
に
基
づ
い
た
、
建
設
的
協
調
お
よ
び
根
源
的
な
貢
献
を
意
味
す
る
」
と
説
明
し（
（（
（

、
さ
ら
に
別
の
資
料
で
は
、

「
心
の
家
族
」
と
表
現
し
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
と
も
言
え
る
説
明
か
ら
、“nation”

の
邦
訳
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る（
（（
（

。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
参
考
文
献
や
引
用
文
献
の
使
用
す
る“national”

、“ethnical”

お
よ
び“racial”

を
含
む“nation”

、“ethnic”

な

ら
び
に“race”

と
そ
の
派
生
語
の
邦
訳
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
「
民
族
」、「
種
族
」
お
よ
び
「
人
種
」
を
充
て
る
こ
と
に
す
る
が
、
上
記
で

説
明
し
た
事
情
か
ら
、
こ
れ
ら
は
固
定
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

Ⅱ　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
を
求
め
る
ま
で
の
過
程

　

レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
に
つ
い
て
分
析
す
る
前
に
、
彼
が
条
約
形
成
を
求
め
る
ま
で
の
過
程
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
に
条

約
形
成
の
必
要
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、彼
の
条
約
構
想
の
基
礎
に
あ
る
彼
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

１　

幼
少
期
に
お
け
る
集
団
破
壊
へ
の
関
心

　

一
九
〇
〇
年
六
月
二
四
日
、
当
時
ロ
シ
ア
帝
国
に
あ
っ
た
ベ
ス
ウ
ォ
ー
デ
ン
（B

ezw
odene

）（
戦
間
期
の
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三
九

年
ま
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
で
あ
り
、
現
在
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
領
で
あ
る（
（（
（

）
と
い
う
村
の
近
隣
に
あ
る
、「
オ
ゼ
リ
ス
コ
（O

zerisko

）」
と
呼
ば
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社
法
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七
〇
巻
二
号�

一
九
三

六
〇
五

れ
る
農
場
で
、
レ
ム
キ
ン
は
生
ま
れ
た（
（（
（

。
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り（
（（
（

、
幼
少
期
か
ら
集
団
の
受
け
て
き
た
苦
難
に
関
心
を
持
っ
て
い
た（
（（
（

。
本
を

読
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
集
団
破
壊
に
関
す
る
本
に
没
頭
し（
（（
（

、
集
団
破
壊
に
関
す
る
問
題
に
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
レ
ム

キ
ン
の
周
囲
で
も
集
団
破
壊
は
発
生
し
て
お
り
、
彼
は
、
一
九
〇
六
年
に
ロ
シ
ア
南
部
か
ら
数
マ
イ
ル
離
れ
た
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク

（B
ialystok

）
で
発
生
し
た
ポ
グ
ロ
ム
に
つ
い
て
、
著
書
『
自
伝
（Tota

lly U
n

officia
l

）』
の
中
で
触
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
幼
少
期
の
周
囲
の
出
来
事
や
自
身
の
置
か
れ
た
環
境
が
、
集
団
破
壊
に
対
す
る
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
影
響
を
与
え
た
と
い

う
考
え
も
あ
る
が（
（（
（

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
幼
少
期
か
ら
集
団
破
壊
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
点
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
レ
ム
キ
ン
に

強
い
衝
撃
を
与
え
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
つ
な
が
る
集
団
破
壊
に
関
す
る
法
の
必
要
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
も
の
は
、
次
に
取
り

上
げ
る
タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
の
暗
殺
事
件
と
、
同
事
件
と
類
似
し
た
シ
モ
ン
・
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
の
暗
殺
事
件
で
あ
っ
た
。

２　

集
団
破
壊
に
関
す
る
法
の
必
要
性
の
認
識

⑴　

タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
暗
殺
事
件
の
衝
撃

　

一
九
二
〇
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
元
大
宰
相
で（
（（
（

、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
同
国
内
で
政
府
の
主
導
の
下
で
行
わ
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺

の
黒
幕
の
一
人
で
あ
っ
た
タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
（T

alaat P
asha

）
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
暗
殺
さ
れ
た
。
こ
の
虐
殺
の
中
で
、
数
万
か
ら
三
〇

〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
い
う
だ
け
で
、
移
送
、
虐
殺
、
強
姦
な
ど
に
よ
っ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
で
犠

牲
に
な
り
、
オ
ス
マ
ン
政
府
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
全
体
に
「
死
の
令
状
」
を
与
え
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
パ
シ
ャ
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
を
指
導
し

た
者
ら
と
共
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
停
戦
条
約
署
名
翌
日
に
国
外
に
逃
亡
し
た
が（
（（
（

、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
青
年
で
、
家
族
が
虐
殺
の
犠
牲
と
な
っ
た

ソ
ゴ
モ
ン
・
テ
フ
リ
リ
ア
ン
（Soghom

on Tehlirian

）
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

レ
ム
キ
ン
は
、
同
年
、
言
語
学
を
学
ぶ
た
め
に
、
リ
ヴ
ィ
ウ
（L

vov

）
大
学
に
進
学
し
て
い
る（
（（
（

。
言
語
学
を
選
ん
だ
背
景
に
、
す
べ
て
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同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

一
九
四

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
〇
六

の
文
化
の
根
源
は
言
語
で
あ
る
と
考
え
、「
全
時
代
に
お
い
て
、
な
ぜ
一
つ
の
文
化
の
人
々
が
他
の
文
化
の
人
々
を
殲
滅
し
よ
う
と
し
た
の

か
を
理
解
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
彼
自
身
の
願
望
が
あ
っ
た（
（（
（

。
レ
ム
キ
ン
は
若
い
時
、
世
界
中
の
民
族
（the w

orld’s peoples

）
間
に
お

け
る
文
化
の
違
い
と
い
う
価
値
に
対
し
て
、
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
た（
（（
（

。
一
つ
一
つ
の
種
族
的
ま
た
は
宗
教
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
、

豊
か
で
多
元
的
な
人
類
の
遺
産
の
一
因
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
暗
殺
事
件
を
受
け
て
、
レ
ム
キ
ン
は
教
授
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
よ
る
パ
シ
ャ
の
逮
捕
の
試
み
は
無
か
っ
た
の
か
尋

ね
た
。
し
か
し
、
教
授
は
、
逮
捕
の
根
拠
と
な
る
法
の
不
存
在
と
、
ト
ル
コ
へ
の
口
出
し
の
不
可
能
性
を
指
摘
し
た（
（（
（

。
後
者
は
、
ア
ル
メ
ニ

ア
人
虐
殺
が
ト
ル
コ
の
国
内
管
轄
事
項
に
該
当
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
に
、
各
国
の
領
域
内
に
お
け
る
国
内
政
治
に

か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
国
際
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
原
則
と
し
て
当
該
国
家
が
排
他
的
な
権
限
を
行
使

し
、
他
国
は
そ
れ
に
対
し
て
一
切
の
介
入
を
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
当
該
領
域
を
支
配
す
る
国
家
の
主
権
的
な
裁
量

に
委
ね
ら
れ
る
国
内
問
題
は
「
国
内
管
轄
事
項
」
と
言
わ
れ
、
一
国
の
領
域
内
に
お
け
る
自
国
民
の
取
扱
い
も
国
内
管
轄
事
項
と
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

裁
判
の
結
果
、
テ
フ
リ
リ
ア
ン
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
過
程
で
自
分
の
家
族
の
殺
害
を
目
撃
し
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
精
神
的
不
安
定

を
理
由
に
無
罪
と
さ
れ
た
が（
（（
（

、
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
不
合
理
に
し
か
見
え
な
か
っ
た（
（（
（

。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
レ
ム
キ
ン

は
言
語
学
の
勉
強
を
止
め
、
リ
ヴ
ィ
ウ
大
学
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
六
年
間
に
わ
た
り
法
学
を
学
ん
だ（
（（
（

。

　

そ
し
て
、
彼
は
著
書
『
自
伝
』
の
中
で
タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
暗
殺
事
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
　

�　
「
彼
（
テ
フ
リ
リ
ア
ン
）
は
、
法
務
官
を
自
称
し
て
人
類
の
良
心
の
た
め
に
行
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
は
、
正
義
を
与

え
る
こ
と
を
買
っ
て
出
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
激
情
が
、
こ
の
よ
う
な
形
の
正
義
に
影
響
を
与
え
、
正
義
と
似
て
非
な
る

も
の
に
は
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
無
実
な
者
に
よ
る
殺
人
へ
の
私
の
不
安
が
、
私
に
と
っ
て
一
層
、
有
意
義
な
も
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七
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巻
二
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一
九
五

六
〇
七

の
と
な
っ
た
。
私
は
す
べ
て
の
答
え
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
種
の
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
な
殺
害
に
関
す
る
法
は
、

世
界
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。」（
（（
（

（
括
弧
筆
者
）

　

レ
ム
キ
ン
は
六
年
間
に
わ
た
り
法
学
を
学
ん
だ
が
、
集
団
破
壊
を
禁
止
す
る
法
規
範
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
失
望
し
た（
（（
（

。

⑵　

シ
モ
ン
・
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
暗
殺
事
件
の
衝
撃

　

リ
ヴ
ィ
ウ
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
て
間
も
な
く
、
テ
フ
リ
リ
ア
ン
の
事
件
と
同
様
の
事
件
が
発
生
し
た
。
一
九
二
六
年
、
パ
リ
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
て
い
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
（Sam

uel Schw
artzbard

）
が
、
か
つ
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
執
政
内
閣
の
長
で
あ
り
、
ポ
グ
ロ
ム
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
シ
モ
ン
・
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
（Sym

on P
etliura

）
を
暗
殺
し
た
の

で
あ
る（
（（
（

。
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
も
テ
フ
リ
リ
ア
ン
と
同
様
、
虐
殺
の
中
で
家
族
が
犠
牲
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

一
九
二
七
年
に
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
の
裁
判
が
パ
リ
で
開
始
さ
れ
る
が
、
こ
の
裁
判
で
レ
ム
キ
ン
を
集
団
破
壊
に
関
す
る
法
の
形
成
へ
と

大
き
く
突
き
動
か
す
問
題
が
発
生
し
た
。
裁
判
所
が
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
を
無
罪
に
で
き
な
い
が
、
一
方
で
、
何
万
も
の
人
が
犠
牲
と
な

っ
た
虐
殺
の
復
讐
を
行
っ
た
彼
を
有
罪
に
し
た
く
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
、
結
局
、
テ
フ
リ
リ
ア
ン
の
裁
判
と
同
様
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ

バ
ー
ド
を
精
神
的
に
異
常
で
あ
っ
た
と
し
て
無
罪
に
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
の
裁
判
に
つ
い
て
、
レ
ム
キ
ン
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　
「
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
の
裁
判
の
後
、
私
は
、
私
が
そ
の
中
で
シ
ュ
ワ
ル
ツ
バ
ー
ド
の
行
為
を
『
美
し
き
犯
罪
』
と
呼
ん
だ
論
文
を

書
い
た
。
私
は
、
民
族
的
、
人
種
的
、
お
よ
び
宗
教
的
集
団
の
破
壊
に
関
し
て
、
道
徳
的
規
範
を
統
一
す
る
た
め
の
法
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
嘆
い
た
。」（
（（
（

　

以
上
の
二
つ
の
事
件
に
対
す
る
レ
ム
キ
ン
の
反
応
か
ら
う
か
が
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
集
団
破
壊
の
関
与
者
が
不
処
罰
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
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六
〇
八

被
害
者
自
ら
の
手
で
復
讐
す
る
こ
と
の
正
当
性
に
疑
問
を
抱
き
、集
団
破
壊
に
関
す
る
法
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

集
団
破
壊
の
関
与
者
を
必
ず
処
罰
す
る
た
め
に
、
レ
ム
キ
ン
は
法
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
法
と
い
え
ど
も
、
彼
が
必
要
と
し
た
の
は
集
団
破
壊
の
関
与
者
、
す
な
わ
ち
個
人
に
直
接
に
適
用
で
き
る
国
内
法
で
は
な
か
っ

た
。
当
時
と
し
て
は
国
家
の
み
に
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
国
際
法
」
で
あ
り
、
そ
の
法
形
式
は
一
部
の
諸
国
の
み
を
拘
束
す
る

「
条
約
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
レ
ム
キ
ン
が
な
ぜ
国
際
法
に
頼
り
、
そ
し
て
国
際
法
規
範
の
法
形
式
の
中
で
も
条
約
を
求
め
た
の
か
、
そ
の
理

由
を
考
察
し
た
上
で
、
彼
の
条
約
構
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ⅲ　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
提
案

１　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
に
よ
る
条
約
締
結
の
必
要
性
に
関
す
る
主
張

　

本
章
の
論
点
の
検
討
に
入
る
前
に
、
レ
ム
キ
ン
は
条
約
締
結
を
要
求
し
た
が
、
一
貫
し
て
そ
の
主
張
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
つ

い
て
ま
ず
概
観
す
る
。
一
時
期
は
主
張
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
時
代
の
流
れ
が
レ
ム
キ
ン
に
主
張
の
必
要
性
を
迫
り
、
そ
し
て
集
団
破
壊
に

つ
い
て
彼
に
新
た
な
視
点
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

⑴　

条
約
締
結
の
必
要
性
に
関
す
る
主
張
の
展
開

　

レ
ム
キ
ン
に
集
団
破
壊
に
関
す
る
法
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
先
述
の
二
つ
の
事
件
に
関
わ
る
虐
殺
は
、
一
つ
の
主
権
国
家
内
部
で
、
当

該
国
の
国
家
の
関
与
が
存
在
し
た
も
の
、
つ
ま
り
国
内
管
轄
事
項
に
該
当
す
る
事
例
で
あ
っ
た（
（（
（

。
こ
の
二
つ
の
事
件
は
レ
ム
キ
ン
に
、
国
家
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主
権
に
着
目
す
る
契
機
を
与
え（
（（
（

、
一
九
二
〇
年
代
、
レ
ム
キ
ン
は
比
較
刑
法
と
国
際
刑
事
法
を
研
究
し
、
集
団
破
壊
に
関
与
し
た
政
府
構
成

員
を
処
罰
す
る
た
め
に
、
国
家
主
権
と
い
う
障
壁
を
取
り
除
く
方
法
を
研
究
し
た（
（（
（

。

　

比
較
刑
法
の
分
野
で
は
、
共
産
主
義
と
全
体
主
義
の
興
隆
の
影
響
を
受
け
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
国
内
刑
法
を
研
究
し
た
。
こ
の
研
究
を

通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
新
し
い
刑
法
が
、
こ
れ
ら
の
体
制
が
求
め
る
個
人
と
国
家
と
の
再
構
成
さ
れ
た
関
係
を
反
映
し
て
お
り
、
国

家
の
法
人
格
化
（legal personification

）
の
進
展
に
よ
っ
て
、
人
権
と
自
由
が
、
制
度
上
衰
退
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
（（
（

。
当
時
の
新

し
い
全
体
主
義
お
よ
び
共
産
主
義
体
制
に
お
い
て
は
、「
集
団
が
個
人
に
優
越
す
る
」
も
の
と
さ
れ
、立
法
者
は
社
会
利
益
の
保
護
の
た
め
に
、

人
権
保
護
の
範
囲
を
不
明
確
に
定
義
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
個
人
と
国
家
の
関
係
は
、
国
家
に
よ
る
自
国
民
で
あ
る
集
団
の
破
壊
に

対
し
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
レ
ム
キ
ン
の
興
味
を
刺
激
し
た（
（（
（

。

　

国
際
刑
事
法
の
分
野
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
期
ま
で
に
、
レ
ム
キ
ン
は
刑
法
の
統
一
化
に
関
す
る
様
々
な
会
議
に
出
席
す
る
よ
う
に
な

り
、
国
際
刑
事
法
の
法
典
化
に
尽
力
し
た（
（（
（

。
ま
た
、
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
暗
殺
事
件
以
降
、
集
団
破
壊
に
関
す
る
法
に
つ
い
て
自
ら
の
考
え
を
世

間
に
公
表
す
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
が（
（（
（

、
早
期
に
公
表
す
る
必
要
性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ド
イ
ツ
国
内
で
ヒ
ト
ラ
ー
の

率
い
る
民
族
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（
以
下
、「
ナ
チ
ス
」
と
す
る
）
が
勢
力
を
拡
大
し
、
一
九
三
三
年
に
は
政
権
を
発
足
さ
せ
た
。

レ
ム
キ
ン
は
国
際
刑
法
学
会
（A

ssociation Internationale de D
roit P

enal

）
に
参
加
し
た
が（
（（
（

、
同
学
会
の
会
員
や
友
人
ら
と
の
ヒ
ト

ラ
ー
の
執
筆
し
た
『
わ
が
闘
争
（M

ein
 K

a
m

p

）（
（（
（

』
に
関
す
る
議
論
を
通
じ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
実
行
し
、
純
血
の
生
物
学

的
民
族
に
基
づ
く
体
制
の
構
築
を
企
て
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た（
（（
（

。

　

レ
ム
キ
ン
は
つ
い
に
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
か
れ
た
国
際
連
盟
主
催
の
第
五
回
刑
法
の
統
一
に
関
す
る
会
議
で（
（（
（

、
集

団
破
壊
に
関
す
る
法
に
つ
い
て
の
自
ら
の
考
え
を
公
表
す
る
機
会
を
得
た（
（（
（

。
彼
は
「
会
議
で
長
年
に
わ
た
っ
て
練
っ
て
き
た
私
の
考
え
を
示

す
機
が
熟
し
た
。
今
こ
そ
が
、
民
族
的
、
人
種
的
お
よ
び
宗
教
的
集
団
の
破
壊
を
違
法
に
す
る
時
で
あ
」
り
、「
今
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
集
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団
に
属
す
る
人
々
の
生
命
の
た
め
の
集
団
安
全
保
障
制
度
を
確
立
す
る
時
で
あ
」
る
と
し
て（
（（
（

、
会
議
に
報
告
書（
（（
（

を
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
当

該
報
告
書
の
補
足
と
し
て
、
著
作
『
国
際
法
上
の
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
一
般
的
（
国
境
を
越
え
る
）
危
険
を
構
成
す
る
行
為
（L

es A
ctes 

C
on

stitu
a

n
t u

n
 D

a
n

ger G
en

era
l （In

teréta
tiqu

e

） C
on

sid
érés com

m
e D

elits d
es D

roit d
es G

en
s

）（
（（
（

』（
以
下
、「
一
九
三

三
年
著
書
」
と
す
る
）
を
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
の
中
で
、
レ
ム
キ
ン
は
、
集
団
に
対
す
る
新
し
い
犯
罪
行
為
と
し
て
提
案
し
た
「
暴

虐
行
為
（actes de barbarie

）（
（（
（

」
と
「
非
文
化
的
蛮
行
行
為
（actes de vandalism

e

）」
の
国
際
法
上
の
犯
罪
化
、
普
遍
主
義
（
レ
ム
キ

ン
は
「
普
遍
的
抑
止
主
義
（le principe de la répression universelle

）」
と
す
る
）
の
適
用
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
抑
止
す
る

た
め
の
条
約
の
締
結
を
求
め
た
。

　

し
か
し
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
会
議
に
レ
ム
キ
ン
が
出
席
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
か
ら
の
反
対
に
遭
っ
た（
（（
（

。
レ
ム
キ
ン
の

提
案
に
よ
っ
て
ナ
チ
ス
政
権
を
敵
に
ま
わ
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
衆
新
聞
に
反
ユ
ダ
ヤ
人
抵
抗
が
煽
ら
れ
る
の
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
恐

れ
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
そ
の
結
果
、
レ
ム
キ
ン
の
提
案
は
会
議
で
棚
上
げ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た（
（（
（

。
さ
ら
に
、
一
九
二
九
年
か
ら
レ
ム
キ
ン
は
検
察

官
の
職
に
つ
い
て
い
た
が（
（（
（

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、
レ
ム
キ
ン
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
す
る
批
判
を
控
え
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
を
理
由
に
、
会

議
の
直
後
に
レ
ム
キ
ン
を
解
雇
し
た（
（（
（

。
マ
ド
リ
ー
ド
会
議
以
降
、
同
年
に
発
行
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
各
法
学
雑
誌
に
、

同
会
議
で
の
提
案
と
類
似
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
以
外
に
、
レ
ム
キ
ン
が
暴
虐
行
為
と
非
文
化
的
蛮
行
行
為
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た（
（（
（

。
し
か
し
、
レ
ム
キ
ン
に
よ
る
条
約
締
結
の
必
要
性
に
関
す
る
主
張
は
、
後
に
再
び
公
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
侵
略
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
レ
ム
キ
ン
は
家
族
を
残
し
て
一
人
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
出
国
し
た（
（（
（

。
彼
自
身
は
以
前
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
居
住
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
前
途
に
暗
雲
が
漂
っ
て
き
た
こ
と
を
察
し
て
お

り
、
他
国
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
た（
（（
（

。
し
か
し
、
彼
の
家
族
は
、
彼
が
居
住
地
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
言
っ
て
も
、
受
け
入
れ
な
か
っ
た（
（（
（

。
一

九
四
一
年
四
月
、
彼
が
最
終
的
に
辿
り
着
い
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た（
（（
（

。
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ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
次
々
に
侵
略
す
る
中
、
ア
ー
リ
ア
人
を
頂
点
に
置
く
人
種
政
策
の
下
で
、
占
領
地
域
の
住
民
に

対
し
て
非
人
道
的
行
為
を
行
っ
た
。
特
に
、
殲
滅
が
図
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
は
大
量
虐
殺
が
行
わ
れ
、
そ
の
犠
牲
者
は
約
六
〇
〇
万

人
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
、
連
合
国
の
指
導
者
は
、
戦
争
に
勝
利
す
る
こ
と
が
彼
ら
に
と
っ
て
は
優
先
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
ユ
ダ
ヤ
人

問
題
に
対
し
て
は
消
極
的
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
の
中
、
レ
ム
キ
ン
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
に
対
す
る
世
論
の
形
成
の
た
め
に
、
当
該
虐
殺
を
特
に
ア

メ
リ
カ
国
民
に
周
知
さ
せ
よ
う
と
し
た（
（（
（

。
そ
の
た
め
に
自
分
の
強
み
で
あ
っ
た
「
法
律
」
と
「
言
語
」
を
活
か
し
て（
（（
（

、
著
書
『
占
領
下
の
欧

州
に
お
け
る
枢
軸
国
の
支
配
（A

x
is R

u
le in

 O
ccu

p
ied

 E
u

rop
e

）（
（（
（

』（
以
下
、「
一
九
四
四
年
著
書
」
と
す
る
）
を
執
筆
し
た
。
本
書
で

初
め
て
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
が
、
本
書
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
自
体
の
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

が
占
領
の
手
段
と
さ
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
占
領
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
確
か
に
ナ
チ
ス
に
よ
る
残
虐
行
為
の
最
大
の
犠
牲

者
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ロ
シ
ア
人
な
ど
も
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
、
レ
ム
キ
ン
も
本
書
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
行

為
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
占
領
地
域
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
取
扱
い
を
国
際
法
の
最
も
著
し
い
違
反
の
一
つ

と
述
べ
、
占
領
地
域
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
一
つ
の
章
で
取
り
上
げ
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
特
に
ナ
チ
ス
に
よ
る
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
の
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
法
律
」
の
観
点
か
ら
は
、
ナ
チ
ス
の
出
し
た
法
令
の
翻
訳
・
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
ナ
チ
ス
が
人
種
を
基
準
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
再
編
成
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
再
編
成
の
意
図
の
中
に
は
大
虐
殺
と
他
の
文
化
の
抑
圧
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
（
（（
（

。
レ
ム
キ
ン
は
渡
米
す
る
前
に
滞
在
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
す
で
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
チ
ス
の
行
為
を
知
る
た
め
に
ナ
チ
ス
の

法
令
を
収
集
し
て
い
た（
（（
（

。
法
令
に
着
目
し
た
の
は
、
法
律
家
と
し
て
、
法
令
が
ナ
チ
ス
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
唯
一
の
客
観
的
か
つ
決
定

的
な
証
拠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。
一
方
の
「
言
語
」
の
観
点
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
虐
殺
を
表
現
す
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る
た
め
に
、
一
九
三
三
年
の
論
文
の
中
で
用
い
た
「
暴
虐
」
お
よ
び
「
非
文
化
的
蛮
行
」
よ
り
も
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
「
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
」
と
い
う
造
語
を
編
み
出
し
た（
（（
（

　

そ
し
て
本
書
の
中
で
レ
ム
キ
ン
は
改
め
て
、
条
約
締
結
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
す
ぐ
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
犯
罪
と

す
る
条
約
を
数
多
く
の
諸
国
が
締
結
す
る
こ
と
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
対
し
て
、
民
族
の
ま
さ
に
そ
の
存
在
の
保
護
が
連
合
国
の
主
な
目

的
で
あ
る
と
い
う
警
告
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
生
存
者
を
助
け
ら
れ
る
と
い
う
考
え
が
存
在
し
て
い
た（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
レ
ム
キ
ン
の
条
約
締
結
の
要
求
は
、
絶
え
ず
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
国
内
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
自
国
民
に
対

す
る
集
団
破
壊
へ
の
対
処
を
目
的
と
し
た
初
期
の
主
張
は
、
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
経
験
は
レ
ム
キ
ン
の
集
団
破
壊
に
対
す
る
考
え
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
レ
ム
キ
ン
に
改
め
て
条
約
締
結
の
必
要
性
を
思
い
起
こ
さ

せ
た
の
で
あ
っ
た
。
自
国
内
で
自
国
民
に
対
し
て
集
団
破
壊
を
行
っ
て
い
た
国
が
、
今
度
は
、
占
領
地
域
に
お
い
て
占
領
の
手
段
と
し
て
占

領
地
域
住
民
に
対
し
て
集
団
破
壊
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
こ
の
一
連
の
過
程
を
、
レ
ム
キ
ン
は
、
平
時
に
一
国
内

で
国
家
に
よ
っ
て
少
数
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
た
集
団
破
壊
が
、
国
境
を
越
え
て
拡
大
し
、
他
国
へ
の
侵
略
を
も
た
ら
し
た
と
捉
え
た（
（（
（

。

そ
の
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
は
、
そ
れ
ま
で
集
団
破
壊
を
一
国
内
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
自
国
民
に
対
す
る
も
の
と
し
か
捉
え
て

い
な
か
っ
た
レ
ム
キ
ン
に
、
集
団
破
壊
は
戦
時
・
平
時
を
問
わ
な
い
こ
と
と
、
平
時
の
集
団
破
壊
と
戦
争
と
の
関
連
性
と
い
う
新
た
な
視
点

を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う（
（（
（

。

　

し
か
し
、
レ
ム
キ
ン
が
条
約
を
求
め
る
理
由
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
九
三
三
年
は
目
の
前
に
迫
る
状
況
に
対
処
す
る

た
め
に
、
一
九
四
四
年
は
す
で
に
生
じ
て
い
る
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
著
作
の
中
で
は
、
特
定
の
状
況

に
対
処
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
将
来
に
発
生
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
よ
う
に
捉

え
ら
れ
る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
レ
ム
キ
ン
が
国
際
法
レ
ベ
ル
で
集
団
破
壊
に
関
す
る
規
範
形
成
の
主
張
を
行
っ
た
の
は
一
九
三
三
年
が
最
初
と
考
え
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ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
国
際
法
に
依
拠
し
た
の
は
外
的
な
要
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
会
議
の
テ
ー

マ
自
体
が
「
複
数
の
諸
国
に
対
す
る
危
険
を
作
り
出
す
犯
罪
」
で
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
の
一
部
を
「
国
際
法
上
の
犯
罪
」
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
会
議
で
報
告
す
る
に
は
報
告
内
容
を
こ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
国
際
法
に
依
拠
し
た
契
機
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
変
化
が
見
ら
れ
よ
う
と
、
そ
の
後
も
レ
ム
キ
ン
が
国
際
法
に
依
拠
し
た
主
張
を
行
い
続

け
た
事
実
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
主
張
を
行
い
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
際
法
規
範
、
さ
ら
に
は
条
約
規
範
に
何
ら
か
の
利
点

を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑵　

条
約
締
結
の
主
張
の
背
景
に
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
考
え

　

一
九
三
三
年
著
作
の
中
で
国
際
法
に
依
拠
し
た
背
景
に
は
、
報
告
す
る
会
議
の
主
題
に
合
わ
せ
る
必
要
性
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
が
、

後
に
国
際
法
で
は
な
く
国
内
法
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ム
キ
ン
は
国
際
法
に
依
拠
し
続
け
、
そ
し
て
国
際
法
規

範
の
中
で
も
条
約
規
範
を
求
め
続
け
た
。
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
①
な
ぜ
国
内
法
で
は
な
く
国
際
法
を
求
め
た
の
か
と
、
②
な

ぜ
慣
習
国
際
法
規
範
で
は
な
く
条
約
規
範
を
求
め
た
の
か
、
に
問
題
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
①
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
レ
ム
キ
ン
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（F

ranklin D
elano R

oosevelt

）
ア
メ
リ
カ
大
統

領
（
当
時
）
に
渡
す
た
め
の
メ
モ
の
作
成
時
を
振
り
返
っ
た
際
の
次
の
言
葉
が
参
考
に
な
る
。

　
　

�　
「
私
は
、
こ
の
一
頁
の
中
で
、
世
界
中
の
諸
国
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
犯
罪
、
す
な
わ
ち
犯
罪
の

中
の
犯
罪
に
す
る
た
め
の
条
約
の
採
択
を
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
条
約
は
、
民
族
の
生
命
を
政
治
家
の
手
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う（
（（
（

。」。

先
述
の
二
つ
の
暗
殺
事
件
の
契
機
と
な
っ
た
虐
殺
と
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
虐
殺
が
国
家
の
関
与
の
下
で
遂
行
さ



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
〇
二

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
一
四

れ
た
よ
う
に
、
レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
国
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
一
貫
し
て
指
摘
し
て
い
た（
（（
（

。
彼
の
こ
の

考
え
と
上
記
の
言
葉
か
ら
、
彼
が
、
諸
国
の
態
度
が
一
致
す
る
下
で
、
国
家
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
か
ら
集
団
を
保
護
す
る
必
要
性
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
国
家
が
立
法
に
つ
い
て
排
他
的
な
裁
量
権
を
有
す
る
国
内
法
で
は
な
く
、
各
国
の
国
内
法
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
国
際
法
で
の

み
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
②
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
性
格
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
迅
速
な
規
範
形
成
の
必
要
性
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
レ
ム
キ
ン
は
、
早
期
の
法
の
実
現
を
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
法
形

成
に
基
本
的
に
長
期
の
時
間
を
要
す
る
慣
習
国
際
法
は
望
ま
し
く
な
い
。
比
較
的
に
短
期
間
で
の
形
成
を
可
能
に
す
る
条
約
の
方
が
、
都
合

が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
共
通
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
国
際
制
度
を
確
立
す
る
必
要
性
で
あ
る（
（（
（

。
レ
ム
キ
ン
が
国
際
制
度
の
確
立
を
望
ん
だ
こ
と

は
、
先
に
も
引
用
し
た
が
、
次
の
彼
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

�

「
当
該
犯
罪
（
民
族
的
、
人
種
的
お
よ
び
宗
教
的
集
団
の
破
壊
）
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
国
際
法
上
の
犯
罪
と
宣
言
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
は
国
際
条
約
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
た
。
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
ド
イ
ツ
と
不
可
侵
条
約
に
つ
い
て
交
渉

し
て
い
た
。
国
際
連
盟
の
中
で
、
私
の
友
人
ら
は
、
こ
の
条
約
に
つ
い
て
皮
肉
な
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
彼
ら
の
考
え
で
は
、
こ
の
条

約
は
集
団
安
全
保
障
を
弱
め
る
と
い
う
。
今
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
集
団
に
属
す
る
人
々
の
生
命
の
た
め
の
集
団
安
全
保
障
制
度
を
確
立

す
る
時
で
あ
る（
（（
（

。」（
括
弧
筆
者
）

慣
習
国
際
法
は
不
文
法
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
内
容
に
曖
昧
性
が
伴
い
、
制
度
の
確
立
手
段
と
し
て
の
役
割
を
担
い
難
く
、
成
文
化
さ
れ
る

条
約
の
方
が
手
段
と
し
て
適
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
レ
ム
キ
ン
は
国
際
法
規
範
の
中
で
も
条
約
規
範
に
依
拠
し
て
お
り
、
次
項
で
は
彼
の
条
約
構
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
検
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討
に
あ
た
り
、
一
九
四
六
年
の
国
際
軍
事
裁
判
所
の
裁
判
の
結
果
と
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
採
択
が
、
彼
の
条
約
構
想
と
彼
に
と
っ

て
の
条
約
意
義
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
検
討
に
際
し
て
、
ま
ず
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
に
つ
い
て

分
析
し
、
そ
の
後
に
上
記
の
二
つ
の
出
来
事
が
彼
の
構
想
と
彼
に
と
っ
て
の
条
約
意
義
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

２　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想

　

レ
ム
キ
ン
は
、
平
時
お
よ
び
戦
時
の
い
ず
れ
に
も
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
た
め
に
、
次
の
内
容
を
有
す
る
条
約
を
求
め
た
。

⑴　

一
つ
の
犯
罪
類
型
と
し
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
形
成

　
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（genocide

）」
と
い
う
レ
ム
キ
ン
が
編
み
出
し
た
造
語
は
、
古
く
か
ら
あ
る
実
行
を
そ
の
現
代
の
展
開
の
中
で
表
す
た

め
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
人
種
と
部
族
」
を
表
す“genos”

と
、
ラ
テ
ン
語
で
「
殺
す
こ
と
」
を
意
味
す
る“cide”

を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
レ
ム
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
意
味
は
「
民
族
ま
た
は
種
族
的
集
団
の
破
壊
」
で
あ
る（
（（
（

。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、

民
族
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
大
量
殺
害
が
伴
う
場
合
を
除
い
て
、
必
ず
し
も
民
族
の
即
座
の
破
壊
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く（
（（
（

、
む
し
ろ
、

「
民
族
的
集
団
そ
れ
自
体
を
殲
滅
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
当
該
集
団
の
生
命
の
本
質
的
な
基
盤
の
破
壊
を
目
的
と
す
る
様
々
な
諸
行
為

を
統
合
し
た
計
画
」
を
意
味
す
る（
（（
（

。
こ
の
「
様
々
な
諸
行
為
を
統
合
し
た
計
画
」
の
意
味
に
つ
い
て
明
確
に
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
の
方
法
に
つ
い
て
、「
民
族
性
の
す
べ
て
の
要
素
に
対
す
る
集
中
か
つ
統
合
し
た
攻
撃
」
と
説
明
し
、
直
後
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
が
「
政
治
」、「
社
会
」、「
文
化
」、「
経
済
」、「
生
物
学
」、「
身
体
」、「
宗
教
」
お
よ
び
「
道
徳
」
の
八
つ
の
側
面
（fields

）
に
お
い
て

実
行
さ
れ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
側
面
に
お
け
る
行
為
を
包
括
し
た
計
画
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
レ
ム
キ

ン
に
と
っ
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
人
の
集
団
の
多
元
性
そ
れ
自
体
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
り（
（（
（

、
個
人
の
有
す
る
権
利
、
特
に
個
人
の
有
す
る
存
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在
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
集
団
の
有
す
る
存
在
し
発
展
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
①
抑
圧
さ
れ
た
集
団
の
民
族
的
パ
タ
ー
ン
の
破
壊
と
②
抑
圧
者
の
民
族
的
パ
タ
ー
ン
の
押
し
つ
け
と
い
う

二
つ
の
側
面
を
有
す
る
と
さ
れ
る（
（（
（

。
②
の
押
し
つ
け
は
、
抑
圧
者
自
身
の
民
族
に
よ
る
住
民
の
排
除
お
よ
び
当
該
地
域
に
お
け
る
集
落
形
成

（colonization
）
の
後
に
、
残
る
こ
と
の
許
さ
れ
た
抑
圧
さ
れ
た
住
民
ま
た
は
当
該
地
域
に
対
し
て
な
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
ナ
チ
ス
が

自
国
民
お
よ
び
占
領
地
域
の
住
民
に
対
し
て
行
っ
た
行
為
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
「
大
量
殺
害
」、「
非
国
民

化
（denationalization
）」
ま
た
は
「
ド
イ
ツ
化
（G

erm
anization

）」
の
言
葉
で
は
十
分
に
行
え
な
い
と
主
張
す
る
。「
大
量
殺
害
」
に

は
人
種
的
、
民
族
的
ま
た
は
宗
教
的
な
考
慮
を
基
礎
と
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
動
機
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、「
非
国
民
化
」
は
主
に
市
民

権
の
剥
奪
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
生
物
学
的
破
壊
を
意
味
し
な
い
と
い
う（
（（
（

。
そ
し
て
、「
ド
イ
ツ
化
」
は
、
上
記
の
②
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
が
、
非
国
民
化
と
同
様
に
生
物
学
的
破
壊
を
意
味
せ
ず
、
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
は
ド
イ
ツ
化
を
人
で
は
な
く
土
地
と
関
連
さ
せ
て
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
た
と
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
一
つ
の
犯
罪
類
型
と
す
べ
き
と
い
う
レ
ム
キ
ン
の
考
え
を
明
確
に
表
す
も
の
が
、
彼
の
提

示
す
る
「
特
別
意
図
（specific crim

inal intent

）（
（（
（

」
で
あ
る
。
レ
ム
キ
ン
に
よ
れ
ば
、ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
求
め
ら
れ
る
特
別
意
図
と
は
、

「
人
の
集
団
全
体
を
破
壊
す
る
」
意
図
で
あ
る
と
い
う（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
個
人
を
殺
害
す
る
意
図
だ
け
で
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
構
成
要
件
を

充
た
さ
な
い
の
で
あ
る
。

⑵　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
へ
の
共
同
謀
議
概
念
の
取
り
入
れ

　

レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
一
人
の
個
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
そ
れ
を
遂
行
す
る
目
的
で

形
成
さ
れ
た
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
想
定
し
て
い
た
。
彼
の
そ
の
よ
う
な
考
え
を
表
す
の
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
へ
の
共
同
謀
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議
概
念
の
取
り
入
れ
の
要
求
で
あ
る
。

　
「
共
同
謀
議
」
概
念
は
英
米
法
上
の
も
の
で
あ
り
、
確
立
し
た
定
義
は
存
在
し
な
い（
（（
（

。
刑
事
法
上
は
、
集
団
に
よ
る
犯
罪
計
画
に
つ
い
て
、

犯
罪
の
遂
行
に
合
意
し
た
時
点
で
の
処
罰
を
可
能
に
す
る（
（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
未
遂
の
よ
う
な
犯
罪
遂
行
の
た
め
の
行
為
が
必
要
と
さ
れ
ず
、
さ

ら
に
予
備
の
該
当
性
も
問
題
に
さ
れ
な
い
た
め
、
実
行
の
着
手
に
も
準
備
行
為
に
も
至
ら
な
い
段
階
で
二
以
上
の
者
を
処
罰
で
き
る（
（（（
（

。

　

レ
ム
キ
ン
が
初
め
て
共
同
謀
議
概
念
を
主
張
し
た
の
は
、
一
九
四
四
年
著
書
で
あ
る
。
同
書
の
中
で
、
彼
は
、
ナ
チ
ス
の
親
衛
隊
と
警
察

を
訴
追
す
る
手
段
と
し
て
当
該
概
念
を
用
い
た
。
当
該
諸
機
関
を
「
占
領
地
域
の
主
な
行
政
手
段
の
一
つ
」
と
み
な
し
て
、
両
機
関
の
密
接

な
関
係
と
占
領
地
域
に
お
け
る
役
割
を
説
明
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

　
　

�　
「
秘
密
国
家
警
察
と
親
衛
隊
の
特
別
の
機
能
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
計
画
お
よ
び
世
界
観
に
関
す
る
分
析
に
よ
っ
て
、
当
該
諸
機
関
の

密
接
な
結
び
つ
き
と
結
合
し
た
行
動
を
考
慮
す
る
と
当
該
諸
機
関
が
そ
の
目
的
と
し
て
一
般
的
に
犯
罪
を
遂
行
す
る
関
係
で
あ
っ
た
、

と
い
う
結
論
に
至
る
。
当
該
犯
罪
は
被
占
領
諸
国
の
国
内
法
の
み
な
ら
ず
、国
際
法
お
よ
び
人
道
の
法
則
に
も
反
す
る
。
当
該
関
係
は
、

英
米
法
上
で
共
同
謀
議
ま
た
は
大
陸
法
上
で
非
合
法
結
社
（unlaw

ful association

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
等
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

当
該
集
団
に
お
け
る
単
な
る
一
構
成
員
と
し
て
の
地
位
（m

em
bership

）
は
、
犯
罪
（offence

）
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

秘
密
国
家
警
察
お
よ
び
親
衛
隊
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
員
は
、
彼
ら
が
被
占
領
国
に
お
い
て
当
該
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
た
だ
一
つ

の
理
由
か
ら
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（
（（（
（

。」

上
記
の
主
張
か
ら
、
レ
ム
キ
ン
は
、
親
衛
隊
と
警
察
に
犯
罪
遂
行
の
関
係
を
見
出
し
、
当
該
関
係
を
共
同
謀
議
上
の
つ
な
が
り
と
し
て
み
な

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
該
関
係
の
基
礎
と
し
て
両
機
関
に
よ
る
犯
罪
遂
行
の
合
意
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
当
該
諸
機
関
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
理
由
に
、
構
成
員
全
員
に
対
し
て
刑
事
責
任
を
負
わ
せ
、
処
罰
す
る
よ
う

に
求
め
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
謀
議
概
念
を
組
織
全
体
の
処
罰
の
た
め
に
用
い
た
の
で
あ
る（
（（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
レ
ム
キ
ン
が
、
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ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
遂
行
し
た
組
織
を
必
ず
消
滅
さ
せ
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
へ
の
共
同
謀
議
概
念
の
導
入
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
、
レ
ム
キ
ン
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
は
、

民
族
的
、
宗
教
的
ま
た
は
人
種
的
集
団
を
殲
滅
す
る
た
め
の
共
同
謀
議
と
し
て
条
約
の
中
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る（
（（（
（

」
と
し
、
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
が
そ
も
そ
も
共
同
謀
議
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�　
「
こ
の
よ
う
な
共
同
謀
議
の
顕
示
行
為
（overt acts

（
（（（
（

）
は
、
こ
の
よ
う
な
集
団
に
当
該
集
団
の
構
成
員
が
所
属
し
て
い
る
と
い
う
単

な
る
理
由
に
よ
る
当
該
構
成
員
の
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
に
対
す
る
攻
撃
か
ら
成
立
し
う
る
。
当
該
犯
罪
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。『
民
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
集
団
を
破
壊
す
る
共
同
謀
議
に
参
加
し
て
い
る
間
に
、
当
該
集
団

の
構
成
員
の
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
に
対
す
る
攻
撃
に
着
手
し
た
（undertake

）
者
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
で
有
罪
と
な
る（
（（（
（

。』」

　

レ
ム
キ
ン
が
提
案
す
る
上
記
の
規
定
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
共
同
謀
議
に
関
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪

の
定
義
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
の
中
に
、
共
同
謀
議
概
念
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当

該
概
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
そ
の
遂
行
に
合
意
し
た
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
規
定
か
ら
は
、
犯
罪
遂
行
の
合
意
の
存
在
と
、
レ
ム
キ
ン

の
考
え
に
基
づ
け
ば
顕
示
行
為
だ
け
で
、
共
謀
者
全
員
が
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
共
同
謀
議
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
だ

か
ら
と
は
い
え
、
レ
ム
キ
ン
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
共
同
謀
議
の
処
罰
ま
で
求
め
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
罪
の
定
義
の
中
に
共
同
謀
議
概
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
暗
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
共
同
謀
議
の
処
罰
を
求
め
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
む
し
ろ
、
初
め
て
共
同
謀
議
概
念
を
示
し
た
一
九
四
四
年
著
書
の
中
で
、
同
概
念
に
基
づ
い
て
問
題
の
組
織
の
構
成
員
を
処
罰
す
る

よ
う
に
求
め
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
共
同
謀
議
ま
で
処
罰
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
考
え
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
。
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⑶　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
に
お
け
る
文
化
的
側
面
の
重
要
性

　

レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
実
行
さ
れ
る
民
族
の
有
す
る
側
面
と
し
て
先
述
の
八
つ
の
側
面
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
中
の
身
体
的
側
面

と
生
物
学
的
側
面
は
一
九
四
八
年
に
成
立
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
生
物
学
的
ま
た
は
身
体
的
に

破
壊
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
レ
ム
キ
ン
は
、
こ
の
二
つ
の
側
面
以
外
の
側
面
も
重
視
し
て
お
り
、
特
に
文
化
的
側

面
の
重
要
性
を
強
調
し
続
け
た（
（（（
（

。

　

文
化
的
側
面
に
対
す
る
考
慮
は
、
一
九
三
三
年
著
作
の
中
で
す
で
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
で
提
案
さ
れ
た
「
暴
虐
行
為
」
と
「
非
文
化

的
蛮
行
行
為
」
の
二
つ
の
犯
罪
概
念
の
う
ち
、
後
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　
「
集
団
に
対
す
る
闘
争
は
、
自
然
科
学
の
分
野
に
お
い
て
に
せ
よ
、
芸
術
お
よ
び
文
学
の
分
野
に
お
い
て
に
せ
よ
、
集
団
の
独
特
の

精
神
と
才
能
の
証
拠
で
あ
る
作
品
に
対
す
る
組
織
的
か
つ
計
画
的
な
破
壊
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
文
化
に
お
け
る
す
べ

て
の
特
定
の
集
団
の
貢
献
は
、
そ
の
独
特
の
特
徴
を
有
し
て
い
て
も
、
人
類
全
体
の
財
産
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
か
な
る
民
族
の
芸

術
作
品
の
破
壊
も
世
界
文
化
に
対
す
る
非
文
化
的
蛮
行
行
為
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犯
罪
者
は
、
破
壊
さ
れ
た
作
品
の
所
有

者
お
よ
び
当
該
作
品
を
所
有
す
る
（
ま
た
は
そ
の
才
能
が
当
該
作
品
の
創
造
に
寄
与
し
た
）
集
団
に
対
し
て
の
み
に
償
い
よ
う
の
な
い

損
害
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
。
非
文
化
的
蛮
行
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
の
は
、
文
化
的
な
人
類
全
体
で
あ
る（
（（（
（

。」

上
記
か
ら
、
非
文
化
的
蛮
行
行
為
は
文
化
の
破
壊
を
意
味
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
レ
ム
キ
ン
が
文
化
的
側
面
を
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
レ
ム
キ
ン
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
に
お
い
て
文
化
的
側
面
の
重
要
性
を
特
に
主
張
し
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
先
述
の
引
用
文
で
は
、
世
界
に
と
っ
て
の
一
集
団
の
文
化
の
重
要
性
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
が（
（（（
（

、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
集
団

に
と
っ
て
文
化
が
重
要
性
を
有
す
る
と
し
て
考
え
を
変
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る（
（（（
（

。
そ
の
た
め
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
本
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二
〇

稿
で
確
定
的
な
判
断
を
行
う
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

⑷　
「
国
際
法
上
の
犯
罪
」
概
念
の
帰
結
と
し
て
の
普
遍
主
義
の
適
用
と
国
際
連
合
に
よ
る
監
督

　

レ
ム
キ
ン
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
一
つ
の
犯
罪
類
型
に
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
国
際
法
上
の
犯
罪
と
す
る
こ
と
も
望
ん
だ
が
、
こ
れ
と
同

時
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
対
す
る
普
遍
主
義
の
適
用
も
求
め
た
。「
普
遍
主
義
」
と
は
、「
犯
罪
者
の
国
籍
、
犯
行
地
に
関
わ
ら
ず
、
犯
罪

者
の
身
柄
を
拘
束
す
る
す
べ
て
の
国
が
国
家
管
轄
権
を
行
使
で
き
る
」
と
い
う
考
え
方
、
原
則
を
い
い（
（（（
（

、
当
該
原
則
に
基
づ
い
て
国
家
が
行

使
す
る
権
限
を
「
普
遍
的
管
轄
権
」
と
い
う（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
お
い
て
、
国
際
法
上
の
犯
罪
概
念
と
普
遍
主
義
は
密
接
に
関
連
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
、
す
で
に
普
遍
主
義
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
一
九
三
三
年
著
作
の
次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　

�　
「
国
際
法
上
の
犯
罪
概
念
は
、
当
該
犯
罪
の
犯
罪
性
に
対
す
る
文
明
社
会
の
団
結
し
た
闘
い
に
由
来
す
る
。
明
白
な
よ
う
に
、
当
該

団
結
は
普
遍
的
抑
止
主
義
、
す
な
わ
ち
逮
捕
地
に
お
い
て
犯
罪
者
を
裁
く
（forum

 loci d
ep

reh
en

sion
is

）
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
基
礎
と
す
る
原
則
に
お
い
て
示
さ
れ
、
当
該
原
則
で
は
、
犯
行
地
お
よ
び
犯
罪
者
の
国
籍
は
関
係
が
無
い
。
…
そ
の
よ
う
な
犯
罪
者

は
国
際
社
会
全
体
の
共
通
の
敵
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
国
に
お
い
て
、
当
該
犯
罪
者
は
国
際
社
会
全
体
に
対
す
る
有
害
行
為

を
理
由
に
訴
え
ら
れ
る（
（（（
（

。」

上
記
か
ら
、
国
際
法
上
の
犯
罪
概
念
の
根
底
に
、
文
明
社
会
が
団
結
し
て
闘
う
と
い
う
考
え
が
存
在
し
、
当
該
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
団
結
し

て
闘
う
た
め
の
手
段
と
し
て「
普
遍
主
義
」の
適
用
が
当
然
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
レ
ム
キ
ン
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

当
然
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
レ
ム
キ
ン
が
さ
ら
に
続
け
て
述
べ
た
以
下
の
主
張
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　

�　
「
普
遍
的
抑
止
主
義
は
、
す
べ
て
の
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
が
重
大
な
秩
序
に
せ
よ
、
道
徳
の
秩
序
に
せ
よ
、

そ
れ
ら
の
利
益
を
脅
か
す
、
国
際
社
会
に
と
っ
て
と
り
わ
け
有
害
と
み
な
さ
れ
る
犯
罪
（
国
際
法
上
の
犯
罪
）
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。
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こ
の
種
の
犯
罪
が
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
国
際
文
明
社
会
の
法
意
識
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
す
る（
（（（
（

。」

す
な
わ
ち
、
レ
ム
キ
ン
が
、
国
際
社
会
が
法
意
識
を
有
す
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
、
国
際
法
上
の
犯
罪
の
犯
罪
者
は
必
ず
処
罰
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
国
際
法
上
の
犯
罪
の
犯
罪
者
の
不
処
罰
と
い
う
結
果
は
、
国
際
社
会
が
法
意
識

を
有
さ
な
い
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
文
明
社
会
が
団
結
し
て
闘
う
」
こ
と
を
基
礎
と
す
る
国
際
法
上
の
犯
罪
概
念
自
体

が
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
る
た
め
、
犯
罪
者
の
不
処
罰
は
必
ず
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
手
段
が
、
す
べ
て
の
国
に

よ
る
犯
罪
者
に
対
す
る
管
轄
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る
普
遍
主
義
な
の
で
あ
り
、
国
際
法
上
の
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
犯
罪
に
は
必
ず
普
遍
主

義
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
会
議
の
テ
ー
マ
が
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
都
合
が
良
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
が
集
団
破
壊
に
関
す
る
法
を
求
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
国
内
で
国
家
が
自
国
民
に
対
し
て
行
っ
た
集
団
破
壊
に
関
与

し
た
政
府
構
成
員
が
国
家
主
権
と
い
う
盾
、
す
な
わ
ち
国
内
管
轄
事
項
に
該
当
す
る
た
め
に
処
罰
か
ら
免
れ
る
と
い
う
事
実
に
直
面
し
た
か

ら
で
あ
り
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
上
の
犯
罪
と
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
内
管
轄
事
項
で
は
な
く
国
際
関
心
事
項
と
し
て
、
す

な
わ
ち
国
際
法
上
の
問
題
と
し
て
み
な
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
虐
殺
の
関
与
者
で
あ
る
パ
シ
ャ
も
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
も
、
虐
殺
と
は
関

係
の
な
い
第
三
国
内
に
所
在
し
て
お
り
、
当
該
国
は
虐
殺
の
関
与
者
を
処
罰
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
集
団
破
壊
の

関
与
者
の
不
処
罰
を
防
ぎ
た
い
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
は
、
集
団
破
壊
と
は
関
係
の
な
い
第
三
国
に
当
該
関
与
者
を
処
罰
す
る
権
限
を
付
与
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
実
現
手
段
と
し
て
レ
ム
キ
ン
が
求
め
た
の
は
普
遍
主
義
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
の
処
罰
が
国
連
の
監
督
の
下
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
れ
は
本
節
の
八
項
と
も
関
わ
る
が
、
レ
ム
キ
ン
が
犯
罪
者
の
処
罰
の
実

現
の
た
め
に
い
か
な
る
仕
組
み
を
求
め
た
の
か
を
知
る
上
で
は
、
本
項
で
説
明
し
た
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
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レ
ム
キ
ン
は
、
ま
ず
、
私
人
の
み
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
場
合
、
例
え
ば
、
国
連
の
適
切
な
機
関
へ
の
犯
行
地
国
の
国

内
裁
判
所
判
決
の
複
写
の
提
出
や
、
事
務
総
長
へ
の
犯
罪
人
引
渡
し
の
実
施
の
通
知
を
求
め
る
。

　

一
方
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
容
ま
た
は
主
導
し
た
国
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
が
当
該
国
の
国
内
裁
判
所
に
訴
追
さ
れ
る
可

能
性
に
否
定
的
で
あ
り（
（（（
（

、
国
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
与
す
る
場
合
に
は
、
私
人
の
み
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
場
合
以
上
に
、
国
連
の
介
入

を
強
め
る
よ
う
に
求
め
た（
（（（
（

。
こ
れ
は
、
国
家
が
私
人
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
容
す
る
場
合
と
国
家
が
主
導
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
行
う

場
合
と
に
区
別
さ
れ
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
当
該
私
人
が
他
国
で
逮
捕
さ
れ
て
逮
捕
国
の
裁
判
所
で
訴
追
さ
れ
る
場
合
、
当
該
裁
判
に
国
連
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
出
席
さ
せ
る
と
す
る（
（（（
（

。
後
者
に
つ
い
て
は
、
国
連
で
の
当
該
国
の
政
府
に
よ
る
自
ら
の
行
動
の
説
明
責
任
を
求
め
る
と
同
時
に
、
例

え
ば
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
主
導
し
た
国
家
の
公
務
員
お
よ
び
政
治
家
が
自
国
に
留
ま
る
場
合
に
は
、
国
連
が
彼
ら
に
対
し
て
国
連
が
指
定
す
る

国
内
裁
判
所
へ
の
出
頭
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（
（（（
（

。

　

た
だ
し
、
後
者
の
場
合
と
彼
ら
が
他
国
で
逮
捕
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
レ
ム
キ
ン
は
国
内
裁
判
所
で
の
訴
追
だ
け
で
は
な
く
、
設
置

さ
れ
れ
ば
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
、
世
界
的
に
重
要
性
を
有
す
る
刑
事
事
件
を
裁
く
た
め
の
刑
事
裁
判
部
で
の
訴
追
も
認
め
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、国
際
裁
判
所
で
の
訴
追
を
求
め
た
と
言
え
る
が
、す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
に
普
遍
主
義
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

当
該
刑
事
裁
判
部
の
絶
対
的
な
必
要
性
を
否
定
し
て
い
る（
（（（
（

。

　

こ
こ
で
、普
遍
的
管
轄
権
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
普
遍
的
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、

普
遍
的
管
轄
権
の
行
使
が
義
務
的
か
許
容
的
か
の
問
題
と
、
犯
罪
者
が
所
在
す
る
必
要
性
の
有
無
の
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る（
（（（
（

。
前
者
に

つ
い
て
レ
ム
キ
ン
は
、条
約
に
、「
被
疑
者
（defendants

）
は
、当
該
犯
罪
が
発
生
し
た
国
の
裁
判
所
の
み
な
ら
ず
、逃
亡
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
者
が
逮
捕
さ
れ
た
国
の
裁
判
所
で
処
罰
さ
れ
る
（sh

a
ll be liable

）（
（（（
（

」（
斜
体
筆
者
）
と
規
定
す
る
よ
う
に
主
張
し
て
お
り
、
普
遍
的
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管
轄
権
の
行
使
を
義
務
と
し
て
考
え
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
レ
ム
キ
ン
は
犯
罪
者
の
逮
捕
国
に
普
遍

的
管
轄
権
の
行
使
を
求
め
て
い
る
た
め
、
犯
罪
者
の
所
在
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

⑸　

広
範
な
処
罰

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
与
し
た
国
の
構
成
員
の
徹
底
し
た
処
罰
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
た
手
段
だ
け
で
は
、
レ
ム
キ
ン

に
と
っ
て
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
政
府
構
成
員
と
他
の
一
部
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
上
、
処
罰
を

免
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
に
あ
た
り
、
レ
ム
キ
ン
が
求
め
た
の
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
お
け
る
上
官
命
令
抗
弁
お
よ
び
国
内
法
を
理
由
と

す
る
抗
弁
の
否
定
で
あ
っ
た（
（（（
（

。

　

ま
ず
、「
上
官
命
令
抗
弁
」
と
は
、「
上
官
の
命
令
の
下
で
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
者
が
、
当
該
命
令
を
理
由
に
自
己
の
免
責
を
主
張
す
る
こ

と
（
（（（
（

」
で
あ
る
。
上
官
命
令
抗
弁
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
犯
罪
実
行
者
は
問
題
の
行
為
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。

　

一
九
四
四
年
著
書
の
中
で
、
レ
ム
キ
ン
は
初
め
て
当
該
概
念
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
詳
細
に
述
べ
た
。
彼
は
、
占
領
地
域
に
お
け
る
ナ

チ
ス
の
親
衛
隊
と
警
察
の
戦
争
犯
罪
の
文
脈
の
中
で
、
上
官
命
令
抗
弁
に
つ
い
て
、「
自
ら
の
良
心
と
軍
務
の
強
制
と
の
衝
突
に
苦
し
む
犯

罪
者
側
の
性
格
の
誠
実
さ
と
法
と
道
徳
の
尊
重
を
前
提
と
す
る
」
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
抗
弁
の
許
容
性
の
問
題
が
国
際
法
学
者
の

間
で
非
常
に
論
争
の
あ
る
問
題
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
も
、
親
衛
隊
と
警
察
に
つ
い
て
は
、
①
ハ
ー
グ
陸
戦
法
規
上
、
占
領
国
は
特
定
の
地

域
に
お
い
て
民
族
の
破
壊
を
目
的
と
す
る
活
動
は
で
き
な
い
こ
と
、
②
当
該
諸
機
関
に
よ
る
占
領
地
域
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
は
、
悪
意
に
基

づ
く
散
発
的
な
出
来
事
で
は
な
く
、
民
族
の
破
壊
な
ど
と
い
っ
た
計
画
の
遂
行
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
、
③
警
察
業
務
は
自
ら
の
意
思

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
秘
密
国
家
警
察
の
個
々
の
構
成
員
の
活
動
に
お
い
て
当
該
個
人
の
意
思
が
働
い
て
い
る
こ
と
、
⑤
行
動
を
共
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に
す
る
非
常
に
多
数
の
犯
罪
者
の
場
合
、
彼
ら
の
個
人
の
良
心
に
反
す
る
命
令
に
背
く
こ
と
も
共
に
可
能
で
あ
る
こ
と
、
⑥
ド
イ
ツ
警
察
の

個
々
の
構
成
員
は
、
ド
イ
ツ
警
察
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
大
幅
な
裁
量
権
限
に
つ
い
て
自
身
で
判
断
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

根
拠
と
し
て
、
上
官
命
令
抗
弁
の
援
用
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る（
（（（
（

。

　

上
記
に
列
挙
し
た
理
由
か
ら
、
上
官
命
令
抗
弁
の
援
用
を
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
際
に
レ
ム
キ
ン
が
最
も
重
視
す
る
要
素
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
上
官
命
令
抗
弁
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
を
述
べ
た
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
レ

ム
キ
ン
は
当
該
抗
弁
を
完
全
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
将
来
発
生
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
に
つ
い
て
は
、
上
官
命
令
抗
弁
の
援
用
を
完
全
に
否
定
す
る
た
め
に
、
各
国
の
刑
法
の
中
で
明
示
的
に
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
行
を
命
令

す
る
者
お
よ
び
当
該
命
令
を
遂
行
す
る
者
の
責
任
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
よ
う
に
求
め
た（
（（（
（

。

　

さ
ら
に
、
免
責
の
た
め
の
抗
弁
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
国
際
法
と
道
徳
に
反
す
る
と
宣
言
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

被
告
人
の
行
為
が
国
内
法
に
基
づ
く
こ
と
を
免
責
の
根
拠
と
す
る
こ
と
も
レ
ム
キ
ン
は
認
め
な
い（
（（（
（

。
こ
の
主
張
は
、
上
官
命
令
抗
弁
と
比
べ

て
、
彼
に
関
わ
る
資
料
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ナ
チ
ス
の
法
令
を
分
析
し
て
そ
の
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
レ
ム
キ
ン

に
と
っ
て
、
こ
の
観
点
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
レ
ム
キ
ン
は
、
実
際
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
枢
軸
国
に
よ
る
占
領
地
域
の
統

治
方
法
に
つ
い
て
、「
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
は
、
最
も
私
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
最
も
完
全
な
行
政
上
の
管
理
お
よ
び
強
制
の
手
段
を

形
成
す
る
法
と
規
則
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
」（
（（（
（

と
述
べ
て
お
り
、
占
領
地
域
に
お
け
る
枢
軸
国
の
行
動
が
そ
も
そ
も

国
内
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
内
法
上
は
許
容
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免
責
を
認

め
て
し
ま
う
と
、
国
家
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
場
合
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
ほ
と
ん
ど
が
処
罰
を
免
れ
る
可
能
性

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
そ
も
そ
も
政
府
構
成
員
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
責
任
を
負
わ
す
た
め
に
は
、
伝
統
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
原
則
の
適
用
を
排
除
す
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る
必
要
が
あ
る
。
従
来
、
否
定
的
な
評
価
を
受
け
る
べ
き
国
家
行
為
全
体
に
対
す
る
責
任
は
国
民
が
負
う
と
す
る
「
国
民
責
任
観
」
が
認
め

ら
れ
て
き
た（
（（（
（

。
一
方
で
、
国
内
的
に
指
導
的
地
位
に
あ
る
者
の
行
為
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、「
主
権
者
無
答
責
」・「
国
家
行
為
免
責
」

観
念
に
基
づ
き
、
元
首
は
法
的
責
任
か
ら
免
除
さ
れ
、
上
級
国
家
機
関
に
よ
る
公
権
力
行
為
は
行
為
者
個
人
の
国
際
法
上
の
責
任
を
問
わ
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
た（
（（（
（

。
国
家
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
お
い
て
、
当
該
観
念
を
適
用
し
た
場
合
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
計
画

し
た
張
本
人
た
ち
を
処
罰
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
レ
ム
キ
ン
は
当
該
観
念
に
明
確
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
政
府
構
成
員
が
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
は
主
張
し
て
い
る（
（（（
（

。
そ
の
た
め
、
暗
黙
に
、
当
該
観
念
に
触
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う（
（（（
（

。

す
な
わ
ち
、
国
民
責
任
観
と
対
比
さ
れ
る
、
否
定
的
な
評
価
を
受
け
る
べ
き
国
家
行
為
の
責
任
を
当
該
国
の
指
導
者
に
負
わ
せ
る
「
指
導
者

責
任
観
」
が（
（（（
（

、
レ
ム
キ
ン
の
当
該
主
張
の
背
景
に
存
在
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

⑹　

国
内
刑
法
の
整
備

　

本
節
の
四
項
に
お
い
て
国
際
裁
判
所
で
訴
追
さ
れ
る
場
合
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者

の
処
罰
に
つ
い
て
、
レ
ム
キ
ン
は
、
国
際
裁
判
所
よ
り
も
諸
国
の
国
内
裁
判
所
に
お
け
る
処
罰
の
実
現
を
優
先
し
て
お
り
、
諸
国
の
刑
法
に
、

本
節
の
一
項
か
ら
三
項
の
諸
事
項
を
反
映
し
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
規
定
を
取
り
込
む
よ
う
に
求
め
て
い
る（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
、
条
約
が
各
国
の
刑
法
を
主
導
す
る
役
割
を
担
い（
（（（
（

、
条
約
当
事
国
の
国
内
法
が
条
約
の
要
求
す
る
水
準
を
充
た
さ
な

い
場
合
、
当
該
条
約
当
事
国
は
国
際
法
上
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
レ
ム
キ
ン
が
明
示
に
主
張
し
て
い
な
い
か
ら
と
は
い
え
、

一
項
か
ら
三
項
以
外
の
事
項
の
中
で
国
内
的
実
施
が
要
求
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
条
約
当
事
国
は
当
該
事
項
の
国
内
立
法
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
る
。
条
約
に
よ
っ
て
、
条
約
の
要
求
す
る
水
準
を
充
た
し
た
国
内
刑
法
の
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
条
約
の
有
す

る
法
的
拘
束
力
の
下
で
、各
国
に
お
い
て
、ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
を
処
罰
す
る
た
め
の
国
内
法
規
範
の
内
容
の
最
低
水
準
を
確
保
で
き
る
。
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⑺　

犯
罪
人
引
渡
し
の
原
則
禁
止
と
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
け
る
政
治
犯
認
定
の
禁
止

　

犯
罪
の
制
圧
の
た
め
に（
（（（
（

、
外
国
へ
逃
亡
し
た
犯
罪
者
の
訴
追
ま
た
は
刑
の
宣
告
を
自
国
で
行
お
う
と
図
る
国
が
、
当
該
犯
罪
者
の
引
渡
し

を
逃
亡
先
の
国
に
求
め
る
こ
と
が
あ
る（
（（（
（

。
こ
の
求
め
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
の
が
犯
罪
人
引
渡
し
で
あ
り
、
基
本
的
に
二
国
間
条
約
ま
た
は
多

数
国
間
条
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ（
（（（
（

、
国
際
刑
事
司
法
共
助
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
以
降
、
犯
罪
人
引
渡
し
の
対
象
は
限
ら

れ
て
は
い
た
が
、
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
す
る
条
約
が
増
加
し
て
い
っ
た（
（（（
（

。

　

レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
に
お
い
て
は
、
犯
罪
人
引
渡
し
を
禁
止
す
る
よ
う
に
求
め
た（
（（（
（

。
こ
れ
は
、
逮
捕
国
に
対
し

て
、
自
国
の
国
内
裁
判
所
に
必
ず
訴
追
す
る
よ
う
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
た
だ
し
書
と
し
て
述
べ

ら
れ
た
「
引
渡
し
要
請
国
が
確
実
に
犯
罪
人
を
訴
追
お
よ
び
処
罰
す
る
こ
と
を
示
す
十
分
な
証
拠
が
存
在
す
る
場
合
を
除
く
」（
（（（
（

と
い
う
言
及

か
ら
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
を
逮
捕
し
た
条
約
当
事
国
は
当
該
条
約
上
の

義
務
の
履
行
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
関
与
者
の
訴
追
お
よ
び
処
罰
に
関
す
る
確
実
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
逮

捕
国
以
外
の
国
に
関
与
者
を
引
渡
す
こ
と
で
訴
追
お
よ
び
処
罰
が
実
現
さ
れ
な
く
な
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

先
述
の
普
遍
主
義
の
適
用
を
踏
ま
え
れ
ば
、
引
渡
し
要
請
国
に
よ
る
確
実
な
訴
追
お
よ
び
処
罰
が
立
証
さ
れ
る
場
合
と
い
う
限
定
は
あ
る

が
、
現
代
の
条
約
制
度
に
お
い
て
逃
亡
犯
の
確
実
な
処
罰
を
実
現
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
引
渡
し
か
訴
追
か
（a

u
t d

ed
ere a

u
t 

ju
d

ica
re

）」
原
則
を
、
レ
ム
キ
ン
が
当
時
す
で
に
主
張
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
政
治
犯
罪
人
の
場
合
に
は
、
犯
罪
人
引
渡
し
が
行
わ
れ
な
い
と
す
る
「
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
」
が
、
数
多
く
の
条
約
に

規
定
さ
れ
て
き
た（
（（（
（

。
当
該
原
則
の
慣
習
国
際
法
性
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が（
（（（
（

、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
が
採
択
さ
れ
る
一
九
四
八

年
以
前
か
ら
、
当
該
原
則
を
条
約
の
中
に
取
り
込
む
国
家
実
行
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
中

に
当
該
原
則
が
規
定
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
犯
罪
者
を
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
け
る
政
治
犯
罪
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人
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た（
（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
の
不
適
用
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
レ
ム
キ
ン
は
そ
の

理
由
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
犯
罪
者
が
政
治
犯
罪
人
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
当
該
犯
罪
者
の
所
在
地
国

に
お
い
て
訴
追
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
を
求
め
る
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
、
当
該
原
則

の
排
除
の
必
要
性
は
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
犯
罪
人
引
渡
し
の
関
係
で
は
、
検
討
す
べ
き
問
題
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
外
国
で
犯
罪
を
犯
し
た
自
国
民
を
引
渡
さ
な

い
と
い
う
「
自
国
民
不
引
渡
し
原
則
」
で
あ
る
。
自
国
民
不
引
渡
原
則
に
関
す
る
国
家
実
行
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
慣
習
国
際
法
と
み
な
さ

れ
て
は
い
な
い
が（
（（（
（

、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
に
規
定
さ
れ
る
可
能
性
を
必
ず
し
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
レ
ム
キ
ン
に
関
わ
る

資
料
の
中
に
当
該
原
則
に
関
す
る
記
述
が
存
在
し
な
い
た
め
、
当
該
原
則
の
適
用
に
関
す
る
彼
の
考
え
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑻　

国
際
連
合
に
よ
る
行
動

　

本
節
の
四
項
か
ら
も
う
か
が
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
レ
ム
キ
ン
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
へ
の
国
際
的
な
対
処
手
段
と
し
て
、
国
連
を
重
視
し
た
。

特
に
、
国
際
連
合
憲
章
（
以
下
、「
国
連
憲
章
」）
第
六
二
条
二
項
に
基
づ
い
て
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
を
保
護
す
る
役
割
を
担
う
経
済
社

会
理
事
会
に
期
待
し
た（
（（（
（

。
彼
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
効
果
的
な
抑
止
の
た
め
に
求
め
た
経
済
社
会
理
事
会
の
任
務
と
し
て
、
①
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
集
団
構
成
員
か
ら
の
嘆
願
の
受
理
、
②
当
該
嘆
願
に
基
づ
く
非
難
さ
れ
た
国
の
領
域
内
に
お
け
る
自
発
的
な
調

査
、
③
必
要
と
さ
れ
る
場
合
の
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
特
定
の
国
に
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
存
在
の
有
無
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
要
請
、

④
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
国
際
的
緊
張
お
よ
び
戦
争
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
安
全
保
障
理
事
会
へ
の
②
の
調
査
結
果
の
提
出
を
挙
げ
て

い
る（
（（（
（

。
経
済
社
会
理
事
会
の
こ
の
よ
う
な
権
限
と
四
項
で
説
明
し
た
国
連
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
監
督
は
、
現
代
の
多
く

の
人
権
条
約
に
設
け
ら
れ
て
い
る
条
約
実
施
機
関
の
任
務
と
類
似
し
て
い
る
。
現
代
の
人
権
条
約
で
は
、条
約
実
施
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
、
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履
行
確
保
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
国
家
通
報
制
度
や
個
人
通
報
制
度
な
ど
を
通
じ
、
条
約
当
事
国
に
よ
る
条
約
義
務
の
履
行
が
監
視
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
国
連
の
役
割
は
、
条
約
違
反
国
に
対
す
る
説
明
責
任
の
要
求
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
権
限
な
ど
、
条
約
義

務
の
履
行
の
監
視
お
よ
び
確
保
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
レ
ム
キ
ン
は
同
時
に
、
条
約
当
事
国
に
な
れ
る
国
を
国
連
加
盟
国
お
よ
び
招
請
を
受
け
た
そ
の
他
の
国
に
限
っ
て
い
る（
（（（
（

。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
れ
ば
、
レ
ム
キ
ン
が
、
当
時
と
し
て
は
設
立
間
も
な
い
が
、

国
際
社
会
の
平
和
お
よ
び
安
全
の
維
持
を
そ
の
目
的
と
す
る
国
連
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
れ
る
。

⑼　

小
括

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
成
立
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
家
か
ら
集
団
そ
の
も
の
を
保
護
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
国
内
管
轄
事
項
で
し
か
な
か
っ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際

法
上
の
犯
罪
と
し
て
認
め
る
こ
と
で
国
際
関
心
事
項
へ
と
転
換
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
徹
底
的
な
処
罰
を
目
的
と
し

て
法
概
念
お
よ
び
国
際
法
規
則
の
取
捨
選
択
を
行
い
、
国
連
を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
の
協
力
を
基
盤
と
す
る
、
国
家
の
関
与
す
る
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
に
対
処
す
る
た
め
の
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
一
項
か
ら
八
項
の
事
項
は
い
ず
れ
も
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
中
で
も
最
も
重
要

な
事
項
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
不
処
罰
を
避
け
る
た
め
に
す
べ
て
の
国
が
協
力
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
手
段
と
し
て
彼
が
一
九
三
三
年
以
来

重
視
し
て
き
た
普
遍
主
義
の
適
用
が
実
現
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
レ
ム
キ
ン
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
構
想
を
示
し
て
い
く
中
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
し
て
国
際
社
会
の
中
で
重
要
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六
二
九

な
進
展
が
あ
っ
た
。
国
際
軍
事
裁
判
所
判
決
が
下
さ
れ
て
か
ら
二
か
月
後
、
国
連
総
会
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
決
議
の
採
択
に
は
レ
ム
キ
ン
も
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
採
択
後
の
一
九
四
七
年
に
公
表
し
た
著
作
『
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て

の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
』（
以
下
、「
一
九
四
七
年
著
作
」
と
す
る
）
の
中
で
同
決
議
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
該
決
議
の
採
択
を
受
け

て
、
一
九
四
七
年
著
作
に
お
い
て
、
レ
ム
キ
ン
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
構
想
と
条
約
の
成
立
意
義
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
以
下
で

は
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

３　

一
九
四
六
年
国
際
連
合
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
影
響

⑴　

三
国
共
同
決
議
草
案
か
ら
一
九
四
六
年
国
際
連
合
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
へ

　

一
九
四
六
年
の
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
は
、
同
年
九
月
三
〇
日
か
ら
一
〇
月
一
日
の
国
際
軍
事
裁
判
所
に
お
け
る
主
要
戦
争
犯
罪
人

に
対
す
る
裁
判
の
判
決
の
結
果
に
落
胆
し
た
レ
ム
キ
ン
の
努
力
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ム
キ
ン
は
本
裁
判
に
お
い
て
、
一
九
三
三
年

か
ら
一
九
四
五
年
の
間
に
ド
イ
ツ
が
自
国
と
占
領
地
域
に
お
い
て
行
っ
た
行
為
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
彼
の
望
み
通
り
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
一
九
三
九
年
九
月
一
日
以
前
の
、
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
同
国
に
よ
る
自
国
民
に
対
す
る

行
為
に
つ
い
て
は
、
国
際
軍
事
裁
判
所
の
管
轄
権
の
射
程
外
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ム
キ
ン
は
、「
国
際
法
の
観
点
か
ら
、
戦
前
に
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
同
国
の
国
民
に
対
し
て
犯
さ
れ
た
行
為
は
、
そ
れ
（
戦
時
中
に
ま
た

は
戦
争
と
の
関
連
で
な
さ
れ
た
文
民
に
対
す
る
非
人
道
的
行
為
お
よ
び
迫
害
）
以
上
に
重
要
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
が
当
該
諸
行
為
を
処
罰
し

て
い
れ
ば
、
ド
イ
ツ
が
同
国
の
国
民
の
集
団
破
壊
を
不
可
能
に
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
先
例
が
確
立
し
て
い
た
だ
ろ
う
。」（
（（（
（

（
括
弧
筆
者
）
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、国
際
軍
事
裁
判
所
に
寄
せ
て
い
た
レ
ム
キ
ン
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
実
際
、

国
連
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
問
題
を
提
起
す
る
た
め
に
国
際
軍
事
裁
判
所
の
判
決
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
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六
三
〇

っ
た（
（（（
（

。
そ
し
て
、「
政
府
に
よ
っ
て
自
国
民
に
対
し
て
実
行
さ
れ
る
『
忌
ま
わ
し
く
悲
惨
な
行
為
』
が
、
将
来
に
お
い
て
不
処
罰
に
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
国
際
法
規
則
の
確
立
の
必
要
性（
（（（
（

」
を
主
張
し
た
。

　

そ
こ
で
、
レ
ム
キ
ン
は
自
ら
直
接
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
に
乗
り
込
ん
だ（
（（（
（

。
当
時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
イ
ク
・
サ
ク
セ
ス
で
は
、
国

連
総
会
の
第
一
回
目
の
会
合
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（
（（（
（

。
彼
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
決
議
の
採
択
を

実
現
す
る
た
め
に
自
ら
決
議
草
案
を
作
成
し
た
上
で
、
決
議
の
採
択
に
賛
同
す
る
よ
う
に
各
国
に
働
き
か
け
た
。
レ
ム
キ
ン
が
条
約
の
作
成

で
は
な
く
、
ま
ず
は
決
議
の
採
択
を
図
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
国
際
軍
事
裁
判
所
に
寄
せ
た
期
待
が
、

国
際
軍
事
裁
判
所
判
決
が
国
連
で
の
条
約
作
成
の
契
機
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
国
連
の
中
で
条
約
の
採
択
の
た
め
の
出

発
点
を
作
り
出
す
こ
と
を
望
ん
だ
と
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
、パ
ナ
マ
、キ
ュ
ー
バ
お
よ
び
イ
ン
ド
の
各
代
表
か
ら
署
名
を
得
て
、

当
該
三
か
国
の
提
案
と
し
て
国
連
事
務
局
に
決
議
草
案
が
付
託
さ
れ
た（
（（（
（

。
当
該
決
議
草
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
　

�　
「
歴
史
を
通
じ
て
、
特
に
最
近
、
民
族
的
、
人
種
的
、
種
族
的
ま
た
は
宗
教
的
集
団
が
破
壊
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
事
例
が
発
生
し

て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
は
人
類
の
良
心
に
衝
撃
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
人
間
の
集
団
に
よ
っ
て

表
象
さ
れ
る
文
化
的
お
よ
び
そ
の
他
の
貢
献
を
害
す
る
こ
と
で
、
人
類
に
対
し
て
甚
大
な
損
害
を
結
果
的
に
も
た
ら
し
、

　
　

�　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
殺
人
が
個
人
の
有
す
る
生
命
に
対
す
る
権
利
の
否
定
で
あ
る
と
同
様
に
、
人
の
集
団
全
体
の
有
す
る
存
在
す
る

権
利
の
否
定
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
存
在
す
る
権
利
の
否
定
は
、
国
際
連
合
の
精
神
お
よ
び
目
的
に
反
し
て
お
り
、

　
　

�　

非
常
に
重
大
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
処
罰
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
平
時
に
実
行
さ
れ
た
場
合
、
関
係
国
す
べ
て
の
領
域
に
基
づ
く
排

他
的
な
裁
判
管
轄
権
内
に
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
例
え
ば
、
海
賊
、
女
性
、
子
ど
も
、
薬
物
お
よ
び
わ
い
せ
つ
な
出
版
物
の
取
引
の
よ

う
な
比
較
的
重
要
で
は
な
い
犯
罪
は
、
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
宣
言
さ
れ
、
国
際
関
心
事
項
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、

　
　

�　

国
際
連
合
総
会
は
社
会
経マ

マ
済
理
事
会
の
注
意
を
喚
起
し
、
同
理
事
会
に
対
し
て
、
当
該
問
題
を
研
究
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
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上
の
犯
罪
と
宣
言
し
、
そ
の
防
止
お
よ
び
処
罰
の
た
め
の
国
際
協
力
の
実
現
を
確
実
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
、
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
お
よ
び
関
連
す
る
犯
罪
が
、
例
え
ば
、
海
賊
、
女
性
、
子
ど
も
お
よ
び
奴
隷
の
取
引
な
ら
び
に
そ
の
他
の
国
際
法
上
の
犯
罪
と
同

様
に
、
国
内
立
法
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
の
実
現
可
能
性
に
関
す
る
報
告
書
を
準
備
す
る
よ
う
に
求

め
る
こ
と
が
、
決
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（（（
（

。」

当
該
草
案
が
パ
ナ
マ
、
キ
ュ
ー
バ
お
よ
び
イ
ン
ド
の
三
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
、
作
成
者
は
レ
ム
キ
ン
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当

該
草
案
に
は
彼
の
考
え
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
当
該
草
案
は
、
ま
ず
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
集
団
全
体
の
有
す
る
存
在
す
る

権
利
の
否
定
を
意
味
す
る
こ
と
と
、
文
化
の
重
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、
平
時
に
犯
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
処
罰
が
関
係
国
す
べ
て
の

領
域
に
基
づ
く
排
他
的
な
裁
判
管
轄
権
の
下
に
あ
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、

当
該
問
題
全
体
を
扱
う
権
限
を
有
す
る
主
体
が
犯
行
地
国
の
み
で
あ
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
決
議
草
案
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
国
際
法
上
の
犯
罪
化
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
処
罰
の
た
め
の
国
際
協
力
、
な
ら
び
に
、

国
内
立
法
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
国
内
立
法
と
は
、
単
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
を
国
内
法
、
特
に
刑
法
に
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
け
を
述

べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
海
賊
、
女
性
、
子
ど
も
お
よ
び
奴
隷
そ
の
他
の
取
引
の
よ
う
な
他
の
国
際
法
上
の
犯
罪
」
と
同
様
に
扱
う
こ
と

も
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
国
際
法
上
の
犯
罪
概
念
に
レ
ム
キ
ン
が
何
を
期
待
し
た
の
か
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の

検
討
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
レ
ム
キ
ン
は
用
語
こ
そ
用
い
て
は
い
な
い
が
、
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
の
帰
結
と
し
て

当
然
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
も
普
遍
主
義
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
で
レ
ム
キ
ン
は
、
条
約
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
主
張
し
て
き
た
事
項
の
す
べ
て
を
当
該
草
案
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
彼
は
、
過
度
な
要
求
が
原
因
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
決
議
の
成
立
自
体
が
頓
挫
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
た
め
で
あ

る
（
（（（
（

。
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当
該
草
案
を
基
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
決
議
に
関
す
る
議
論
が
国
連
総
会
の
第
六
委
員
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
後
、
同
委
員
会

の
小
委
員
会（
（（（
（

に
お
い
て
決
議
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、一
九
四
六
年
一
二
月
一
一
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）

が
全
会
一
致
の
下
で
採
択
さ
れ
た
。
同
決
議
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
規
定
し
た
。

　
　

�　
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
殺
人
が
個
人
の
有
す
る
生
命
に
対
す
る
権
利
の
否
定
で
あ
る
と
同
様
に
、
人
の
集
団
全
体
の
有
す
る
存
在
す

る
権
利
の
否
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
存
在
す
る
権
利
の
否
定
は
、
人
類
の
良
心
に
衝
撃
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
人
の
集
団
に
よ
っ
て
表

象
さ
れ
た
文
化
的
お
よ
び
そ
の
他
の
貢
献
を
害
す
る
こ
と
で
、
人
類
に
対
し
て
甚
大
な
損
害
を
結
果
的
に
も
た
ら
し
、
道
徳
法
お
よ
び

国
際
連
合
の
精
神
と
目
的
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

�　

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
数
多
く
の
事
例
が
こ
れ
ま
で
発
生
し
、
人
種
的
、
宗
教
的
、
政
治
的
お
よ
び
他
の
集
団
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
処
罰
は
、
国
際
関
心
事
項
で
あ
る
。

　
　
　

そ
れ
ゆ
え
、
国
際
連
合
総
会
は
、

　
　

�　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
、
文
明
世
界
が
非
難
し
、
そ
の
実
行
に
関
し
て
正
犯
お
よ
び
共
犯
が
（
私
人
、
公
務
員
ま
た
は
政
治
家
を
問
わ
ず
、

お
よ
び
、
当
該
犯
罪
が
宗
教
的
、
人
種
的
、
政
治
的
ま
た
は
そ
の
他
の
い
か
な
る
集
団
に
対
し
て
行
わ
れ
る
か
を
問
わ
ず
）
処
罰
さ
れ

る
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
　

国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し
て
、
当
該
犯
罪
の
防
止
お
よ
び
処
罰
に
必
要
な
立
法
を
行
う
よ
う
に
要
請
す
る
。

　
　

�　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
迅
速
な
防
止
お
よ
び
処
罰
を
促
進
す
る
た
め
に
、国
際
協
力
が
国
家
間
で
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
、

こ
の
た
め
に
、

　
　

�　

経
済
社
会
理
事
会
に
対
し
て
、
国
際
連
合
総
会
の
次
回
の
通
常
会
期
で
提
出
さ
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
草
案
を
作
成
す
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る
た
め
に
、
必
要
な
研
究
に
着
手
す
る
よ
う
に
要
請
す
る（
（（（
（

。」

国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
集
団
全
体
の
有
す
る
存
在
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
、
文
化
の

重
要
性
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
処
罰
が
国
際
関
心
事
項
で
あ
る
こ
と
、
正
犯
と
共
犯
の
処
罰
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る

こ
と
、
公
務
員
と
政
治
家
も
処
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
国
際
法
上
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
対
象
と
な
る
集
団
は
特
定
の
集
団
に
限
定
さ
れ
な

い
こ
と
、
国
連
加
盟
国
へ
の
立
法
の
要
請
、
な
ら
び
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
迅
速
な
防
止
お
よ
び
処
罰
の
た
め
の
国
際
協
力
の
必
要
性
で

あ
る
。

　

国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
に
は
、
レ
ム
キ
ン
の
作
成
し
た
決
議
草
案
の
内
容
の
大
部
分
が
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
総
会
決
議
九
六

（
Ⅰ
）
に
お
い
て
も
、
決
議
草
案
と
同
様
、
レ
ム
キ
ン
が
特
に
求
め
た
普
遍
主
義
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
同
決
議
は
、
決

議
草
案
に
は
規
定
さ
れ
て
い
た
、
他
の
国
際
犯
罪
と
同
様
の
方
法
で
の
国
内
立
法
の
要
請
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
決
議
の
準
備
作
業
の
参
加
国
の
間
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
対
す
る
普
遍
主
義
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
捉
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
レ
ム
キ
ン
は
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
普
遍
主
義
の
適
用
を
求
め
た
が
、
決
議
の
準
備
作
業
の
参
加

国
は
、
こ
の
二
つ
の
概
念
を
分
離
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
、
海
賊
な
ど
の
他
の
国
際
法
上
の
犯
罪
を
決
議
に
規
定
す
る
提
案
は
最
終
的
に

却
下
さ
れ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
決
議
の
準
備
作
業
に
関
す
る
文
書
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い（
（（（
（

。
た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
が
、
決
議
草
案

に
列
挙
さ
れ
て
い
る
犯
罪
の
中
に
国
際
法
上
の
犯
罪
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
決
議
草
案
の
第
三
段
落
に
懸
念
を
示
し
た
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
（（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
こ
の
見
解
は
、
決
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
を
他
の
国
際
法
上
の
犯
罪
と
同
様

に
扱
う
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
さ
ら
に
、
他
の
参
加
国
の
代
表
の
中
に
は
、
国
内
法
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
つ

い
て
海
賊
な
ど
の
国
際
法
上
の
犯
罪
と
同
様
の
扱
い
を
求
め
る
主
張
を
行
う
者
も
い
た（
（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
を
国
際
法
上
の
犯
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罪
と
し
た
上
で
、
そ
の
犯
罪
者
の
処
罰
に
対
し
て
、
国
内
法
に
お
け
る
普
遍
主
義
の
適
用
を
認
め
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
と
同
様
の
、
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
が
ゆ
え
に
普
遍
主
義
の
適
用
を
自
動
的
に
認
め
る
考
え
が
、
決
議
の
準
備
作

業
の
参
加
国
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る（
（（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
は
、
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
の
条
約
の
成
立
意
義
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
一
九
四
七
年
著
作
を
基
に
検
討
す
る
。

⑵　

一
九
四
七
年
著
作
『
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
』
に
見
る
変
化

　

レ
ム
キ
ン
は
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
、
一
九
四
七
年
著
作
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
上
の
犯
罪
と
宣
言
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
的
関
心
の
問
題
に
す
る
こ
と
で
、
破
壊
の
対
象
と
な
っ

た
少
数
者
の
立
場
か
ら
の
介
入
権
が
確
立
し
た
。
当
該
原
則
は
、
す
で
に
、
国
際
連
合
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
条
約
で
明

確
に
確
認
す
る
必
要
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
一
日
の
決
議
は
、
自
国
民
に
対
す
る
政
府
の
国
際
責
任
を
根
本

的
に
変
更
す
る
。
国
際
法
お
よ
び
こ
の
新
し
い
国
家
の
責
任
の
観
点
か
ら
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
の
重
要
性
は
、
一
九
四
七
年
二
月
五

日
に
ア
メ
リ
カ
議
会
に
国
際
連
合
に
関
す
る
自
身
の
報
告
書
を
提
出
す
る
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
書
簡
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
る（
（（（
（

。」

上
記
で
レ
ム
キ
ン
の
言
う
「
介
入
権
」
は
、
諸
国
が
武
力
を
用
い
て
甚
大
な
人
権
侵
害
を
阻
止
す
る
こ
と
を
認
め
る
「
人
道
的
介
入（
（（（
（

」
の
考

え
と
は
異
な
る
。
レ
ム
キ
ン
の
言
う
「
介
入
権
」
の
意
味
は
、
一
九
四
七
年
著
作
の
中
の
次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　

�　
「
人
の
集
団
全
体
の
破
壊
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
族
社
会
主
義
政
府
の
実
行
に
よ
っ
て
、
国
際
法
上
の
特

定
の
諸
原
則
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
が
不
処
罰
の
下
で
自
国
民
を
破
壊
で
き
る
こ
と
ま
で
主
権
が
及
ぶ
の
か
、お
よ
び
、

こ
の
よ
う
な
破
壊
行
為
は
国
内
管
轄
事
項
ま
た
は
国
際
関
心
事
項
で
あ
る
の
か
、
の
諸
問
題
が
生
じ
た
。
実
際
的
に
言
え
ば
、
人
道
的
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五

介
入
に
関
す
る
道
徳
的
権
利
が
、
国
際
法
上
の
権
利
に
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
の
集
団
の
破
壊
が
国
際
的
関
心
の
問
題
で

あ
る
場
合
、
当
該
行
為
は
海
賊
の
よ
う
に
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
は
、
犯
罪
者
の
国
籍
お
よ

び
犯
行
地
に
関
わ
ら
ず
、
当
該
行
為
に
対
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
べ
き
で
あ
る（
（（（
（

。」

上
記
か
ら
、
レ
ム
キ
ン
の
用
い
る
「
介
入
権
」
は
、「
犯
罪
者
の
国
籍
お
よ
び
犯
行
地
に
関
わ
ら
ず
、
当
該
行
為
に
対
」
し
て
あ
ら
ゆ
る
国

が
行
使
で
き
る
管
轄
権
、
す
な
わ
ち
「
普
遍
的
管
轄
権
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
従
え
ば
、
国
際
法

上
の
犯
罪
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
対
す
る
普
遍
主
義
の
適
用
が
諸
国
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
四
七
年

著
作
の
中
で
も
こ
の
考
え
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
レ
ム
キ
ン
が
、「
当
該
原
則
は
、
す
で
に
、
国
際
連
合
に
よ

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
条
約
で
明
確
に
確
認
す
る
必
要
は
な
い
」
の
言
葉
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
に

よ
っ
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
対
す
る
普
遍
主
義
の
適
用
が
諸
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
、
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
準
備
作
業
の
参
加
国
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
レ
ム
キ
ン
は
、「
自
国
民

4

4

4

に
対
す
る
政
府
の
国
際
責
任
を
根
本
的
に
変
更
す
る
」（
傍
点
筆
者
）
と

評
価
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
自
国
民
」
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
自
国
民
で
あ
る
集
団
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

直
後
に
ト
ル
ー
マ
ン
（H
arry S. T

rum
an

）
ア
メ
リ
カ
大
統
領
（
当
時
）
の
言
葉
を
指
摘
し
て
い
る
事
実
か
ら
明
ら
か
で
あ
る（
（（（
（

。
レ
ム
キ

ン
が
指
摘
し
た
部
分
で
実
際
、
同
大
統
領
は
、「
国
際
連
合
総
会
は
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
人
種
、
種
族
（class

）
ま
た
は
そ
の
他
の

人
の
集
団

4

4

4

4

の
殲
滅
に
関
す
る
恣
意
的
な
政
策
）
が
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
と
合
意
し
た
」（
（（（
（

（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
書
簡
に
触
れ
た
後
、
レ
ム
キ
ン
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
海
賊
と
同
じ
平
面
で
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し

て
確
立
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
で
署
名
さ
れ
て
い
る
条
約
は
存
在
し
な
い
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
今
や
、
海
賊
と
同
じ
平
面
で
国
際
法
上
の

犯
罪
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
将
来
の
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
有
用
性
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
防
止
お
よ
び
処
罰
、
な
ら
び
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に
犯
罪
者
の
逮
捕
の
促
進
に
あ
る（
（（（
（

」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
採
択
を
受
け
て
最
終
的
に
レ
ム
キ
ン
の
抱
く
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
の
構
想
と
そ
の

成
立
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
レ
ム
キ
ン
は
、
同
決
議
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
が
国

際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
確
立
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
決
議
が
採
択
さ
れ
る
以
前
の
段
階
で
レ
ム
キ
ン
が
考
え
て

い
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
構
想
の
中
で
、
一
つ
の
犯
罪
類
型
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
確
立
と
、
普
遍
主
義
の
適
用
と

い
う
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
普
遍
主
義
の
適
用
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
え
、
条
約
中
に
当
該
原
則
に
つ
い
て
規
定
す
る
必
要
が

無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
条
約
制
度
上
の
関
与
者
の
処
罰
を
実
現
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
普
遍
主
義
を
規
定
し
、
国
際
法
上
の
義

務
と
し
て
諸
国
に
確
実
に
適
用
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
決
議
の
採
択
以
後
の
レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関

す
る
条
約
の
成
立
意
義
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
国
連
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
家
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
た
め
の
制
度
を
確

立
す
る
こ
と
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、主
権
国
家
を
中
心
と
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
を
通
じ
て
作
成
さ
れ
た
一
九
四
八
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、

ど
の
程
度
、
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
に
沿
う
規
定
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
こ
の
問
題
を
レ
ム
キ
ン
が
条
約
の
準
備
作

業
に
与
え
た
影
響
の
問
題
と
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。

Ⅳ　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
を
、そ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
条
約
本
文
を
基
準
と
し
て
区
分
す
る
と
、次
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

　

最
初
の
段
階
は
、
国
際
法
お
よ
び
刑
法
の
専
門
家
で
あ
っ
た
パ
リ
大
学
法
学
部
教
授
（
当
時
）
の
ド
ヌ
デ
ュ
ー
・
ド
・
ヴ
ァ
―
ブ
ル
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〇
巻
二
号�
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五

六
三
七

（D
onnedieu de V

abres

）、
国
際
刑
法
学
会
理
事
長
（
当
時
）
の
ヴ
ェ
ス
パ
シ
ェ
ン
・
ヴ
ィ
・
ペ
ラ
（V

espasien V. P
ella

）、
な
ら
び

に
レ
ム
キ
ン
の
助
言
の
下
で
国
連
事
務
総
長
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
草
案（
（（（
（

（
以
下
、「
Ｓ
Ｇ
草
案
」
と
す
る
）
で
あ
る（
（（（
（

。
そ
の
後
の
議
論
の

基
礎
と
な
る
こ
と
を
目
的
に（
（（（
（

、
本
草
案
に
は
、
条
約
の
正
式
の
規
定
と
し
て
採
択
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
す
べ
て
の
事
項
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
（
（（（
（

。

　

次
の
段
階
は
、一
九
四
八
年
三
月
三
日
の
経
済
社
会
理
事
会
決
議
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（A

d 

H
oc C

om
m

ittee on G
enocide

）（
（（（
（

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
草
案（
（（（
（

（
以
下
、「
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
本
草
案
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
ソ
連
の
提
出
し
た
覚
書（
（（（
（

（
以
下
、「
ソ
連
覚
書
」
と
す
る
）
を
基
礎
と
し
た
条
約
に
取
り
入
れ
る
原
則
に
関
す
る
議
論
と
、
そ
の

次
の
、
中
国
の
提
出
し
た
案（
（（（
（

（
以
下
、「
中
国
提
案
」
と
す
る
）
を
基
礎
と
し
た
条
約
本
文
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

最
終
段
階
は
、
国
連
総
会
の
第
六
委
員
会
で
作
成
さ
れ
た
後
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
現
在
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
本
文（
（（（
（

で
あ
る
。

　

以
上
の
区
分
を
用
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
お
い
て
、
レ
ム
キ
ン
の
望
ん
だ
条
約
構
想
の
各
事
項
に
つ
い
て
い
か
な
る

議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１　

特
別
意
図

　

第
三
章
二
節
一
項
で
検
討
し
た
一
つ
の
犯
罪
類
型
と
し
て
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
形
成
に
つ
い
て
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
を
通
じ

て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
一
犯
罪
類
型
と
し
て
成
立
し
た
た
め
、
本
項
で
は
、
残
さ
れ
た
特
別
意
図
の
要
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
成
立
に
特
別
意
図
の
要
件
を
課
す
こ
と
自
体
は
三
つ
の
段
階
す
べ
て
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
が（
（（（
（

、
条
約
の
準
備
作
業
の

結
果
は
、
特
別
意
図
に
つ
い
て
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
わ
な
い
解
釈
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
を
生
み
出
し
た
。

　

Ｓ
Ｇ
草
案
に
お
い
て
、
特
別
意
図
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
つ
い
て
定
義
す
る
第
一
条
の
二
項
の
柱
書
に
「
前
項
の
人
の
集
団
の
い
ず
れ
か
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六
三
八

一
つ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊
す
る
も
し
く
は
当
該
集
団
の
維
持
ま
た
は
発
展
を
妨
げ
る
意
図
（the purpose of destroying it （any 

one of the aforesaid groups of hum
an beings

） in w
hole or in part, or of preventing its preservation or developm

ent

）（
括

弧
筆
者
）」
と
し
て
定
義
さ
れ
た
。
本
稿
と
の
関
係
で
着
目
す
べ
き
は
、
人
の
集
団
の
「
一
部
」
を
破
壊
す
る
意
図
も
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の

特
別
意
図
と
し
て
解
釈
で
き
る
点
で
あ
る（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
が
求
め
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
特
別
意
図
は
、
人
の
集
団
「
全
体
」
を
破
壊
す
る
意

図
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｓ
Ｇ
草
案
は
レ
ム
キ
ン
の
考
え
よ
り
も
特
別
意
図
の
定
義
を
拡
大
し
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る（
（（（
（

。

　

Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
の
特
別
意
図
の
定
義
に
は
、
破
壊
さ
れ
る
集
団
の
範
囲
に
関
す
る
文
言
が
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
が（
（（（
（

、
第
六
委
員
会
で
の
議
論

の
結
果
、
特
別
意
図
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
民
族
的
、
種
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
集
団
そ
れ
自
体
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊

す
る
意
図
（intent to destroy, in w

hole or in part, a national, ethnical, racial or religious group, as such

）」
と
規
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｇ
草
案
と
同
様
、「
一
部
」
の
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
集
団
の
一
部
を
破
壊
す
る
意
図
ま
で

特
別
意
図
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
第
六
委
員
会
の
参
加
国
の
意
図
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
一
部
」

の
文
言
は
、
特
別
意
図
の
規
定
内
容
が
議
論
さ
れ
た
際
に
問
題
に
な
っ
た
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
認
定
に
必
要
な
犠
牲
者
の
数
に
関
す
る
議

論
の
結
果
、
挿
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る（
（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
当
該
文
言
は
行
為
の
結
果
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
該

文
言
を
「
破
壊
す
る
意
図
」
の
文
言
の
前
に
規
定
す
る
よ
う
提
案
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る（
（（（
（

。

　

た
だ
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
当
該
提
案
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
本
来
は
「
集
団
『
全
体
』
を
破
壊
す
る
意
図
」
で
あ
る
は
ず
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
罪
の
特
別
意
図
が
歪
め
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は
、一
部
の
参
加
国
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た（
（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、条
約
の
準
備
作
業
の
結
果
は
、

集
団
全
体
を
破
壊
す
る
意
図
が
規
定
さ
れ
た
点
で
は
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
も
の
に
な
っ
た
が
、
規
定
の
解
釈
次
第
で
、
彼
の
考
え
と
の

ず
れ
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
。
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２　

共
同
謀
議
概
念
と
組
織
の
解
体

　

三
つ
の
段
階
す
べ
て
に
お
い
て
、
共
同
謀
議
概
念
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
の
中
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
一
類
型
と
し
て
規

定
さ
れ
た（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
は
共
同
謀
議
概
念
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
定
義
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
求
め
た
が
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
、
彼
が
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
一
類
型
と
し
て
の
共
同
謀
議
の
処
罰
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｇ

草
案
の
注
解
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
合
意
無
し
に
大
規
模
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
を
理
由
に
、
予
備
行
為
が
存
在
し
な

く
て
も
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
共
同
謀
議
の
存
在
と
い
う
単
な
る
事
実
が
処
罰
さ
れ
る
べ
き
と
説
明
さ
れ
て
い
る（
（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
の
処
罰
に
共
同
謀
議
が
求
め
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
準
備
作
業
の
議
論
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ（
（（（
（

、

こ
の
点
で
も
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
共
同
謀
議
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
条
約
の
準
備
作
業
の
中
で
問
題
に
な
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
当
該
概
念

は
英
米
法
上
の
も
の
で
あ
り
、
大
陸
法
を
採
用
す
る
数
多
く
の
諸
国
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（
（（（
（

。
そ
の
た
め
、
当
該
概
念
の
意
味
次
第
で

は
、
国
に
よ
っ
て
は
、
条
約
規
定
を
完
全
に
国
内
刑
法
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
該
国
の
刑
法
の
基
礎
と
な
る
諸
原
則
を
修
正
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
は
共
同
謀
議
概
念
に
顕
示
行
為
を
求
め
て
い
た
が
、
条
約
の
準
備
作
業
に
お
い
て
は
、
共
同
謀
議
概

念
の
明
確
な
意
味
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

共
同
謀
議
概
念
と
の
関
連
で
は
、
本
稿
の
第
三
章
二
節
二
項
に
お
い
て
、
レ
ム
キ
ン
が
当
該
概
念
を
組
織
全
体
の
処
罰
の
た
め
に
用
い
た

こ
と
か
ら
、
当
該
組
織
を
必
ず
消
滅
さ
せ
る
意
図
が
存
在
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
実
際
に
、
レ
ム
キ
ン
の
こ
の
考
え
に
沿
っ
た
規
定
が
、
Ｓ

Ｇ
草
案
第
一
一
条
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
与
し
た
集
団
ま
た
は
組
織
の
解
体
義
務
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
組
織
の
解
体
義
務
は
ソ
連
覚
書
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
が（
（（（
（

、
諸
国
か
ら
の
反
対
に
遭
い
、
条
約
に
取
り
入
れ
る
原
則
の
決
定
の

時
点
で
否
決
さ
れ
た（
（（（
（

。
反
対
理
由
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
反
対
国
は
、
決
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
与
し
た
組
織
を
解
体
す
る
必
要
性
を
否
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〇

定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い（
（（（
（

。

３　

文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

　

レ
ム
キ
ン
の
重
視
し
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
に
お
け
る
文
化
的
側
面
に
関
す
る
規
定
は
、
実
際
に
Ｓ
Ｇ
草
案
第
一
条
二
項
三
号
に
設
け
ら

れ
、
Ｓ
Ｇ
草
案
の
作
成
に
参
加
し
た
レ
ム
キ
ン
自
身
が
「『
文
化
的
』
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
称
し
た（
（（（
（

。
Ｓ
Ｇ
草
案
の
注
解
の
中
で
文
化
的
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、「
残
忍
な
手
段
に
よ
る
集
団
の
特
有
の
性
格
の
破
壊
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（
（（（
（

。

　

特
別
委
員
会
で
の
議
論
に
お
い
て
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
規
定
は
、
ソ
連
覚
書
お
よ
び
中
国
提
案
の
い
ず
れ
に
も
設
け
ら
れ

て
い
た
が（
（（（
（

、条
約
に
取
り
入
れ
る
原
則
に
関
す
る
議
論
の
時
か
ら
、規
定
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
特
別
委
員
会
の
間
で
見
解
が
対
立
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
第
六
委
員
会
の
参
加
国
の
間
で
も
対
立
し
た
。
た
だ
し
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
規
定
に
反
対
す
る
立
場
で
あ
る
か
ら
と
は

い
え
、
反
対
国
は
集
団
の
文
化
を
保
護
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
対
立
の
背
景
に
は
、
集
団
の
文
化
を
保
護

す
る
た
め
に
用
い
る
手
段
に
つ
い
て
争
い
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る（
（（（
（

。
反
対
国
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
な
ら
び

に
身
体
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
お
よ
び
生
物
学
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
性
格
の
違
い
を
理
由
に
、
集
団
の
文
化
の
保
護
が
人
権
ま
た
は
少
数
者
保
護

の
分
野
で
の
条
約
や
宣
言
と
い
っ
た
国
際
文
書
の
中
で
実
現
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
。

　

第
六
委
員
会
で
の
投
票
の
結
果
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
第
三
条
は
否
決
さ
れ（
（（（
（

、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
取
り
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
集
団
の
文
化
の
保
護
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
以
外
の
国
際
文
書
で
も
何
ら
か
の
形
で
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
る
。
し
か
し
、
レ
ム
キ
ン
が
、
人
の
生
命
に
関
わ
る
身
体
的
側
面
や
生
物
学
的
側
面
と
同
じ
よ
う
に
、
文
化
的
側
面
か
ら
も
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
を
考
え
る
べ
き
と
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
条
約
の
準
備
作
業
の
中
で
主
張
さ
れ
た
人
権
や
少
数
者
保
護
に
関
す
る
国
際
文

書
の
中
に
集
団
の
文
化
の
保
護
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
集
団
の
存
在
す
る
権
利
と
結
び
付
け
ら
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
集
団
の
文
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化
と
の
関
係
性
が
断
絶
さ
れ
る
可
能
性
や
、
犯
罪
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
な
い
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。
こ
の
点
で
、
レ
ム
キ
ン
の

考
え
に
沿
う
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る（
（（（
（

。

４　

普
遍
主
義
の
適
用
と
国
際
裁
判
所
に
お
け
る
訴
追

　

犯
罪
者
の
処
罰
手
段
と
し
て
、
レ
ム
キ
ン
は
、
普
遍
主
義
の
適
用
、
国
連
に
よ
る
監
督
お
よ
び
国
際
司
法
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
部
で
の
訴

追
を
求
め
た
が
、
国
連
に
よ
る
監
督
に
つ
い
て
は
本
章
の
八
節
で
触
れ
る
こ
と
と
し
、
本
節
で
は
残
り
の
二
つ
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
普
遍
主
義
は
、
Ｓ
Ｇ
草
案
に
お
い
て
は
、
そ
の
適
用
が
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
意
図
で
あ
り
、
条
約
目
的
の
達
成
の
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
い
う
起
草
者
間
の
認
識
の
下
で（
（（（
（

、
第
七
条
に
規
定
さ
れ
た
（
Ｓ
Ｇ
草
案
の
注
解
で
は
、
普
遍
主
義
は“the principle of 

the universality of punishm
ent”

と
記
述
さ
れ
て
い
る
）。
レ
ム
キ
ン
は
普
遍
的
管
轄
権
の
行
使
を
条
約
当
事
国
の
義
務
と
考
え
て
い
た

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
犯
罪
人
引
渡
し
お
よ
び
国
際
司
法
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
部
で
の
訴
追
も
認
め
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
普
遍
的
管
轄
権

の
行
使
は
、
犯
罪
人
の
処
罰
を
達
成
す
る
た
め
の
一
手
段
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｇ
草
案
に
お
い
て
も
、
犯
罪
者
が
自
国
の
管
轄
権
下
に
あ
る
領
域

に
所
在
す
る
国
に
逮
捕
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら（
（（（
（

、
普
遍
的
管
轄
権
の
行
使
を
義
務
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
犯

罪
人
引
渡
し
（
第
八
条
）
お
よ
び
国
際
裁
判
所
で
の
訴
追
（
第
九
条
）
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
犯
罪
者
の
徹
底
的
な
処
罰
を
求
め
た
レ
ム
キ

ン
の
よ
う
に
場
合
を
限
定
し
て
は
い
な
い
が
、
普
遍
的
管
轄
権
の
行
使
は
犯
罪
人
の
処
罰
を
達
成
す
る
た
め
の
一
手
段
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら

れ
る
。

　

ソ
連
覚
書
の
中
に
は
、
当
該
原
則
は
規
定
さ
れ
て
な
か
っ
た
が
、
条
約
に
取
り
入
れ
る
原
則
の
決
定
に
関
す
る
議
論
の
中
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
特
別
委
員
会
の
構
成
国
の
普
遍
的
主
義
に
対
す
る
立
場
は
、
先
に
取
り
入
れ
が
決
定
し
て
い
た
国
際
裁
判
所
と
関
連
さ
せ
る
と
、
①

国
際
裁
判
所
が
現
実
に
存
在
し
な
い
現
状
に
鑑
み
て
普
遍
主
義
を
支
持
す
る
立
場
、
②
国
際
裁
判
所
を
支
持
す
る
一
方
で
、
普
遍
主
義
に
反
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対
す
る
立
場
、
③
国
際
裁
判
所
と
普
遍
主
義
の
両
方
に
反
対
す
る
立
場（
（（（
（

に
分
け
ら
れ
る
。

　

特
に
、
②
と
③
の
立
場
の
諸
国
の
代
表
か
ら
は
、
例
え
ば
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
場
合
に
は
被
告
人
に
対
す
る
公
平
性
が
保
証
さ
れ
な
い
こ

と
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
属
地
的
管
轄
権
で
扱
わ
れ
な
い
公
海
で
犯
さ
れ
る
海
賊
と
を
同
列
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
こ
と（
（（（
（

、
人
に
基
づ
く
フ
ラ

ン
ス
法
に
お
い
て
も
、
領
域
に
基
づ
く
英
米
法
に
お
い
て
も
普
遍
主
義
の
考
え
は
調
和
し
な
い（
（（（
（

な
ど
の
反
対
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

普
遍
主
義
は
特
別
委
員
会
で
の
投
票
で
否
決
さ
れ
た
が（
（（（
（

、
第
六
委
員
会
で
再
度
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
普
遍
主
義
の
規

定
を
提
案
し
た
イ
ラ
ン
の
代
表
の
主
張
は
注
目
さ
れ
る（
（（（
（

。
同
代
表
は
普
遍
主
義
を
、
海
賊
に
適
用
さ
れ
、
犯
行
地
国
に
よ
る
犯
罪
人
引
渡
し

要
請
に
関
わ
ら
ず
逮
捕
国
で
訴
追
さ
れ
る
と
す
る
「
一
次
的
普
遍
主
義
（the principles of prim

ary universal punishm
ent

）」
と
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
へ
の
適
用
が
求
め
ら
れ
る
、
犯
行
地
国
に
よ
る
犯
罪
人
引
渡
し
要
請
が
行
わ
れ
な
い
ま
た
は
不
可
能
な
場
合
を
除
い
て
、
逮

捕
国
は
犯
罪
人
引
渡
し
を
行
い
、
自
国
の
国
内
裁
判
所
に
訴
追
し
な
い
「
二
次
的
普
遍
主
義
（the principles of subsidiary universal 

punishm
ent

）」
に
区
別
し
た（
（（（
（

。
同
代
表
は
、
後
者
が
「
引
渡
し
か
訴
追
か
」
原
則
で
あ
り
、
犯
行
地
国
が
犯
罪
人
引
渡
し
要
請
を
行
え
る

余
地
を
残
し
て
い
る
点
で
国
家
主
権
原
則
に
反
し
な
い
と
主
張
し
た（
（（（
（

。
こ
れ
は
、
国
際
社
会
に
広
く
認
め
ら
れ
た
属
地
主
義
を
理
由
に
普
遍

主
義
に
反
対
す
る
見
解
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
普
遍
主
義
に
対
し
て
は
、
反
対
が
多
か
っ
た
。
国
際
裁
判
所
で
の
訴
追（
（（（
（

や
国
際
司
法
裁
判
所
で
の
国
家
の
条
約
義
務
違
反
の
追

及
（
（（（
（

の
方
が
、
犯
罪
者
の
処
罰
の
実
現
に
有
効
と
す
る
見
解
や
、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
第
七
条
が
属
地
主
義
以
外
の
国
家
管
轄
権
の
根
拠
を
排
除
し
て

お
ら
ず
、
他
の
根
拠
で
も
処
罰
が
実
現
で
き
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
見
解（
（（（
（

な
ど
が
出
さ
れ
、
レ
ム
キ
ン
が
犯
罪
者
の
確
実
な
処
罰
の
実
現
の

た
め
に
最
も
重
視
し
た
普
遍
主
義
は
、
最
終
的
に
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た（
（（（
（

。

　

一
方
で
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
部
で
の
訴
追
に
つ
い
て
も
、
条
約
の
準
備
作
業
の
中
で
実
現
し
な
か
っ
た（
（（（
（

が
、
国
際
裁
判
所
で

の
訴
追
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
っ
た
方
向
に
条
約
の
準
備
作
業
は
動
い
た
と
言
え
る
。
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国
際
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
お
よ
び
第
六
委
員
会
の
い
ず
れ
で
も
争
わ
れ
た
が
、
国
際
裁
判
所
の
規
定
に
反
対
す
る
国
の
中

に
は
、
国
際
裁
判
所
の
設
立
に
関
す
る
原
則
の
規
定
を
支
持
す
る
が
、
規
程
も
権
限
も
確
立
し
て
い
な
い
当
該
裁
判
所
を
定
め
る
条
項
に
よ

る
拘
束
を
望
ま
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
国
も
存
在
し
た（
（（（
（

。
そ
こ
で
、「
、
ま
た
は
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
け
入
れ
た
締
約
国
に

対
し
て
は
管
轄
権
を
有
す
る
当
該
裁
判
所
に
よ
り
」
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
規
定
の
実
現
に
至
っ
た
。
当
該
文
言
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
、

国
際
刑
事
裁
判
所
を
仮
定
上
の
も
の
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
条
約
当
事
国
に
対
し
て
当
該
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
強
制
し
て
お
ら
ず
、
当
た
り
障
り
の
な
い
も
の
と
評
価
が
な
さ
れ
た（
（（（
（

。

５　

広
範
な
処
罰

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
国
の
構
成
員
を
徹
底
的
に
処
罰
す
る
た
め
に
、
レ
ム
キ
ン
は
、
上
官
命
令
抗
弁
お
よ
び
国
内
法
を
理
由
と
す
る
抗
弁

の
否
定
、
な
ら
び
に
、
主
権
者
無
答
責
・
国
家
行
為
免
責
観
念
の
排
除
を
求
め
た
。

　

ま
ず
、
上
官
命
令
抗
弁
お
よ
び
国
内
法
を
理
由
と
す
る
抗
弁
は
、
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｇ
草
案
第
五
条
に
「
法
の
命
令
ま
た
は
上
官
命
令
は
、
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
を
正
当
化
し
な
い
」
と
規
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
同
条
は
、
一
定
の
場
合
に
刑
の
減
軽
事
由
（extenuating 

circum
stances

）
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た（
（（（
（

。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
両
抗
弁
の
援
用
を
認
め
な
か
っ
た
レ
ム
キ
ン
が
、
果
た
し

て
上
官
命
令
と
国
内
法
を
刑
の
減
軽
事
由
と
し
て
想
定
し
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
彼
の
考
え
は
、
彼
に
関
係
す
る
資
料
か

ら
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｓ
Ｇ
草
案
は
免
責
の
効
果
を
否
定
し
て
い
る
点
で
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
上
官
命
令
抗
弁
お
よ
び
国
内
法
を
理
由
と
す
る
抗
弁
は
、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
お
よ
び
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
い
ず
れ
に
も
規
定
さ
れ

な
か
っ
た
。
特
別
委
員
会
で
の
条
約
本
文
に
関
す
る
議
論
お
よ
び
第
六
委
員
会
の
議
論
に
お
い
て
、
ソ
連
か
ら
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の

広
範
な
処
罰
の
た
め
に
両
抗
弁
の
否
認
に
つ
い
て
規
定
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
が（
（（（
（

、
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
特
別
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
確
認
す
る
。
上
官
命
令
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
提
案
に
対
す
る
反
対
の
見
解
と
し
て
、
例
え
ば
、

当
該
命
令
の
免
責
の
効
果
を
否
定
し
た
国
際
軍
事
裁
判
所
裁
判
に
よ
っ
て
確
立
し
た
原
則
は
特
別
の
事
例
で
あ
る
こ
と（
（（（
（

、
当
該
抗
弁
に
対
す

る
各
国
の
国
内
法
規
則
の
多
様
性（
（（（
（

、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
必
要
な
動
機
が
上
官
命
令
の
遂
行
者
に
は
存
在
し
な
い（
（（（
（

こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
国
内
法
を
理
由
と
す
る
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
国
内
法
が
条
約
義
務
に
対
す
る
抗
弁
に
は
な
り
え
な
い
と
す
る
反
対
の
見
解
が
出

さ
れ（
（（（
（

、
投
票
の
結
果
、
上
官
命
令
抗
弁
と
共
に
否
決
さ
れ
た（
（（（
（

。

　

そ
の
後
の
第
六
委
員
会
で
は
、
ソ
連
提
案
に
対
し
て
、
特
に
、
命
令
の
遂
行
者
に
犯
罪
意
思
が
存
在
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
個
々

の
事
例
に
お
け
る
犯
罪
意
思
の
存
在
に
関
す
る
判
断
を
裁
判
官
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
と（
（（（
（

、
諸
国
の
国
内
法
と
衝
突
す
る
こ
と（
（（（
（

が
反
対
の
見
解

と
し
て
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
犯
罪
意
思
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
代
表
自
ら
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
定
義
に
犯
罪
意
思
の
要
素
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
上
で
、
当
該
意
思
を
有
さ
な
い
者
の
有
責
性
を
否
定
し
た
が（
（（（
（

、
投
票
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た（
（（（
（

。

　

上
記
の
検
討
か
ら
、
条
約
に
は
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
条
約
の
準
備
作
業
の
参
加
国
は
、
上
官
命
令
抗
弁
お
よ
び
国
内
法
を
理
由
と
す

る
抗
弁
を
決
し
て
認
め
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
各
国
の
国
内
裁
判
所
に
そ
れ
ら
の
適
用
を
委
ね
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
の
完
全
な
否
定
を
求
め
た
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
結
果
と
な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
主
権
者
無
答
責
・
国
家
行
為
免
責
観
念
の
排
除
は
、
三
つ
の
段
階
す
べ
て
に
取
り
入
れ
ら
れ
た（
（（（
（

。

６　

国
内
法
の
整
備

　

レ
ム
キ
ン
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
国
内
裁
判
所
で
の
処
罰
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
内
法
の
中
で
も
、
特
に
国
内
刑
法
を
整
備
す
る

よ
う
に
求
め
た
。
Ｓ
Ｇ
草
案
は
、第
六
条
に
お
い
て
国
内
刑
法
の
整
備
を
要
求
し
、レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
内
容
の
規
定
を
設
け
て
い
た
。

　

し
か
し
、
特
別
委
員
会
で
の
条
約
に
取
り
入
れ
る
原
則
の
決
定
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
国
内
法
整
備
に
関
す
る
問
題
が
特
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別
委
員
会
の
委
任
事
項
で
は
な
い
こ
と（
（（（
（

や
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
で
す
で
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と（
（（（
（

を
指
摘
す
る
反
対
の
見
解
が

出
さ
れ
、
国
内
法
整
備
義
務
は
一
度
否
決
さ
れ
て
い
る（
（（（
（

。
し
か
し
、
特
別
委
員
会
の
構
成
国
の
一
部
か
ら
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約

に
お
け
る
国
内
法
整
備
義
務
の
重
要
性
を
理
由
に
、
否
決
さ
れ
た
事
態
が
問
題
に
さ
れ（
（（（
（

、
当
該
義
務
に
関
す
る
議
論
は
延
期
さ
れ
た（
（（（
（

。

　

条
約
本
文
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
国
内
法
整
備
義
務
に
関
す
る
規
定
の
挿
入
が
決
定
さ
れ（
（（（
（

、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
第
六
条
に
お
い
て
「
締
約

国
は
、
自
国
の
憲
法
手
続
に
従
い
、
こ
の
条
約
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
、
必
要
な
立
法
を
行
う
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。

本
稿
と
の
関
係
で
着
目
す
べ
き
は
、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
第
六
条
が
整
備
さ
れ
る
べ
き
国
内
法
を
刑
法
に
限
定
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
確
か
に
特

別
委
員
会
の
構
成
国
の
中
に
は
、
刑
法
に
限
定
す
る
よ
う
に
求
め
た
国
も
存
在
し
た（
（（（
（

。
し
か
し
、
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
本
文
は
、
中
国
の

提
案
で
あ
る
「
締
約
国
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
処
罰
の
た
め
に
必
要
な
立
法
を
行
う
こ
と
を
約
束
す
る（
（（（
（

」
に
、
ア
メ
リ
カ
の
求

め
た
「
こ
の
条
約
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に（
（（（
（

」
の
文
言
な
ど
の
修
正
を
反
映
し
た
上
記
の
規
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（
（（（
（

。
同
国
が
類
似
の
文

言
の
挿
入
を
求
め
た
際
に（
（（（
（

、
実
際
に
レ
バ
ノ
ン
代
表
か
ら
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
処
罰
の
み
な
ら
ず
、
犯
罪
人
引
渡
し
な
ど
の
条

約
の
他
の
規
定
も
対
象
に
で
き
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る（
（（（
（

。

　

次
の
第
六
委
員
会
で
は
、
ソ
連
の
提
案
で
あ
る
「
当
該
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
罰
を
規
定
す
る
た
め
に
」
の
文
言
を
挿
入
す
る
か

ど
う
か
が
争
わ
れ
た（
（（（
（

。
こ
の
議
論
の
過
程
で
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
当
該
提
案
が
第
六
条
の
射
程
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
当
該
提
案
に
対

し
て
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
代
表
か
ら
、「
刑
事
上
の
措
置
（penal m

easures

）」
に
条
約
の
射
程
を
制
限
す
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た（
（（（
（

。

一
方
で
、
ソ
連
代
表
は
、
自
国
の
提
案
の
目
的
を
、
国
が
と
る
必
要
の
あ
る
立
法
措
置
に
は
刑
罰
を
含
む
べ
き
こ
と
を
単
に
明
確
に
す
る
こ

と
で
あ
る
と
説
明
し
た（
（（（
（

。
投
票
の
結
果
、
ソ
連
の
当
該
提
案
は
採
用
さ
れ（
（（（
（

、
条
約
本
文
の
採
択
へ
と
至
っ
た（
（（（
（

。

　

以
上
か
ら
、
条
約
の
準
備
作
業
に
お
い
て
は
、
整
備
を
求
め
ら
れ
る
国
内
法
の
範
囲
を
、
刑
法
の
み
か
ら
国
内
法
全
体
へ
と
拡
大
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
法
整
備
義
務
に
つ
い
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
考
え
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よ
り
も
広
範
に
課
し
て
い
る
と
言
え
る
。

７　

犯
罪
人
引
渡
し
の
許
容
と
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
け
る
政
治
犯
認
定
の
禁
止

　

犯
罪
人
引
渡
し
に
つ
い
て
、
レ
ム
キ
ン
は
、
引
渡
し
要
請
国
に
よ
る
確
実
な
処
罰
お
よ
び
訴
追
が
立
証
さ
れ
な
い
限
り
認
め
な
い
と
し
た

が
、
条
約
の
準
備
作
業
で
は
三
つ
の
段
階
す
べ
て
に
、
レ
ム
キ
ン
の
よ
う
な
厳
格
な
要
件
を
課
す
こ
と
な
く
犯
罪
人
引
渡
し
を
認
め
る
規
定

が
設
け
ら
れ
た（
（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
け
る
政
治
犯
認
定
の
禁
止
、
す
な
わ
ち
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
の
不
適
用
は
、
三
つ
の
段
階
す
べ
て

に
お
い
て
、
犯
罪
人
引
渡
し
と
共
に
規
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
第
六
委
員
会
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
と

の
関
係
で
は
、
条
約
本
文
の
規
定
の
方
法
が
問
題
に
な
っ
た
。
当
該
原
則
に
つ
い
て
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
お
よ
び
第
四
条
に

列
挙
す
る
行
為
は
政
治
犯
罪
と
し
て
み
な
さ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
犯
罪
人
引
渡
し
の
根
拠
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｇ
草
案
の
規
定
も

Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
と
類
似
し
て
い
た
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
と
ベ
ル
ギ
ー
代
表
の
各
見
解
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
行
が
通
常
は
政
治

的
動
機
に
由
来
す
る
点
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
本
来
的
に
政
治
的
で
あ
る
た
め
、
犯
罪
人
引
渡
し
に
お
い
て
は
非
政
治
的
な
も
の
と
し
て
み

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た（
（（（
（

。
一
方
の
ベ
ル
ギ
ー
代
表
も
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
こ
の
見
解
を
支
持
し
な
が
ら（
（（（
（

、

そ
の
時
点
で
条
約
上
保
護
さ
れ
る
集
団
の
対
象
に
政
治
的
集
団
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
条
約
本
文
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が

犯
罪
人
引
渡
し
を
免
除
さ
れ
る
政
治
犯
罪
で
は
な
い
と
い
う
文
言
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
主
張
し
た（
（（（
（

。
こ
の
考
え
は
、
犯
罪
人
引

渡
し
が
許
容
さ
れ
る
政
治
犯
罪
と
そ
う
で
は
な
い
政
治
犯
罪
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る（
（（（
（

。

　

最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
を
反
映
し
た
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
お
よ
び
第
四
条
に
列
挙
す
る
他
の
行
為
は
、
犯
罪
人
引
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渡
し
に
つ
い
て
は
政
治
犯
罪
と
み
な
さ
れ
な
い
」
で
あ
っ
た（
（（（
（

。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
レ
ム
キ
ン
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
政
治
性
を
認
め
て
い
た
か
で
あ
る
。
彼
が
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
の
不

適
用
に
つ
い
て
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
訴
え
ら
れ
た
者
は
、犯
罪
人
引
渡
し
に
お
い
て
政
治
犯
罪
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
い（
（（（
（

」
と
述
べ
た
背
後
に
、

何
ら
か
の
含
意
が
存
在
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
国
家
の
関
与
に
懸
念
し
た
こ
と
か
ら
だ
け
で
も
、
彼
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

に
政
治
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
肯
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
六
委
員
会
で
の
修
正
に
よ
っ
て
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
に

関
す
る
規
定
は
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
一
層
沿
う
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

８　

国
際
連
合
に
よ
る
行
動

　

レ
ム
キ
ン
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
た
め
に
、
国
連
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
監
督
と
、
特
に
経
済
社
会
理
事

会
に
対
し
て
現
実
に
発
生
し
て
い
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
へ
の
対
処
を
行
う
よ
う
に
求
め
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
処
罰
の
面
と

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
抑
止
の
面
に
お
け
る
役
割
と
言
え
る
。

　

後
者
の
面
は
、
三
つ
の
段
階
す
べ
て
に
規
定
さ
れ
た（
（（（
（

。
Ｓ
Ｇ
草
案
の
注
解
で
は
、
当
該
規
定
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
刑
法
そ
の
も
の
の
防

止
効
果
に
限
界
を
見
出
し
、
危
害
が
生
じ
る
前
ま
た
は
広
範
に
及
ぶ
前
の
防
止
行
動
の
必
要
性
を
強
調
し
て
、
当
該
規
定
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る（
（（（
（

。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
抑
止
の
面
に
お
け
る
国
連
に
よ
る
行
動
の
重
要
性
は
、
条
約
の
準
備
作
業
全
体
に
お

い
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
防
止
お
よ
び
抑
止
の
面
で
、
レ
ム
キ
ン
は
特
に
経
済
社
会
理
事
会
に
期
待
し
た
一
方
で
、
条
約
の
準
備
作
業
で
作
成
さ
れ
た
三

つ
の
段
階
の
規
定
す
べ
て
が
国
連
の
特
定
の
機
関
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
条
件
に
国
連
の
す
べ
て
の
機
関
を
対
象
に

し
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
機
関
の
中
に
経
済
社
会
理
事
会
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
レ
ム
キ
ン
の
求
め
た
経
済
社
会
理
事
会
の
任
務
が
、
果
た
し
て
国
連
憲
章
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
三
つ
の
段
階
の
規
定
は
、
何
ら
か
の
権
利
義
務
を
国
連
に
付
与
す
る
た
め
に
挿
入
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
条
約
第
八
条
は
、
第
六
委
員
会
で
一
度
、
国
連
に
関
す
る
規
定
自
体
が
削
除
さ
れ
た
際
に（
（（（
（

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
国
連
の
諸
機
関
に
対
す

る
全
般
的
な
信
任
の
証
拠
と
し
て
当
該
規
定
の
挿
入
を
求
め
た
結
果（
（（（
（

、
採
択
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
連
の
行
動
の
範
囲
に
関
す
る
問
題

は
、
条
約
の
準
備
作
業
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
国
連
憲
章
に
従
う
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た（
（（（
（

。

　

一
方
で
、
前
者
の
処
罰
の
面
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
は
条
約
の
準
備
作
業
の
中
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
国
連
の
当
該
役
割
を
想
定
し
な
い
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
国
連
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の

処
罰
の
監
督
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
枠
外
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
国
連
憲
章
上
の
問
題
と
し
て
考

え
る
余
地
は
あ
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
レ
ム
キ
ン
の
国
連
に
対
す
る
期
待
を
表
す
も
の
と
し
て
、
条
約
当
事
国
に
な
れ
る
国
を
国

連
加
盟
国
お
よ
び
招
請
を
受
け
た
そ
の
他
の
国
に
限
っ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
規
定
が
、
三
つ
の
段

階
す
べ
て
に
取
り
入
れ
ら
れ
た（
（（（
（

。
当
該
二
つ
の
地
位
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
国
に
限
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
準
備
作
業
の
中
で
説
明

さ
れ
て
い
な
い（
（（（
（

。
た
だ
し
、
条
約
の
準
備
作
業
に
お
い
て
も
、
レ
ム
キ
ン
と
同
様
に
、
国
連
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
処
す
る
た
め
に
期
待
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
条
約
へ
の
規
定
を
問
題
に
す
る
前
に
、
国
連
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
す
る
行
動
は
国
連
憲
章
で
実
現
で
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
国
連
の
行
動
範
囲
に
関
す
る
国
連
憲
章
の
解
釈
の
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
お
よ
び
抑
止
に

お
け
る
国
連
の
行
動
に
関
す
る
規
定
の
挿
入
と
い
う
点
で
は
、
条
約
の
準
備
作
業
の
結
果
は
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
も
の
に
な
っ
た
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
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小
括

　

条
約
の
準
備
作
業
に
は
、
各
々
の
異
な
る
国
内
的
事
情
を
抱
え
た
諸
国
が
参
加
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
見
解
が
対
立
す
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
上
記
の
検
討
か
ら
で
も
十
分
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
お
け
る
国
家
間
の
対
立
の
背
景
に
は
、
冷
戦
と
い
う
東
西
諸
国
間
の
対

立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い（
（（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
と
関
連
す
る
事
項
の
ほ
と
ん
ど

が
条
約
の
準
備
作
業
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
決
し
て
多
く
も
な
く
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
も
言
え
な
い
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
に
彼
の
考
え
に
沿
う
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
影

響
を
与
え
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅴ　

お
わ
り
に

　

レ
ム
キ
ン
の
求
め
た
条
約
内
容
は
、
共
同
謀
議
概
念
の
導
入
、
上
官
命
令
抗
弁
お
よ
び
国
内
法
を
理
由
と
す
る
抗
弁
の
禁
止
、
ま
た
は
普

遍
主
義
の
適
用
な
ど
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
に
対
す
る
広
範
か
つ
徹
底
的
な
処
罰
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
彼
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
実
際
に
関
与
し
た
者
だ
け
に
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
一
九
四

四
年
著
書
の
中
で
、
彼
は
、
自
由
選
挙
で
ヒ
ト
ラ
ー
を
選
ん
だ
ド
イ
ツ
国
民
も
、
ド
イ
ツ
の
行
為
に
対
し
て
国
民
全
体
と
し
て
責
任
を
負
う

と
し
、
こ
れ
を
救
済
（rem

edy

）
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
た（
（（（
（

。
国
家
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
す
る
国
民
の
責
任

ま
で
、
彼
が
条
約
内
容
と
し
て
求
め
て
い
た
の
か
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
た
め
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
彼
も
作
成
に
参
加
し
た

Ｓ
Ｇ
草
案
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
の
問
題
と
し
て
同
趣
旨
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い（
（（（
（

。
す
な
わ
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〇

ち
、
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
に
お
い
て
、
指
導
者
責
任
観
と
国
民
責
任
観
が
併
存
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
原
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
考
え
に
至
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

彼
自
身
も
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
そ
し
て
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
と
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
の
行
為
が
彼
の
条
約
構
想
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
犠
牲
と
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
同
胞
意
識
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
処
罰
を
求
め
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
を
理
由
と
す
る
の
は
不
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
彼
の
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
出
来
事
も
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
実
際
に
彼
自
身
も
命
の
危
険
に
遭
っ
て
お
り（
（（（
（

、
さ
ら
に
、
故
郷
が
ド
イ
ツ
に
占
領
さ

れ
、
自
分
の
家
族
と
親
類
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
実
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
レ
ム
キ
ン
が
彼
ら

の
死
を
知
っ
た
の
は
戦
後
す
ぐ
の
こ
と
で
あ
っ
た
が（
（（（
（

、
彼
ら
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
戦
時
中
に
レ
ム
キ
ン
が
認
識

し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
そ
し
て
、
特
に
母
親
の
死
が
彼
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
は
、「
私
は
、
こ
の
条
約
を
、
母
へ
の
碑
銘
と

考
え
る（
（（（
（

」
と
い
う
彼
の
言
葉
か
ら
理
解
で
き
る
。
家
族
と
親
類
の
死
が
、
条
約
の
成
立
が
現
実
の
も
の
に
な
る
ま
で
の
レ
ム
キ
ン
の
原
動
力

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
後
、
国
際
刑
事
法
は
特
に
冷
戦
後
に
大
き
く
発
展
し
、
そ
の
中
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
面
で
も

重
要
な
進
展
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
重
大
性
が
国
際
社
会
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰

に
関
わ
る
国
家
実
行
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
の
内
容
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
捉
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

冷
戦
後
、
地
域
的
な
特
別
刑
事
裁
判
所
と
し
て
、
一
九
九
三
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
、
さ
ら
に
、
一
九
九
四
年
に
ル
ワ
ン
ダ
国

際
刑
事
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
八
年
に
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
」
が
採
択
さ
れ
て
二
〇
〇
二
年
に
発
効
し
、
常
設
の
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国
際
刑
事
裁
判
所
が
実
現
し
た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
時
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
犯
罪
を
犯
し
た
個
人
を
裁
く
た
め
の
国
際
裁
判

所
が
現
実
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
適
用
事
件
」
本
案
判
決
（
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

対
セ
ル
ビ
ア・モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
に
お
い
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
を
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
六
条
の
「
国

際
刑
事
裁
判
所
」
に
該
当
す
る
と
認
定
し
た（
（（（
（

。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
各
裁
判
所
規
程
の
中
に
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
、
共
同
謀
議
、
上
官
命

令
抗
弁
、
主
権
者
無
答
責
・
国
家
行
為
免
責
の
排
除
な
ど
に
関
す
る
規
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る（
（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
レ
ム
キ
ン
の
求
め
た
国

際
司
法
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
部
の
設
立
は
現
在
で
も
実
現
し
て
は
い
な
い
が
、
国
際
裁
判
所
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
と
当
該
処

罰
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
彼
の
求
め
た
諸
事
項
が
、
実
現
に
近
づ
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
と
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
が
、
共
に
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
こ
と

は
注
目
さ
れ
る（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
が
求
め
た
よ
う
な
処
罰
へ
の
国
連
の
積
極
的
な
介
入
で
は
な
い
が
、
国
連
が
主
導
し
て
処
罰
の
実
現
へ
と
向
か

っ
た
点
で
は
、
レ
ム
キ
ン
の
考
え
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　

国
家
実
行
の
面
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
不
処
罰
を
避
け
る
た
め
に
レ
ム
キ
ン
が
最
も
重
視
し
た
普
遍
的
管
轄
権
が
、
諸
国
の
国

内
制
度
に
お
い
て
設
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
の
時
点
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
対
す
る
普
遍
的
管
轄
権
を
設
定
す
る

国
の
数
は
、
少
な
く
と
も
国
連
加
盟
国
九
四
か
国
に
及
ぶ（
（（（
（

。
レ
ム
キ
ン
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
法
的
拘
束
力
の
下
で
の
普
遍
的
管
轄
権

の
設
定
の
実
現
を
考
え
た
が
、
現
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
枠
組
み
を
越
え
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
内
容
は
、
確
か
に
、
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
に
完
全
に
も
十
分
に
も
沿
う
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
は
第
一
六
条
に
改
正
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
条
約
成
立
後
に
一
度
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
文
言
上
は
現
在
で

も
レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
と
の
距
離
は
縮
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
レ
ム
キ
ン
の
求
め
た
条
約
内
容
の
一
つ
一
つ
の
事
項
は
、
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
の
成
立
後
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
達
成
の
た
め
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
枠
組
み
を
越
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え
て
、
彼
が
重
視
し
た
国
際
法
規
範
の
み
な
ら
ず
、
国
内
法
規
範
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
を
通
じ
て
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

（
1
）　K

ofi A
nnan, A

ddress by Secretary-G
eneral K

ofi A
nnan to the Stockholm

 International F
orum

 on P
reventing G

enocide, available at: http://w
w

w
.

un.org/press/en/2004/sgsm
9126R

ev1.doc.htm
 （last accessed date: 24 M

arch 2018

）.

（
2
）　“R

eservations to T
reaties,” Yea

rbook of th
e In

tern
a

tion
a

l L
a

w
 C

om
m

ission
, V

ol. II, P
art. Tw

o （1997

）, para. 76.

（
3
）　C

hristian J. T
am

s, L
ars B

erster and B
jörn Schiffbauer “G

eneral Introduction,” in C
hristian J. T

am
s, L

ars B
erster and B

jörn Schiffbauer, C
on

ven
tion

 

on
 th

e P
reven

tion
 a

n
d

 P
u

n
ish

m
en

t of th
e C

rim
e of G

en
ocid

e: A
 C

om
m

en
ta

ry （C
.H

. B
eck

・H
art

・N
om

os, 2014

）, p. 4.

（
4
）　

レ
ム
キ
ン
に
関
す
る
最
近
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、D

ouglas Irvin-E
rickson, R

a
p

h
a

ël L
em

kin
 a

n
d

 th
e C

on
cep

t of G
en

ocid
e （U

niversity 

of P
ennsylvania P

ress, 2017
） （hereinafter, “Irvin-E
rickson （2017

）”

）
が
あ
る
。

（
5
）　

レ
ム
キ
ン
の
条
約
構
想
を
分
析
す
る
際
に
本
稿
で
用
い
た
資
料
は
、
条
約
の
準
備
作
業
開
始
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
氏
名
の
明
記
な
ど
で
彼
の
見
解
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
ま
た
は
推
測
可
能
な
資
料
で
あ
る
が
、
条
約
の
準
備
作
業
開
始
以
降
ま
た
は
日
付
が
不
明
確
の
資
料
の
中
で
も
、
当
該
作
業
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
内
容

か
ら
認
め
ら
れ
、
準
備
作
業
開
始
以
前
の
彼
の
考
え
を
よ
り
明
確
に
説
明
す
る
資
料
や
、
彼
の
条
約
構
想
に
直
接
は
関
係
な
い
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
者
の
処
罰
の
実
現
に

関
わ
る
資
料
も
参
考
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
本
国
内
で
入
手
で
き
る
レ
ム
キ
ン
に
関
連
す
る
資
料
は
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
す
べ
て
の
資
料
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
時
間
の
流
れ
と
共
に
レ
ム
キ
ン
が
抱
く
条
約
内
容
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
時
間
的
に
新

し
い
考
え
を
彼
の
考
え
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

（
6
）　R

ichard K
 G

ardiner, Trea
ty In

terp
reta

tion
 （O

xford U
niversity P

ress, 2008

）, pp. 24-25.

（
7
）　

例
え
ば
、
岩
沢
雄
司
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
四
二
二
頁
、
位
田
隆
一
・
最
上
敏
樹
編
集
代
表
『
コ
ン
サ
イ
ス
条
約
集　

第
二
版
』（
三
省
堂
、

二
〇
一
五
年
）
一
〇
七
頁
を
参
照
。
し
か
し
、
薬
師
寺
公
夫
・
坂
元
茂
樹
・
浅
田
正
彦
編
集
代
表
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
八
年
）
八
五
八
頁
は
、
二
〇

一
六
年
度
版
ま
で
は
先
述
の
諸
条
約
集
と
同
じ
邦
訳
を
充
て
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
度
版
以
降
は
「
民
族
的
、
種
族
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
〔a national, ethnical, 

racial or religious

〕
集
団
」
と
改
め
て
い
る
。

（
8
）　P. de A

zcárate, L
ea

gu
e of N

a
tion

s a
n

d
 N

a
tion

a
l M

in
orities: A

n
 E

x
p

erim
en

t （W
ashington D

.C
: C

arnegie E
ndow

m
ent for International P

eace, 

1945

）, p. 14. 

さ
ら
に
、
篠
原
初
枝
「
国
際
連
盟
と
少
数
民
族
問
題
：
な
ぜ
、
誰
が
、
誰
を
、
誰
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
保
護
す
る
の
か
」『
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
』
二
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同
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七
〇
巻
二
号�

二
四
一

六
五
三

四
号
（
二
〇
一
五
年
）
八
四
頁
も
参
照
。

（
9
）　See, U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.73 （13 O

ctober 1948

） （II, pp. 1389-1390

）, U
N

 D
oc. A

/C
.6/SR

.74 （14 O
ctober 1948

） （II, pp. 1390-1405

）, U
N

 D
oc. A

/C
.6/

S
R

.75 （15 O
ctober 1948

） （II, p
p

. 1405-1415

）, in
 H

irad
 A

btah
i an

d
 P

h
ilip

p
a W

ebb, T
h

e G
en

ocid
e C

on
ven

tion
: T

h
e T

ra
va

u
x

 P
rép

a
ra

toires 

[V
olu

m
e S

econ
d

] （M
artinus N

ijhoff P
ublishers, 2008

）, pp. 1378-1419. 

本
文
献
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
関
係
す
る
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、
本
稿
で
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
各
準
備
作
業
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
文
献
を
参
考
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
資
料
に
つ
い
て
は
、
巻
数
と
頁
数
を
「
巻
数
（
一
巻
の
場
合
は
Ⅰ
、
二
巻
の
場
合
は
Ⅱ
と
す
る
）、
頁
数
」
と
し
て
併
記
し
て
い
る
。
本
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料

に
つ
い
て
は
、
国
連
の
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（http://w

w
w

.un.org/en/docum
ents/index.htm

l （last accessed date: 24 M
arch 2018

））。

（
10
）　R

aphaël L
em

kin, A
x

is R
u

le in
 O

ccu
p

ied
 E

u
rop

e: L
a

w
s of O

ccu
p

a
tion

 / A
n

a
lysis of G

overn
m

en
t / P

rop
osa

ls for R
ed

ress （C
arnegie E

ndow
m

ent 

for International P
eace, 1944

） （hereinafter, “L
em

kin （1944

）”

）, p. 91.

（
11
）　

こ
の
表
現
は
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
家
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ヨ
ン
（H

enri F
ocillon

）
に
よ
る
民
族
の
定
義
だ
と
い
う
。R

aphael L
em

kin, “G
enocide C

onvention,” B
ox 

3, F
older 1-2, R

a
p

h
a

el L
em

kin
 P

a
p

ers, T
h

e N
ew

 York P
u

blic L
ibra

ry, quoted in D
ouglas Irvin- E

rickson, “G
enocide, the ‘F

am
ily of M

ind’ and 

the R
om

antic Signature of R
aphael L

em
kin,” Jou

rn
a

l of G
en

ocid
e R

esea
rch

, V
ol. 15, N

o. 3 （2013

） （hereinafter, “Irvin-E
rickson （2013

）”

）, p. 278. 

S
ee also, R

ap
h

ael L
em

kin
, “T

otally U
n

official,” in
 D

on
n

a-L
ee F

rieze 

（ed
.

）, Tota
lly

 U
n

officia
l: T

h
e A

u
tobiogra

p
h

y
 of R

a
p

h
a

el L
em

kin
 

（Yale 

U
niversity P

ress, 2013

） （hereinafter, “L
em

kin （2013

）”

）, p. 166.

（
12
）　

レ
ム
キ
ン
の
用
い
る“nation”

の
定
義
に
つ
い
て
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン－

エ
リ
ク
ソ
ン
（D

ouglas Irvin-E
rickson

）
は
「
レ
ム
キ
ン
は
、『
枢
軸
国
の
支
配
』
の

中
で
彼
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
存
在
論
を
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
り
、
彼
が“nation”

に
よ
っ
て
意
味
す
る
も
の
を
定
義
し
た
り
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
自
身
が
決
し

て
終
え
な
か
っ
た
社
会
科
学
の
作
業
の
中
で
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
か
か
ろ
う
と
意
図
し
た
。
レ
ム
キ
ン
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
る
学
者
が
、
民
族
国
家
の
地
理
的
社
会
的
分

類
ま
た
は
ヘ
ル
ダ
ー
派
の
根
源
的
な
共
同
体
に
従
っ
て
レ
ム
キ
ン
が
『
枢
軸
国
の
支
配
』
の
中
でnations

を
定
義
し
た
と
こ
れ
ま
で
想
定
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
驚

く
こ
と
で
は
な
い
。
…
『
枢
軸
国
の
支
配
』
の
中
で
レ
ム
キ
ン
が
示
すnation
の
定
義
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
彼
が
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
ま
さ
に
そ

の
根
源
的
な
概
念
を
排
除
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。
ダ
ー
ク
・
モ
ー
ジ
ズ
（A

. D
irk M

oses

）
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
表
現
す
る
よ
う
に
、
レ
ム
キ
ン
の
読
者
は
結
果
と

し
て
、『
彼
ら
が
レ
ム
キ
ン
のnationhood

概
念
を
理
解
し
な
い
場
合
、
五
里
霧
中
を
さ
ま
よ
う
』」
と
指
摘
す
る
。Irvin-E

rickson （2017

）, su
p

ra
 note 4, p. 84.

（
13
）　Seyla B

en
h

abib, “In
tern

ation
al L

aw
 an

d
 H

u
m

an
 P

lu
rality in

 th
e S

h
ad

ow
 of T

otalitarian
ism

: H
an

n
ah

 A
ren

d
t an

d
 R

ap
h

ael L
em

kin
,” in

 M
arco 

G
oldoni and C

hristopher M
cC

orkindale （eds.

）, H
a

n
n

a
h

 A
ren

d
t a

n
d

 th
e L

a
w

 （H
art P

ublishing, 2012

）, p. 191.
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（
14
）　John C

ooper, R
a

p
h

a
el L

em
kin

 a
n

d
 th

e S
tru

ggle for th
e G

en
ocid

e C
on

ven
tion

 （P
alhrave M

acm
illan, 2008

）, p. 6, Irvin-E
rickson （2017

）, su
p

ra
 

note 4, p. 17.
（
15
）　Sam

antha P
ow

er, A
 P

roblem
 from

 H
ell: A

m
erica

 a
n

d
 th

e A
ge of G

en
ocid

e （H
arper P

erennial, 2007

）, p. 20. 

本
書
の
邦
訳
書
と
し
て
、
サ
マ
ン
サ
・

パ
ワ
ー
著
・
星
野
尚
美
訳
『
集
団
人
間
破
壊
の
時
代
―
平
和
維
持
活
動
の
現
実
と
市
民
の
役
割
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

（
16
）　D

om
inik J. Schaller and Jürgen Z

im
m

erer, “Introduction: T
he O

rigins of G
enocide –R

aphael L
em

kin as a H
istorian of M

ass V
iolence,” in D

om
inik 

J. Schaller and Jü rgen Z
im

m
erer （eds.

）, T
h

e O
rigin

s of G
en

ocid
e –R

a
p

h
a

el L
em

kin
 a

s a
 H

istoria
n

 of M
a

ss V
iolen

ce （R
outledge, 2013

）, p. 3.

（
17
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 1.

（
18
）　Ibid

., p. 17. 

（
19
）　See, C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 6. 

学
生
時
代
初
期
に
身
近
で
ポ
グ
ロ
ム
が
複
数
回
発
生
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
・
ク
ー
パ
ー
（John C

ooper

）
は
、「
こ
の
一
連
の
ポ

グ
ロ
ム
が
学
生
時
代
初
期
の
頃
の
レ
ム
キ
ン
の
人
格
形
成
に
影
響
（form

ative influence

）
を
与
え
た
」
と
考
察
す
る
。Ibid

., pp. 13-14.

（
20
）　Irvin- E

rickson （2017

）, su
p

ra
 note 4, p. 36.

（
21
）　A

rnold Toynbee, A
rm

en
ia

n
 A

trocities: T
h

e M
u

rd
er of a

 N
a

tion
 （H

odder &
 Stoughton, 1915

）, p. 70, available at: https://archive.org/details/
arm

enianatrociti00toyn （last accessed date: 24 M
arch 2018

）.

（
22
）　

中
島
偉
晴
『
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
―
民
族
四
〇
〇
〇
年
の
歴
史
と
文
化
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
一
九
六
頁
。

（
23
）　P

eter B
alakian, “R

aphael L
em

kin, C
ultural D

estruction, and the A
rm

enian G
enocide,” H

oloca
u

st a
n

d
 G

en
ocid

e S
tu

d
ies, V

ol. 27, N
o. 1 （2013

）, 
p. 59.

（
24
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 15.

（
25
）　H

arbert Yahraes, “H
e G

ave a N
am

e to the W
orld’s M

ost H
orrible C

rim
e,” C

ollier’s W
eekly, 3 M

arch 1951, p. 28. 

た
だ
し
、
レ
ム
キ
ン
が
第
一
次
世
界
大

戦
後
に
大
学
で
言
語
学
を
学
ん
で
い
た
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
意
見
も
あ
る
が
（P

hilippe Sands, E
a

st W
est S

treet: O
n

 th
e O

rigin
s of G

E
N

O
C

ID
E

 a
n

d
 

C
R

IM
E

S
 A

G
A

IN
S

T
 H

U
M

A
N

IT
Y

 （W
eidenfeld &

 N
icolson, 2016

）, pp. 144-145. 
本
書
の
邦
訳
書
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
サ
ン
ズ
著
・
園
部
哲
訳
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
合
流
―
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の
起
源
』（
白
水
社
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
）、
レ
ム
キ
ン
の
著
作
の
中
の
「
法
と
い
う
悪
魔
に
自
分
の
魂
を
売

る
前
に
、
言
語
学
の
自
分
の
研
究
を
通
じ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
あ
る
程
度
知
っ
た
」（L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 69

）
の
記
述
は
無
視

で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
26
）　W

illiam
 K

orey, A
n

 E
p

ita
p

h
 for R

a
p

h
a

el L
em

kin
 （T

he Jacob B
laustein Institute for the A

dvancem
ent of H

um
an R

ights of the A
m

erican Jew
ish 

C
om

m
ittee, pre-publication

）, p. 6, available at: http://w
w

w
.ajcarchives.org/m

ain.php?G
roupingId=

3861 （last accessed date: 24 M
arch 2018

）.
（
27
）　Ibid

. 

（
28
）　

タ
ラ
ー
ト
・
パ
シ
ャ
暗
殺
事
件
に
関
す
る
レ
ム
キ
ン
と
教
授
の
会
話
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、R

obert M
errill B

artlett, T
h

ey S
ta

n
d

 In
vin

cible: M
en

 W
h

o 

A
re R

esh
a

p
in

g O
u

r W
orld

 （V
ail- B

allou P
ress, 1959

）, pp. 96-97

を
参
照
。
ま
た
、
周
囲
と
当
該
事
件
に
つ
い
て
議
論
す
る
中
で
レ
ム
キ
ン
の
行
っ
た
、
国
家
主
権

の
絶
対
性
に
対
し
て
否
定
し
た
主
張
に
つ
い
て
、L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 20

を
参
照
。

（
29
）　

小
森
光
夫
『
一
般
国
際
法
秩
序
の
変
容
―
国
際
法
制
度
の
変
化
過
程
と
規
範
的
正
当
化
―
』（
信
山
社
、
二
〇
一
五
年
）
五
三
頁
。

（
30
）　

小
寺
彰
・
岩
沢
雄
司
・
森
田
章
夫
編
『
講
義
国
際
法　

第
二
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）（
奥
脇
直
也
執
筆
）
一
八
頁
。

（
31
）　B

alakian, su
p

ra
 note 23, p. 59.

（
32
）　Yahraes, su

p
ra

 note 25, p. 28.

（
33
）　K

orey, su
p

ra
 note 26, p. 8.

（
34
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 20.

（
35
）　H

enry L
a C

ossitt, “T
he M

an W
ho O

utlaw
ed G

enocide,” T
h

is W
eek, 7 January 1951, p. 14.

（
36
）　A

nna Schur, “Shades of Justice: T
he T

rial Sholom
 Schw

artzbard and D
ovid B

ergelson’s am
ong refugees,” L

a
w

 a
n

d
 L

itera
tu

re, V
ol. 19, N

o. 1 

（2007

）, pp. 15-16.

（
37
）　Ibid

., p. 16.

（
38
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 16.

（
39
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 21.

（
40
）　

添
谷
育
志
「
大
量
虐
殺
の
語
源
学－

あ
る
い
は
『
命
名
の
』
政
治
学
」『
法
学
研
究
』
九
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
三
頁
。

（
41
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, pp. 15-17.

（
42
）　A

na F
lipa V

rdoljak, “H
um

an R
ights and G

enocide: T
he W

ork of L
auterpacht and L

em
kin in M

odern International L
aw

,” E
u

rop
ea

n
 Jou

rn
a

l of 

In
tern

a
tion

a
l L

a
w

,  V
ol. 20, N

o. 4 （2010

）, p. 1174.

（
43
）　Ibid

., pp. 1174-1175.
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（
44
）　R

ap
h

ael L
em

kin
, Sęd

zia
 w

 obliczu
 n

ow
oczesn

ego p
ra

w
a

 ka
rn

ego i K
ry

m
in

logii 

（T
h

e Ju
d

ge in
 th

e F
a

ce of th
e M

od
ern

 P
en

a
l L

a
w

）  

（1933

）, p. 10, translated in R
yszard Szawłow

ski, “R
aphael L

em
kin （1900-1959

）, T
he P

olish L
aw

yer W
ho C

reated the C
oncept of “G

enocide”,” T
h

e 

P
olish

 Q
u

a
rterly of In

tern
a

tion
a

l A
ffa

irs, V
ol. 14, N

o. 2 （2005

）, p. 111. See also, V
rdoliak, su

p
ra

 note 42, pp. 1175-1176.

（
45
）　A

n
on

ym
ou

s au
th

or

（s

）, “S
u

m
m

ary, “T
otally U

n
official”” （D

raft au
tobiograp

h
y

）, B
ox 1, F

old
er 35, R

a
p

h
a

el L
em

kin
 P

a
p

ers, T
h

e N
ew

 Y
ork 

P
u

blic L
ibra

ry,  quoted in V
rdoliak, su

p
ra

 note 42, p. 1175.

（
46
）　V

rdoliak, ibid
., p. 1176.

（
47
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, pp. 21-22.

（
48
）　See, Irvin-E

rickson （2017

）, su
p

ra
 note 4, pp. 40-42

（
49
）　

本
書
の
邦
訳
と
し
て
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
著
・
平
野
一
郎
・
将
積
茂
訳
『
わ
が
闘
争　

完
訳
（
上
）』、『
わ
が
闘
争　

完
訳
（
下
）』（
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
）
が

あ
る
。

（
50
）　R

aphael L
em

kin, “A
u

tobiogra
p

h
y,” R

eel 2, B
ox 1, F

older 36, R
a

p
h

a
el L

em
kin

 P
a

p
ers, T

h
e N

ew
 York P

u
blic L

ibra
ry,  quoted in Irvin-E

rickson 

（2017

）, su
p

ra
 note 4, p. 45.

（
51
）　Irvin-E

rickson （2013

）, su
p

ra
 note 11, p.278.

（
52
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 22.

（
53
）　Ibid

.

（
54
）　M

anuel L
orez-R

ey A
rrojo, K

uis Jim
enez de A

sua and V
espasien P

ella （eds.

）,  A
ctes d

e la
 C

on
f éren

ce （A
. P

edone, 1935

） （hereinafter, “L
em

kin 

（1935

）”

）, pp. 48-56. 

（
55
）　R

ap
h

aël L
em

kin
, L

es A
ctes C

on
stitu

a
n

t u
n

 D
a

n
ger G

en
era

l 
（In

ter éta
tiqu

e

） C
on

sid
ér és com

m
e D

elits d
es D

roit d
es G

en
s 

（A
. P

ed
on

e, 

1933

） （hereinafter, “L
em

kin （1933

）”

）, available at: B
ox 1, F

older 11, G
u

id
e to th

e R
a

p
h

a
el L

em
kin

 （1900-1959

） C
ollection

 （http://findingaids.

cjh.org/?pID
=

109202 （last accessed date: 24 M
arch 2018

））. 

な
お
、
本
書
の
英
訳
版
はhttp://w

w
w

.preventgenocide.org/lem
kin/ （last accessed date: 24 

M
arch 2018

）
で
入
手
可
能
。

（
56
）　

レ
ム
キ
ン
は
、「
暴
虐
」
の
罪
の
概
念
を
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
国
際
法
学
者
ヴ
ェ
ス
パ
ー
シ
エ
ン
・
ヴ
ィ
・
ペ
ラ
（V

espasian V. P
ella

）
か
ら
借
り
て
き
た
。W

illiam
 A

. 

Schabas, G
en

ocid
e in

 In
tern

a
tion

a
l L

a
w

 

（C
am

bridge U
niversity P

ress, 2000

）, p. 26. See also, L
em

kin （1935

）, su
p

ra
 note 54, p. 55, C

ooper, 
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ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
四
五

六
五
七

su
p

ra
 note 14, p. 19

も
参
照
。

（
57
）　A

nonym
ous author （s

）, su
p

ra
 note 45, p. 22, quoted in V

rdojak, su
p

ra
 note 42, p. 1177.

（
58
）　Ibid

.

（
59
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 24. 

レ
ム
キ
ン
自
身
は
会
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
。See, Sands, su

p
ra

 note 25, p. 157. 

な
お
、
レ
ム
キ
ン
は
自
分
の
提
案
が

会
議
で
議
論
さ
れ
た
と
す
る
が
（L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11 , p. 24

）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
サ
ン
ズ
（P

hilippe Sands

）
は
議
論
さ
れ
た
証
拠
の
不
存
在
を
指
摘
す
る

（Sands, su
p

ra
 note 25, p. 157

）。

（
60
）　T

anya E
lder, “W

hat you see before your eyes: docum
enting R

aphael L
em

kin’s L
ife by E

xploring his archival P
apers, 1900-1959,” in Schaller, 

su
p

ra
 note 16, p. 31, as the sam

e article, T
anya E

lder, “W
hat you see before your eyes: docum

enting R
aphael L

em
kin’s L

ife by E
xploring his 

archival P
apers, 1900-1959,” Jou

rn
a

l of G
en

ocid
e R

esea
rch

,  V
ol. 7, N

o.4 （2005

）.

（
61
）　R

aphael L
em

kin, “T
he E

volution of the G
enocide C

onvention,” R
eel 2, R

a
p

h
a

el L
em

kin
 P

a
p

ers, T
h

e N
ew

 York P
u

blic L
ibra

ry, quoted in P
ow

er, 

su
p

ra
 note 15, p. 22, footnote 14.

（
62
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 23. 

（
63
）　P

ow
er, su

p
ra

 note 15, pp. 23-25.

（
64
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 23.

（
65
）　P

ow
er, su

p
ra

 note 15, p. 25.

（
66
）　Ibid

., p. 26.

（
67
）　A

llan A
. R

yan, “N
urem

berg’s contributions to International L
aw

,” B
oston

 C
ollege In

tern
a

tion
a

l &
 C

om
p

a
ra

tive L
a

w
 R

eview
,  V

ol. 30 （2007

）, 
p. 57.

（
68
）　

こ
れ
に
つ
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
イ
ト
マ
ン
著
・
川
上
洸
訳
『
封
印
さ
れ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』（
大
月
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
69
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 52.

（
70
）　P

ow
er, su

p
ra

 note 15, p. 38.

（
71
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10.

（
72
）　A

. D
irk M

oses, “R
aphael L

em
kin, C

ultural, and the C
oncept of G

enocide,” in D
onald B

loxham
 and A

. D
irk M

oses （eds.

）, T
h

e O
x

ford
 H

a
n

d
book 
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志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
四
六

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
五
八

of G
en

ocid
e S

tu
d

ies （O
xford U

niversity P
ress, 2010

）, p. 33.
（
73
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 56.

（
74
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 76.

（
75
）　Ibid

.

（
76
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 57.

（
77
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 114. See also, L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. xiii.

（
78
）　R

ap
h

ael L
em

kin
, “G

en
ocid

e –A
 M

od
ern

 C
rim

e,” F
ree W

orld
, V

ol. 4 （1945

） （h
erein

after, “L
em

kin
 （1945

）”

）, p
. 42, available at: h

ttp
://w

w
w

.

preventgenocide.org/lem
kin/freew

orld1945.htm
 （last accessed date: 24 M

arch 2018

）, R
aphael L

em
kin, “G

enocide,” T
h

e A
m

erica
n

 S
ch

ola
r, V

ol. 

15, N
o. 2 （1946

） （h
erein

after, “L
em

kin
 （1946

）”

）, p
. 228, available at: h

ttp
://w

w
w

.p
reven

tgen
ocid

e.org/lem
kin

/am
erican

sch
olar1946.h

tm
 （last 

accessed date: 24 M
arch 2018

）.

（
79
）　

ド
イ
ツ
に
と
っ
て
の
戦
争
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
関
係
に
関
す
る
レ
ム
キ
ン
の
指
摘
に
つ
い
て
、L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, pp. 80-81

を
参
照
。

（
80
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
81
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 22.

（
82
）　Ibid

., p. 114.

（
83
）　L

em
kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 43, L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 228, R

aphael L
em

kin, “G
enocide as a C

rim
e under International L

aw
,” 

A
m

erica
n

 Jou
rn

a
l of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, V

ol. 41, N
o. 1 （1947

） （hereinafter, “L
em

kin （1947

）”

）, p. 146. 

た
だ
し
、本
稿
第
三
章
二
節
四
項
で
触
れ
る
が
、

レ
ム
キ
ン
は
私
人
の
み
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
否
定
し
て
い
な
い
。

（
84
）　

小
寺
彰
『
パ
ラ
ダ
イ
ム
国
際
法
―
国
際
法
の
基
本
構
成
―
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
六
頁
。

（
85
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 22.

（
86
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 79. 

サ
マ
ン
サ・パ
ワ
ー
（Sam

antha P
ow

er
）
は
、“genocide”

を
編
み
出
す
に
あ
た
り
レ
ム
キ
ン
が
留
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
レ
ム
キ
ン
は
、
言
語
論
と
意
味
論
に
つ
い
て
幅
広
く
読
み
、
彼
が
感
心
し
た
新
造
語
を
作
っ
た
個
人
の
作
業
を
基
に
自
身
の
作
業
を
進
め
た
。
レ
ム
キ
ン
が
特
に
興
味
を
持

っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
（G

eorge E
astm

an

）
の
考
え
で
あ
っ
た
。
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
、
次
を
理
由
と
し
て
、『
コ
ダ
ッ
ク
（K

odak

）』
を
自
身
の
新
し

い
カ
メ
ラ
の
名
前
と
決
め
た
。『
第
一
に
、短
い
こ
と
。
第
二
に
、誤
っ
た
発
音
を
さ
れ
な
い
こ
と
。
第
三
に
、コ
ダ
ッ
ク
以
外
に
芸
術
分
野
の
い
か
な
る
物
に
も
似
て
お
ら
ず
、
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に
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け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
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レ
ム
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影
響

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
四
七

六
五
九

芸
術
分
野
の
い
か
な
る
物
と
も
関
連
性
を
有
し
え
な
い
こ
と
』
で
あ
る
。
レ
ム
キ
ン
は
、
他
の
文
脈
で
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
言
葉
（
例
え
ば
、『
暴
虐
』
お
よ
び
『
非

文
化
的
蛮
行
』
は
使
用
さ
れ
う
る
）
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
彼
は
意
識
的
に
、
言
葉
に
『
新
鮮
か
つ
斬
新
性
』
を
与
え
る
一
方
で
、『
可
能
な
限
り
手
短
で
か
つ
心
に
訴

え
る
』
も
の
を
表
現
す
る
言
葉
を
探
究
し
た
」
と
述
べ
る
。P

ow
er, su

p
ra

 note 15, pp. 41-42.

（
87
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 79.

（
88
）　Ibid

.

（
89
）　Ibid

.

（
90
）　Ibid

., p. 82. 
八
つ
の
側
面
の
具
体
的
例
と
し
てibid

., pp. 82-90

、
八
つ
の
側
面
が
お
互
い
に
関
係
性
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
てL

em
kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 

39

を
参
照
。

（
91
）　D

avid L
uban, “C

alling G
enocide by Its R

ightful N
am

e: L
em

kin’s W
ord, D

arfur, and the U
N

 R
eport,” C

h
ica

go Jou
rn

a
l of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, V

ol. 

7, N
o. 1 （2006

）, p. 310.

（
92
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 229.

（
93
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 79.

（
94
）　Ibid

.

（
95
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 227.

（
96
）　Ibid

., pp. 227-228.

（
97
）　L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, p. 150. 

ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン－

エ
リ
ク
ソ
ン
は
、
一
九
四
四
年
著
書
の
中
で
レ
ム
キ
ン
が
犯
罪
意
思
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
強
調

し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、レ
ム
キ
ン
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、当
該
行
為
の
背
景
に
存
在
す
る
犯
罪
意
思
の
程
度
で
は
な
く
、集
団
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
事
実
だ
っ
た
と
し
、

レ
ム
キ
ン
が
犯
罪
意
思
に
つ
い
て
特
別
意
図
（d

olu
s sp

ecia
lis

）
ま
た
は
未
必
の
故
意
（d

olu
s even

tu
lis

）
の
い
ず
れ
を
意
味
し
た
の
か
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
非
常
に

議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
レ
ム
キ
ン
は
後
者
を
暗
示
し
た
と
述
べ
る
。Irvin-E

rickson （2017

）, su
p

ra
 note 4, p. 127. 

し
か
し
、
一
九
四
四
年
著
書
の
中

で
、
レ
ム
キ
ン
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
つ
い
て
「
民
族
的
集
団
そ
れ
自
体
を
殲
滅
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
（w

ith the aim
 of

）、
当
該
集
団
の
生
命
の
本
質
的
な
基
盤
の
破
壊

を
目
的
と
す
る
様
々
な
諸
行
為
を
統
合
し
た
計
画
」（
傍
線
筆
者
）
と
述
べ
て
お
り
（L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 79

）、
彼
が
特
別
意
図
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の

成
立
要
件
と
し
て
想
定
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
後
藤
啓
介
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
お
け
る
『
行
為
支
配
』
と
『
破
壊
す
る
意
図
』
―
ド
イ
ツ
連
邦

通
常
裁
判
所
ル
ワ
コ
ン
ベ
事
件
判
決
（B

G
H

, U
rteil des 3. Strafsenats vom

 21.05.2015-3 StR
 575/14-

）
を
契
機
と
し
て
―
」『
亜
細
亜
法
学
』
第
五
二
巻
一
号
（
二
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社
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七
〇
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二
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四
八

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
六
〇

〇
一
七
年
）
一
二
二
頁
、
脚
注
144
も
参
照
。

（
98
）　L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, pp. 150-151.

（
99
）　

藤
岩
睦
郎
『
英
米
法
に
お
け
る
共
同
謀
議
罪
の
研
究
―
共
同
謀
議
罪
の
理
論
と
歴
史
―
』（
法
務
府
法
制
意
見
第
四
局
、
一
九
五
一
年
）
四
四
―
四
九
頁
。

（
100
）　A

aron F
ichtelberg, “C

onspiracy and International C
rim

inal Justice,” C
rim

in
a

l L
a

w
 F

oru
m

, V
ol. 17 （2006

）, p. 152.

（
101
）　

藤
岩
『
前
掲
書
』（
注
99
）
四
二
頁
。

（
102
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 23.

（
103
）　

国
際
軍
事
裁
判
所
の
検
察
側
も
共
同
謀
議
概
念
を
特
定
の
組
織
全
体
、
す
な
わ
ち
ナ
チ
ス
の
特
定
の
機
関
全
体
を
犯
罪
化
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
問
題
の
機
関
に
お
け
る
一
構
成
員
と
し
て
の
地
位
を
そ
れ
自
体
で
実
体
犯
罪
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
国
際
軍
事
裁
判
所
は
検
察
側
の
こ
の
よ
う
な
考
え
を
否
定

し
た
。See, F

ichtelberg, su
p

ra
 note 100, pp. 161-164.

（
104
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78 , p. 230.

（
105
）　

共
同
謀
議
概
念
は
英
米
法
の
中
で
発
展
し
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
各
国
内
法
の
内
容
は
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
共
同
謀
議
罪
が
成
立
す
る
た
め

の
要
件
と
し
て
顕
示
行
為
を
求
め
る
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
当
該
原
則
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
江
家
義

男
「
英
米
法
に
お
け
る
共
謀
罪
（C

onspiracy

）」『
早
稲
田
法
学
』
第
二
四
巻
三
・
四
号
（
一
九
四
九
年
）
三
八
二
―
三
八
三
頁
を
参
照
。

（
106
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
107
）　Ibid

., p.228, L
em

kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, p. 147.

（
108
）　L

em
kin （1933

）, su
p

ra
 note 55, pp. 5-6. 

前
者
の
「
暴
虐
行
為
」
は
「
集
団
構
成
員
と
し
て
の
個
人
に
対
す
る
損
害
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、そ
の
第
一
の
例
と
し
て
、

「
種
族
的
、
宗
教
的
ま
た
は
社
会
的
集
団
に
対
す
る
殲
滅
行
為
（
例
え
ば
、
大
量
殺
害
や
ポ
グ
ロ
ム
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。Ibid

., p. 4.

（
109
）　See also, L

em
kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 43, L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 228, L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, p. 147.

（
110
）　See, M
oses, su

p
ra

 note 72, pp. 25-26. 

た
だ
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
時
は
両
方
の
観
点
を
有
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。See, U

N
 D

oc. 

E
/447 （26 June 1947

） （I, pp. 234-235

）.

（
111
）　

小
寺
他
『
前
掲
書
』（
注
30
）
一
六
九
頁
（
中
川
淳
司
執
筆
）。

（
112
）　

竹
内
真
理
は
、
普
遍
的
管
轄
権
の
定
義
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
竹
内
真
理
「
域
外
行
為
に
対
す
る
刑
事
管
轄
権
行
使
の
国
際
法
上
の
位
置
づ
け
―
重
大
な
人
権

侵
害
に
対
す
る
分
野
の
普
遍
的
管
轄
権
行
使
を
中
心
に
―
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
一
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
〇
頁
。
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け
る
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響

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
四
九

六
六
一

（
113
）　L

em
kin （1933

）, su
p

ra
 note 55, p. 1. 

（
114
）　Ibid

. 
（
115
）　L

em
kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 43, R

aphael L
em

kin, “O
utline of an article on G

E
N

O
C

ID
E

,” B
ox 7, F

older 3, G
u

id
e to th

e R
a

p
h

a
el L

em
kin

 
（1900-1959

） Collection
 （hereinafter, “L

em
kin （O

utline

）”

）, p. 3.

（
116
）　L

em
kin （O

utline

）, ibid
., pp. 4-5.

（
117
）　Ibid

. 

国
家
が
私
人
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
容
す
る
場
合
と
し
て
他
に
、
当
該
私
人
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
容
し
た
国
に
留
ま
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
が
、
レ
ム
キ
ン
は

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
関
与
国
に
よ
る
自
国
民
の
処
罰
可
能
性
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
た
め
、
許
容
国
の
国
内
裁
判
所
で
の
訴
追
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
処
罰
の
実

現
の
た
め
に
採
ら
れ
う
る
方
法
と
し
て
は
当
該
国
の
国
内
裁
判
所
以
外
で
の
訴
追
が
考
え
ら
れ
る
。

（
118
）　Ibid

., p. 5.

（
119
）　Ibid

., pp. 3, 5. 

（
120
）　

山
内
由
梨
佳
「
重
大
な
人
権
侵
害
を
構
成
す
る
犯
罪
に
対
す
る
普
遍
的
管
轄
権
の
適
用
可
能
性
―
ベ
ル
ギ
ー
人
道
法
と
ス
ペ
イ
ン
司
法
権
組
織
法
を
手
が
か
り
と
し
て
」『
本

郷
法
政
紀
要
』
一
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
七
八
頁
。

（
121
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
122
）　Ibid

.

（
123
）　

佐
藤
宏
美
『
違
法
な
命
令
の
実
行
と
国
際
刑
事
責
任
』（
有
信
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
頁
。

（
124
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 24.

（
125
）　Ibid

., p. 93. See also, L
em

kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 43.

（
126
）　L

em
kin （1945

）, ibid
.

（
127
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. ix.

（
128
）　

大
沼
保
昭
『
戦
争
責
任
論
序
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
一
七
頁
。

（
129
）　

同
上
、
佐
藤
『
前
掲
書
』（
注
123
）
一
四
頁
。

（
130
）　L

em
kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 43, L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
131
）　

レ
ム
キ
ン
の
求
め
た
条
約
内
容
の
中
に
は
、
国
際
軍
事
裁
判
所
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項
も
あ
る
。
実
際
に
レ
ム
キ
ン
は
当
該
憲
章
の
起
草
者
と
接
点
が
あ
っ
た
た
め
、
お
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志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
五
〇

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
六
二

互
い
の
影
響
に
つ
い
て
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
断
言
で
き
な
い
。See, Irvin- E

rickson （2017

）, su
p

ra
 note 4, 

pp. 138-151.
（
132
）　

大
沼
『
前
掲
書
』（
注
128
）
一
六
―
一
八
頁
。

（
133
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. 93, L

em
kin （1945

）, su
p

ra
 note 78, p. 43, L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
134
）　L

em
kin （1944

）, ibid
.

（
135
）　

森
下
忠
『
犯
罪
人
引
渡
法
の
理
論
』（
成
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
六
五
頁
。

（
136
）　Torsten Stein, “E

xtradition,” M
a

x
 P

la
n

ck E
n

cyclop
ed

ia
 of P

u
blic In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, para. 1.

（
137
）　Ibid

., para. 7.

（
138
）　

芹
田
健
太
郎
「
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
原
則
の
確
立
―
歴
史
的
・
実
証
的
検
討
―
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
七
一
巻
四
号
（
一
九
七
二
年
）
四
一
頁
、
脚
注
１
。

（
139
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
140
）　Ibid

.

（
141
）　

芹
田
「
前
掲
論
文
」（
注
138
）
四
三
―
五
二
頁
を
参
照
。

（
142
）　

政
治
犯
罪
人
不
引
渡
し
原
則
の
慣
習
国
際
法
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
、
同
上
、
七
一
―
七
九
頁
、Stein, su

p
ra

 note 136, paras. 31-33

が
あ
る
。

（
143
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
144
）　

小
寺
他
『
前
掲
書
』（
注
30
）
三
四
〇
頁
（
河
野
真
理
子
執
筆
）。
な
お
、
各
国
の
国
内
法
制
度
に
お
け
る
自
国
民
不
引
渡
し
原
則
の
状
況
に
つ
い
て
、
森
下
忠
「
自
国
民
不

引
渡
し
原
則
」
朝
倉
京
一
・
阿
部
純
二
・
下
村
康
正
・
森
下
忠
編
『
刑
事
法
学
の
現
代
的
展
開
（
上
巻
）　

刑
法
編
・
刑
事
訴
訟
編
』（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
145
）　R

aphael L
em

kin, “T
he P

rotection of B
asic H

um
an R

ights of M
inorities in the F

orthcom
ing P

eace T
reaties,” B

ox 7, F
older 2, G

u
id

e to th
e R

a
p

h
a

el 

L
em

kin
 （1900-1959

） Collection
, pp. 6-7.

（
146
）　Ibid

., p. 7.

（
147
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
148
）　L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, p. 148. 

国
際
軍
事
裁
判
所
に
お
け
る
主
要
戦
争
犯
罪
人
に
関
す
る
裁
判
に
お
い
て
、
検
察
側
は
、
起
訴
状
の
中
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の

文
言
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
藤
田
久
一
『
戦
争
犯
罪
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
一
一
五
―
一
一
八
頁
を
参
照
。

（
149
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 120.
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志
社
法
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七
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二
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二
五
一

六
六
三

（
150
）　L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, p. 148.

（
151
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 120.

（
152
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 78.

（
153
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, pp. 122-123.

（
154
）　U

N
 D

oc. A
/B

U
R

/50 （2 N
ovem

ber 1946

） （I, p. 3

）.

（
155
）　L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, p. 122.

（
156
）　

小
委
員
会
の
構
成
国
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
チ
リ
、
キ
ュ
ー
バ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
パ
ナ
マ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
一
〇
カ
国
で
あ
る
。

U
N

 D
oc. A

/C
.6/96 （2 D

ecem
ber 1946

） （I, p. 24

）.

（
157
）　U

N
 D

oc. 96

（I

） （11 D
ecem

ber 1946

） （I, p. 34

）.

（
158
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/120 （6 D
ecem

ber 1946

） （I, p. 26

）. 

（
159
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/84 （25 N
ovem

ber 1946

） （I, p. 9

）.

（
160
）　

例
え
ば
、
イ
ン
ド
代
表
見
解
（Ibid

. （I, p. 10
））
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/96, su
p

ra
 note 156, （I, pp. 18-19

））
を
参
照
。

（
161
）　

決
議
の
準
備
作
業
の
過
程
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
提
出
さ
れ
た
初
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
草
案
の
第
四
条
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
行
為
は
、
犯
行
地
ま
た
は

犯
罪
者
の
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、そ
の
国
の
刑
事
訴
訟
法
に
従
っ
て
、あ
ら
ゆ
る
国
に
よ
っ
て
訴
追
お
よ
び
処
罰
さ
れ
る（sh

a
ll be prosecuted and punished

）（
斜
体
筆
者
）」

と
規
定
し
、
普
遍
的
管
轄
権
の
行
使
を
義
務
づ
け
て
い
た
。U

N
 D

oc. A
/C

.6/86 （26 N
ovem

ber 1946

） （I, pp. 6-7

）. 

さ
ら
に
、
後
述
す
る
が
、
国
連
事
務
総
長
の
下
で

作
成
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
条
約
草
案
で
は
普
遍
的
管
轄
権
に
関
す
る
条
文
が
規
定
さ
れ
た
が
、
同
草
案
に
関
す
る
注
解
の
中
で
、
普
遍
的
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ

と
が
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
の
意
図
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 225

）.

（
162
）　Ibid

. , p. 150.

（
163
）　

小
寺
他
『
前
掲
書
』（
注
30
）
三
七
六
頁
（
最
上
敏
樹
執
筆
）。

（
164
）　L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, pp. 146-147.

（
165
）　See, ibid

., p. 146.

（
166
）　Ibid

., p. 150.

（
167
）　“M

essage to the C
ongress T

ransm
itting F

irst A
nnual R

eport on U
.S. P

articipation in the U
nited N

ations, F
ebruary 5, 1947,”  P

u
blic P

a
p

ers of 
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ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
六
四

th
e P

resid
en

ts of th
e U

n
ited

 S
ta

tes, H
a

rry
 S

. T
ru

m
a

n
; C

on
ta

in
in

g th
e P

u
blic M

essa
ges, S

p
eech

es, a
n

d
 S

ta
tem

en
ts of th

e P
resid

en
t, 

Ja
n

u
a

ry 1 to D
ecem

ber 31, 1947 （O
ffice of the F

ederal R
egister, N

ational A
rchives and R

ecords Service G
eneral Services A

dm
inistration, 1963

）, 

p.121.　

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
本
書
簡
は
、https://w

w
w

.trum
anlibrary.org/publicpapers/index.php?pid=

2225 （last accessed date: 24 M
arch 2018

）
で
入

手
可
能
。

（
168
）　L

em
kin （1947

）, su
p

ra
 note 83, p. 150.

（
169
）　U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, pp. 214-221

）.

（
170
）　Ibid

. （I, p. 222
）. 

（
171
）　Ibid

. （I, p. 226

）.

（
172
）　Ibid

. （I, p. 223

）.

（
173
）　U

N
 D

oc. E
/734 （3 M

arch 1948
） （I, p. 619

）. 

特
別
委
員
会
の
構
成
国
は
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
レ
バ
ノ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
七

カ
国
で
あ
る
。Ibid

.

（
174
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/12 （19 M

ay 1948

） （I, pp. 1161-1166

）.

（
175
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/7 （7 A

pril 1948

） （I, pp. 696-698

）.

（
176
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/9 （16 A

pril 1948

） （I, p. 833
）.

（
177
）　U

N
 D

oc. 260

（III

） （9 D
ecem

ber 1948

） （II, pp. 2086-2091

）.

（
178
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
一
条
二
項
、［
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
］
第
二
条
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］
第
二
条
。

（
179
）　
「
当
該
集
団
の
維
持
ま
た
は
発
展
を
妨
げ
る
意
図
」
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｇ
草
案
以
降
、
条
約
の
準
備
作
業
の
中
で
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（
180
）　
Ｓ
Ｇ
草
案
の
注
解
に
、「
一
部
」
の
解
釈
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
は
無
い
。See, U

N
 D

oc. E
/477, su

p
ra

 note 110, pp.230-232.

（
181
）　

た
だ
し
、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
の
本
文
を
作
成
す
る
際
に
議
論
の
基
礎
に
さ
れ
た
中
国
提
案
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
定
義
に
関
す
る
第
一
条
に
「
集
団
の
…
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊

す
る
」
の
文
言
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
特
別
意
図
の
部
分
で
は
な
く
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
該
当
す
る
行
為
の
部
分
に
規
定
さ
れ
て
い
た
（
第
一
条
一
、
二
項
）。
し
か
し
、
特

別
委
員
会
で
の
議
論
に
お
い
て
、
重
要
な
要
素
は
集
団
全
体
を
破
壊
す
る
意
図
で
あ
り
、
当
該
意
図
が
存
在
す
れ
ば
集
団
の
一
部
の
破
壊
で
も
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
構
成
す
る
と

い
っ
た
見
解
が
出
さ
れ
（
議
長
見
解
（U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.13 （29 A
pril 1948

） （I, p.875
）））、
そ
の
結
果
、
行
為
に
関
す
る
規
定
に
で
は
な
く
、
そ
の
時
点
で
集
団

の
破
壊
を
表
す
文
言
が
存
在
し
な
か
っ
た
第
一
条
の
柱
書
の
特
別
意
図
に
関
す
る
規
定
に
、「
集
団
を
破
壊
す
る
意
図
」
を
意
味
す
る
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
本
文
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六
六
五

で
も
述
べ
る
よ
う
に
、「
全
部
ま
た
は
一
部
」
は
挿
入
さ
れ
な
か
っ
た
）。See, ibid

. （I, pp.874-875

）.
（
182
）　See, U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.73, su

p
ra

 note 9, （II, pp.1380-1389

）.
（
183
）　 U

N
 D

oc. A
/C

.6/228 （12 O
ctober 1948

）, U
N

 D
oc. A

/C
.6/SR

.73, ibid
., （II, p.1383

）.

（
184
）　

ベ
ル
ギ
ー
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.73, ibid

., （II, p.1358

））。
さ
ら
に
、同
代
表
に
よ
る
、第
六
委
員
会
で
の
特
別
意
図
に
関
す
る
決
定
が
「
行
為
と
結
果
の
間
」

お
よ
び
「
行
為
と
意
図
の
間
」
に
遺
憾
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.76 （16 O

ctober 1948

） （II, p.1421

）
を
参
照
。
ま
た
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
提
案
を
支
持
す
る
理
由
と
し
て
、「
集
団
全
体
を
破
壊
す
る
意
図
が
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
で
さ
え
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
行
わ
れ

た
と
い
う
考
え
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
挙
げ
た
こ
と
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
提
案
が
解
釈
上
の
問
題
を
惹
起
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。Ibid

.

（
185
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
二
条
二
項
三
号
、［
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
］
第
四
条
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］
第
三
条
（
ｂ
）
項
。

（
186
）　U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 239

）. 

（
187
）　

Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。U

N
 D

oc. E
/794 （24 M

ay 1948

） （I, p. 1129

）.

（
188
）　L

as B
erster, “A

rticle III,” in T
am

s, su
p

ra
 note 3, p. 159. 

（
189
）　

例
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.84 （26 O

ctober 1948

） （II, pp. 1525-1526

））
を
参
照
。

（
190
）　
［
ソ
連
覚
書
］
第
八
条
（
ａ
）
項
。

（
191
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.6 （18 A
pril 1948

） （I, p. 749
）.

（
192
）　Ibid

. （I, pp. 745-749

）. 

各
国
代
表
か
ら
出
さ
れ
た
反
対
見
解
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
共
犯
お
よ
び
共
同
謀
議
に
関
す
る
ソ
連
覚
書
第
五
条
三
項
と
の
類
似
性
の
指
摘
（
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
代
表
見
解
（Ibid
. （I, p. 745

））、
対
象
と
な
る
組
織
の
定
義
の
困
難
性
（
中
国
代
表
見
解
（Ibid

. （I, p. 746

））、
国
連
総
会
決
議
九
六
（
Ⅰ
）
に
よ
る
組
織
の
解

体
の
義
務
づ
け
（
フ
ラ
ン
ス
代
表
見
解
（Ibid

.

））
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
193
）　U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 232

）. 

（
194
）　Ibid

. （I, p. 234

）.

（
195
）　
［
ソ
連
覚
書
］
第
三
条
、［
中
国
提
案
］
第
一
条
三
項
。

（
196
）　

こ
れ
に
つ
い
て
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.83 （25 O

ctober 1948

） （II, p. 1507

））、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 
1515

））
が
あ
る
。

（
197
）　Ibid

. （II, p. 1518

）. 

た
だ
し
、
反
対
国
の
中
に
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
規
定
自
体
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
第
三
条
の
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
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四

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
成
立
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
ム
キ
ン
の
影
響

六
六
六

定
義
の
曖
昧
性
ま
た
は
広
範
性
を
理
由
に
反
対
す
る
国
が
存
在
し
た
（
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
代
表
見
解
（Ibid

 （II, p. 1508

））、
ペ
ル
ー
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 
1513

））
を
参
照
）。
さ
ら
に
、
当
該
問
題
は
、
条
約
へ
の
規
定
を
支
持
す
る
国
側
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
例
え
ば
、
パ
キ
ス
タ
ン
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1503

））、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1506

））
を
参
照
）。

（
198
）　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
準
備
作
業
に
お
け
る
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
関
す
る
議
論
を
詳
細
に
扱
っ
た
文
献
と
し
て
、E

lisa N
ovic, T

h
e C

on
cep

t of C
u

ltu
ra

l 

G
en

ocid
e: A

n
 In

tern
a

tion
a

l L
a

w
 P

ersp
ective （O

xford U
niversity P

ress, 2016

）, pp. 23-30

を
参
照
。

（
199
）　U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 225

）.

（
200
）　Ibid

. （I, p. 243
）.

（
201
）　

こ
の
立
場
を
と
っ
た
ソ
連
の
代
表
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
政
治
犯
罪
と
み
な
さ
ず
、
当
該
犯
罪
者
を
犯
罪
人
引
渡
し
の
対
象
に
す
る
旨
の
条
項
を
条
約
に
挿
入
す
る
こ
と
が
、

実
際
の
解
決
と
主
張
し
て
い
る
。U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.8 （17 A
pril 1948

） （I, p. 802

）.

（
202
）　

フ
ラ
ン
ス
代
表
見
解
（Ibid

. （I, pp. 800-801

））。
さ
ら
に
、
ソ
連
代
表
見
解
（Ibid

. （I, p. 802

））
も
参
照
。

（
203
）　

ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（Ibid

 （I, pp. 803-804

））。

（
204
）　Ibid

. （I, p. 804

）.

（
205
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/218 （5 O
ctober 1948

） （II, p. 1975

）.

（
206
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.100 （11 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1715

）.

（
207
）　Ibid

. （II, pp. 1715-1716

）.

（
208
）　

エ
ジ
プ
ト
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1719

））、
ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1720

））
を
参
照

（
209
）　

ベ
ル
ギ
ー
代
表
見
解
（Ibid

. （II, pp. 1729-1730

））。

（
210
）　

例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1725

））、
ギ
リ
シ
ャ
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1729

））
を
参
照
。

（
211
）　Ibid

. （II, p. 1730

）.

（
212
）　

た
だ
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
が
採
択
さ
れ
た
決
議
の
中
で
、
個
人
を
裁
判
す
る
た
め
の
国
際
裁
判
機
関
の
設
立
の
望
ま
し
さ
と
可
能
性
に
関
す
る
研
究
と
共
に
、
国
際
司

法
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
部
の
設
置
可
能
性
に
関
す
る
研
究
が
国
際
法
委
員
会
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。U

N
 D

oc. 260

（III

）, su
p

ra
 note 177, （II, p. 2091

）. 

こ
れ
は
、
第

六
委
員
会
に
お
い
て
国
際
裁
判
所
に
関
す
る
規
定
が
一
度
削
除
さ
れ
た
際
に
、
削
除
に
賛
成
し
た
国
の
中
に
、
国
際
裁
判
所
が
実
際
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
国
も

存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
削
除
に
関
す
る
投
票
の
直
後
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.98 （10 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1700

）-U
N

 D
oc. A

/C
.6/
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同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

二
五
五

六
六
七

SR
.99 （10 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1710

）.
（
213
）　

ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.129 （30 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1877

））。

（
214
）　

イ
ギ
リ
ス
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.130 （30 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1886

））。
な
お
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
準
備
作
業
に
お
け
る
普
遍
主
義
と
国
際
裁
判
所

に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
文
献
と
し
て
、稲
角
光
恵「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
六
条
の
刑
事
裁
判
管
轄
権（
一
）―
同
条
起
草
過
程
の
議
論
を
中
心
に
し
て
―
」

『
法
政
論
集
』
一
六
八
巻
（
一
九
九
七
年
）、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
六
条
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
（
二
）
完
―
同
条
起
草
過
程
の
議
論
を
中
心
に
し
て
―
」『
法
政
論
集
』
一
七

〇
巻
（
一
九
九
七
年
）（
以
下
、「
稲
角
『
前
掲
論
文
（
二
）』」
と
す
る
）
が
あ
る
。

（
215
）　U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 242

）. 

刑
の
減
軽
事
由
の
判
断
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
服
す
る
と
さ
れ
た
。Ibid

.

（
216
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.18 （26 A
pril 1948

） （I, pp. 921, 923

）, U
N

 D
oc. A

/C
.6/215/R

ev.1 （9 O
ctober 1948

） （II, p. 1970

）. 

ソ
連
が
実
際
に
提
案
し
た
規
定
は
、

特
別
委
員
会
で
も
第
六
委
員
会
で
も
、「
法
の
命
令
お
よ
び
上
官
命
令
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
正
当
化
し
な
い
」（U

N
 D

oc. E
/794, su

p
ra

 note 187, （I, p. 1133

）, U
N

 

D
oc. A

/C
.6/215/R

ev.1, su
p

ra
 note 216, （II, p. 1970

））
で
あ
り
、特
別
委
員
会
に
お
い
て
ソ
連
代
表
は
「
い
か
な
る
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
、個
人
は
、当
該
犯
罪
（
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
）
の
責
任
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
括
弧
筆
者
）（U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.18, su
p

ra
 note 216, （I, p. 923

））
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
免

責
の
効
果
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
が
、
刑
の
減
軽
事
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
免
責
の
効
果
を
否
定
す
る
一
方
で
刑
の
減
軽
事
由
と
し
て

認
め
た
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章
第
八
条
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（Ibid

. （I, pp. 921, 923

））、
刑
の
減
軽
事
由
と
し
て
認
め
て
い
る
も
の
と
解
す
る
余
地
は
あ
る
。
一

方
で
、
第
六
委
員
会
に
お
い
て
は
、
刑
の
減
軽
に
つ
い
て
規
定
す
る
国
際
軍
事
裁
判
所
第
八
条
二
文
目
を
排
除
し
た
理
由
と
し
て
、
当
該
部
分
が
有
罪
の
確
定
で
は
な
く
刑
の

み
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.92 （5 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1592

））、
刑
の
減
軽
事
由
と
し
て
は
認
め
て
い
る
も

の
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
217
）　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.18, su
p

ra
 note 216, （I, p. 922

））、
中
国
代
表
見
解
（Ibid

.

）
を
参
照
。

（
218
）　

中
国
代
表
見
解
（Ibid

.

）。

（
219
）　

レ
バ
ノ
ン
代
表
見
解
（Ibid

.

）。
上
官
命
令
抗
弁
に
関
す
る
議
論
よ
り
先
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
定
義
に
動
機
の
要
素
を
入
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
。See, U

N
 D

oc. 

E
/794, su

p
ra

 note 187, （I, pp. 1123-1124

）.

（
220
）　

ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. E
/ A

C
.25/SR

.18, su
p

ra
 note 216, （I, p. 925

））。

（
221
）　Ibid

.

（
222
）　

例
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.92, su

p
ra

 note 216, （II, pp. 1598-1599
））、
ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1599

））、
キ
ュ
ー
バ
代
表
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フ
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エ
ル
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レ
ム
キ
ン
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影
響

六
六
八

見
解
（Ibid

. （II, p. 1600

））
を
参
照
。

（
223
）　

例
え
ば
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1597

））、
ド
ミ
ニ
カ
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1600

））、
ペ
ル
ー
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1601

））
を
参
照
。

（
224
）　Ibid

. （II, pp. 1606-1607

）. 

ソ
連
提
案
の
支
持
派
の
中
か
ら
も
、
犯
罪
意
思
を
有
さ
な
い
者
の
有
責
性
を
否
定
す
る
見
解
が
出
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
代
表
見
解
（Ibid

. （II, p. 1601

））、
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
見
解
（Ibid
. （II, p. 1605

））
を
参
照
。
そ
れ
ゆ
え
、
佐
藤
宏
美
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ソ
連
提

案
の
支
持
派
と
反
対
派
の
犯
罪
意
思
に
関
す
る
見
解
に
は
実
質
的
な
差
は
無
か
っ
た
と
言
え
る
。
佐
藤
『
前
掲
書
』（
注
123
）
一
五
一
―
一
五
二
頁
。
な
お
、
本
書
は
、
上
官

命
令
抗
弁
の
扱
い
に
関
す
る
論
者
の
立
場
か
ら
「
自
動
的
免
責
主
義
」、「
絶
対
責
任
主
義
」
お
よ
び
「
条
件
付
免
責
主
義
」
に
分
け
、
こ
の
分
類
に
基
づ
い
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
の
準
備
作
業
に
お
け
る
上
官
命
令
抗
弁
に
関
す
る
議
論
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
同
上
、
二
五
―
二
六
、
一
五
〇
―
一
五
二
頁
。

（
225
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.92, su

p
ra

 note 216, （II, pp. 1607-1608

）.

（
226
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
四
条
、［
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
］
第
五
条
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］
第
四
条
。
た
だ
し
、
特
別
委
員
会
お
よ
び
第
六
委
員
会
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
各
国
の
国

内
制
度
に
配
慮
し
た
条
約
本
文
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
227
）　

ア
メ
リ
カ
代
表
見
解
（U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.6, su
p

ra
 note 191, （I, p. 750

））。

（
228
）　

フ
ラ
ン
ス
代
表
見
解
（Ibid

.

）。

（
229
）　Ibid

.

（
230
）　

例
え
ば
、
ソ
連
代
表
見
解
（Ibid
. （I, pp. 750-751
））、
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
見
解
（Ibid

. （I, pp. 751-752

））
を
参
照
。

（
231
）　Ibid

. （I, p. 756

）.

（
232
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.18, su
p

ra
 note 216, （I, p. 927

）.

（
233
）　

例
え
ば
、
ソ
連
に
よ
る
国
内
立
法
義
務
規
定
の
本
文
に
関
す
る
提
案
（Ibid

.

）
を
参
照
。

（
234
）　

中
国
代
表
見
解
（Ibid

. （I, p. 928

））。

（
235
）　U

N
 D

oc. E
/A

C
.25/SR

.19 （5 M
ay 1948

） （I, p. 938

）.

（
236
）　

中
国
提
案
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
、ibid

. （I, pp. 937-939

）
を
参
照
。

（
237
）　Ibid

.  （I, p. 935

）.

（
238
）　Ibid

. （I, p. 936

）.

（
239
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.93 （6 N

ovem
ber 1948

） （II, pp. 1619-1620

）.
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（
240
）　Ibid

 （II, p. 1621

）.
（
241
）　Ibid

 （II, p. 1622

）.
（
242
）　Ibid

 （II, p. 1625

）.

（
243
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.97 （9 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1671

）.

（
244
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
八
条
、［
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
］
第
九
条
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］
第
七
条
。

（
245
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.94 （8 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1631

）.

（
246
）　Ibid

.

（
247
）　Ibid

. （II, p. 1628
）.

（
248
）　Ibid

.

（
249
）　Ibid

. （II, p. 1638

）. 

実
際
に
投
票
に
付
さ
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
修
正
案
（U

N
 D

oc. A
/C

.6/236 &
 C

orr.1 （16 O
ctober 1948

） （II, pp. 1986-1987

））
で
あ
る
。

（
250
）　L

em
kin （1946

）, su
p

ra
 note 78, p. 230.

（
251
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
一
二
条
、［
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
］
第
八
条
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］
第
八
条
。

（
252
）　U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, pp. 247-248

）.

（
253
）　

国
連
に
よ
る
行
動
が
重
要
で
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
削
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
条
約
本
文
へ
の
置
き
換
え
や
、
国
連
憲
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
国
連
に
付
託
す
る

条
約
当
事
国
の
権
利
を
条
約
の
中
で
繰
り
返
す
不
必
要
性
な
ど
が
主
張
さ
れ
、
削
除
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.101 （11 N

ovem
ber 1948

） （II, pp. 
1733-1745

）.

（
254
）　U

N
 D

oc. A
/C

.6/SR
.105 （13 N

ovem
ber 1948

） （II, p. 1794
）.

（
255
）　See, N

ehem
iah R

obinson, T
he G

en
ocide C

on
ven

tion
: A

 C
om

m
en

tary （Institute of Jew
ish A

ffairs, 1960

）, pp. 89-91, available at: http://hum
anrightsdoctorate.

blogspot.jp/2007/11/genocide-convention-by-nehem
iah.htm

l （last accessed date: 24 M
arch 2018

）. 

Ｓ
Ｇ
草
案
の
注
解
に
お
い
て
は「
国
際
連
合
の
一
般
的
権
限
の
問
題
」

と
さ
れ
（U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 248

））、
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
お
い
て
は
条
約
本
文
の
中
で
明
示
に
、
国
連
の
権
限
あ
る
機
関
の
行

為
が
国
連
憲
章
に
基
づ
く
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
256
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
一
六
条
、［
Ａ
Ｈ
Ｃ
草
案
］
第
一
二
条
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］
第
一
一
条
。

（
257
）　

条
約
当
事
国
に
な
れ
る
国
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｇ
草
案
の
注
解
に
お
い
て
は
、
国
連
加
盟
国
に
対
し
て
は
、
明
白
に
条
約
は
開
か
れ
て
い
る
と
す
る
一
方
で
、
国
連
非
加
盟
国
に
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ジ
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け
る
ラ
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ァ
エ
ル
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レ
ム
キ
ン
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影
響

六
七
〇

つ
い
て
は
、
非
加
盟
国
に
関
す
る
公
式
の
リ
ス
ト
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
、
一
国
の
参
加
が
特
定
の
場
合
に
様
々
な
理
由
か
ら
望
ま
し
く
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
す
べ
て
の
非

加
盟
国
に
対
し
て
差
別
す
る
こ
と
な
く
条
約
を
開
く
と
い
う
一
般
的
な
方
式
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
招
請
さ
れ
る
べ
き
国
の
選
択
は
国
連
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
べ

き
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 253

）.

（
258
）　

こ
れ
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
稲
角
「
前
掲
論
文
（
二
）」（
注
214
）
二
四
三
―
二
四
五
頁
、N

ovic, su
p

ra
 note 198, p. 28

を
参
照
。

（
259
）　L

em
kin （1944

）, su
p

ra
 note 10, p. xiii.

（
260
）　
［
Ｓ
Ｇ
草
案
］
第
一
三
条
。See, U

N
 D

oc. E
/447, su

p
ra

 note 110, （I, p. 249

）.

（
261
）　

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
レ
ム
キ
ン
が
乗
っ
て
い
た
列
車
が
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
爆
破
さ
れ
て
い
る
。L

em
kin （2013

）, su
p

ra
 note 11, pp. 26-27, Irvin-E

rickson 

（2017

）, su
p

ra
 note 4, p. 70.

（
262
）　C

ooper, su
p

ra
 note 14, p. 72. 

約
五
〇
人
の
レ
ム
キ
ン
の
家
族
と
親
類
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
兄
一
家
四
人
と
お
じ
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
。Ibid

., Irvin-

E
rickson （2017

）, su
p

ra
 note 4, pp. 73-74.

（
263
）　Yahraes, su

p
ra

 note 25, p. 29.

（
264
）　A

p
p

lica
tion

 of th
e C

on
ven

tion
 on

 th
e P

reven
tion

 a
n

d
 P

u
n

ish
m

en
t of th

e C
rim

e of G
en

ocid
e 

（B
osn

ia
 a

n
d

 H
erzegovin

a
 v. S

erbia
 a

n
d

 

M
on

ten
egro

）, Ju
d

gem
en

t, I.C
.J. R

ep
orts 2007, p, 43, p. 227, para. 445.

（
265
）　

各
事
項
に
つ
い
て
、［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
］
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
（
以
下
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
」
と
す
る
）
第
四
条
二
項・ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
（
以

下
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
」
と
す
る
）
第
二
条
二
項
・
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
（
以
下
、「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
」
と
す
る
）
第
六
条
、［
共
同
謀
議
］
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
四
条
三
項
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
第
二
条
三
項
、［
上
官
命
令
抗
弁
］
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
七
条
四
項
（
否
定
す
る
が
、上
官
命
令
を
刑
の
減
軽
事
由
と
し
て
認
め
る
）・Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
第
六
条
四
項
（
否

定
す
る
が
、
上
官
命
令
を
刑
の
減
軽
事
由
と
し
て
認
め
る
）・
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
三
三
条
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
つ
い
て
は
否
定
（
二
項
））、［
主
権
者
無
答
責
・
国
家
行
為
免
責

の
排
除
］
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
第
七
条
二
項
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
第
六
条
二
項
・
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
二
七
条
を
参
照
。

（
266
）　
［
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
］U

N
 D

oc. S/R
E

S/827 （1993

） （25 M
ay 1993

）、［
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
］U

N
 D

oc. S/R
E

S/955 （1994

） （8 N
ovem

ber 

1994

）。

（
267
）　A

m
nesty International, U

n
iversa

l Ju
risd

iction
 -A

 P
relim

in
a

ry S
u

rvey of L
egisla

tion
 a

rou
n

d
 th

e W
orld

 -2012 U
p

d
a

te （A
m

nesty International 

P
ublications, 2012

）,  p. 13, available at: https://w
w

w
.am

nesty.org/en/docum
ents/ior53/019/2012/en/ （last accessed date: 24 M

arch 2018

）. 

ま
た
、
ジ
ェ
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七
〇
巻
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号�
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五
九

六
七
一

ノ
サ
イ
ド
を
明
示
に
は
規
定
し
て
は
い
な
い
が
、
殺
人
や
強
姦
な
ど
の
通
常
犯
罪
に
対
し
て
普
遍
的
管
轄
権
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
構
成
す
る
諸
行

為
の
一
部
を
処
罰
で
き
る
国
の
数
は
、
少
な
く
と
も
国
連
加
盟
国
二
五
か
国
と
さ
れ
て
い
る
。Ibid
.




